
学校整理番号３１４ 

217枚のうち1 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ５ 年次 １ 

使用教科書 標準国語総合 （第一学習社） 

副教材等 
・最新国語便覧（浜島書店）・常用漢字パーフェクトクリア（尚文出版） 

・高校生の古典文法（京都書房） 

・よむナビ現代文 ①（いいずな書店）・よむナビ古文①（いいずな書店）  

１ 担当者からのメッセージ 

・基礎的な国語の力を身に付けることを心がけましょう。 

・話し合いや文章記述、発表など、アクティブな活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・古典の時間では、有名な古文と漢文の作品の音読や、本文を書き写すことによって親しみ、正

しく心情等を理解するために語彙力や文法の知識をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

【授業の到達目標】 
 ・現代文、古文、漢文を問わず、様々な内容の文章を読み、それらに親しむことによって言語感覚

を磨き、ものの感じ方、考え方を深める。 
・教材の選択に際しては、生徒の興味が湧き出るような教材を選び、語彙を増やし、正確な漢字の
読みと書き取りの力をつけていく。評論では、現代のキーワードにつながる評論を取り上げ、時
代を理解する基本的な考え方をまず認識できるようになること、さらに、一面的でない捉え方や
自分の思考を深めて発展させていくことを目指す。小説では人間心理の変化を丁寧に読み取り、
豊かな感性を育てることを目標とする。古典を通じては、日本文化の基礎を作っている考え方
や感じ方にふれていく。 

  ・以上のように、現代文、古典の様々な文章の精読によって、豊かな言語感覚と多様な価値観を
養い、お互いの意見や感想を交換し批評する力（伝え合う力）を身につけ、他者との円滑なコ
ミュニケーションを図ることのできる力を養っていくことを到達目標とする。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち2 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

 

教材：  

「体の声を聞く」 

「水の東西」 
○   ◎ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e：定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

 

 

教材： 

「羅生門」 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付こうとしている。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認及

び定期考査 

 

文
学
を
創
作
す
る 

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う 

【近代以降】 

〈羅生門」の感想や

話の続きを考えて書

かせてみる。〉 

 

教材： 

ワークシート、 

原稿用紙 

○ ○ ◎  ○ 

a:自分の率直な気持ちや意見が

書かれているかどうか。 

b:登場人物の心境を根拠に基づ

いて話し合ってみる。 

c:物事の様子や場面などを、読み

手が言葉を通してありありと

想像できるよう描いている。 

e:書くことに必要な、文の組立て

について理解している。 

ａ、ｂ、c、ｅ： 

記述の点検と確

認及び分析 

古
文
入
門 

【古典】 

 

教材： 

説話『宇治拾遺物

語』 

「児のそら寝」 

「絵仏師良秀」 

随筆『徒然草』 

「高名の木登り」 

文法等…歴史的仮

名遣い、文語の用言

の基礎 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めようとして

いる。 

d:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち3 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

 

教材： 

「コミュニケーション

は創造的に」 

「人間はどこまで動

物か」 

 

○   ◎ ○ 

a:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察しようと

している。 

d:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察している。 

e:ジャンルを超えた多くの分野

にチャレンジすることで、感性

を深め、人間と社会を見る視野

を広げているか。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ: 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

 

 

 

 

教材： 

「よろこびの歌」 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ◎  

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付こうとしている。 

b:登場人物の心境を根拠に基づ

いて話し合ってみる。 

C:感想を書いてみる。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付いている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:的確に聞き、

意見を発表して

いるかどうか。 

c:テーマに沿っ

た感想が書けて

いるか。 

d、ｅ: 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

短
詩
形
文
学
を
味
わ
う 

【近代以降】 

〈俳句と短歌の代表

的な作品を鑑賞す

る〉 

 

教材：教科書に掲載

された俳句と短歌、 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付こうとしている。  

d:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

古
文
の
物
語
を
読
む 

【古典】 

 

教材： 

物語『伊勢物語』 

「東下り」 

「筒井筒」 

日記『土佐日記』 

「門出」 

 

文法等…文語助動

詞の活用等 

 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている情景を、文

や文章、語句などから離れない

ようにして読み、人物の言動や

状況を捉える手掛かりとしよ

うとしている。 

d:文章に描かれている情景を、文

や文章、語句などから離れない

ようにして読み、人物の言動や

状況を捉える手掛かりとして

いる。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち4 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

漢
文
入
門 

【古典】 

 

教材： 

土佐日記「門出」 

和歌「万葉・古今・新

古今」 

故事成語「五十歩百

歩」 

 

 

句法等…訓点、再読

文字 

 

○   ◎ ○ 

a:我が国の言語文化は、中国をは

じめとする外国の文化の受容

とその変容を繰り返しつつ築

かれてきたことに気付こうと

している。 

d:文章の組立てや骨組みを的確

に捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

３
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

【近代以降】 

 

 

 

教材： 

「ものまね上手・創造

上手の日本技術」 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察しようと

している。 

d:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察している。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。  

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認と

分析及び定

期考査 

 

e:定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

【近代以降】 

 

 

 

 

教材： 

「とんかつ」 

 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付こうとしている。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

様
々
な
漢
文
を
読
む 

【古典】 

 

教材： 

詩「静夜詩」 

「送元二使安西」 

「春望」 

 

○   ◎ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

捉えようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

d:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち5 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

古
文
の
俳
諧
を
読
む 

【古典】 

 

 

教材： 

紀行文『奥の細道』 

「平泉」 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付こうとしている。  

d:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付いている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて○

印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）

に関わる観点には◎を付している。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち6 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 新編 現代文Ｂ（教育出版） 

副教材等 

図でつかむリード現代文２基本(啓隆社)   改訂版ほんものの力がつく現代語

練習帳ことのは（いいずな書店）    新常用漢字必携パーフェクトクリア（尚

文出版）京都書房 

１ 担当者からのメッセージ 

・現代文作品の読解や鑑賞を通じて、物事の見方や感じ方、考え方を深めましょう。 

・文章を論理的に「読む力」を向上させましょう。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業のあとには必ず、内容を振り返って復習して

ください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身につ

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習の活動 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち7 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

随
想 

教材： 

「セレンディピティ」 

○ ○  ◎ ○ 

a：筆者の視点や表現や考えを理

解し、興味を示している。 

ｂ：発問の趣旨を正確に捉え、自

分の考えを的確にまとめて発

表できる。 

ｄ：筆者の考えを正しく理解してい

る。 

e：言葉の意味を正しく理解し、使

いこなせる言葉の数を増やして

いる。 

a：行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ：行動の観察 

ｄ：記述の点検

及び定期考

査 

e：定期考査 

小テスト 

評
論 

教材： 

「ゲラダヒヒの平和社

会」 

○ ○  ◎ ○ 

a：筆者の視点や表現や考えを理

解し、興味を示している。 

ｂ：発問の趣旨を正確に捉え、自

分の考えを的確にまとめて発

表できる。 

ｄ：筆者の考えを正しく理解してい

る。 

e：言葉の意味を正しく理解し、使

いこなせる言葉の数を増やして

いる。 

a：行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ：行動の観察 

ｄ：記述の点検

及び定期考

査 

e：定期考査 

小テスト 

小
説 

教材： 

「ランドセル」 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a：人物の心情の推移を追いなが

ら、主題に迫ろうとしている。 

ｂ：発問の趣旨を正確に捉え、自

分の考えを的確にまとめて発

表できる。 

ｃ：主題を捉え、自分の考えを展

開している。 

ｄ：人物の心情の推移を、どのよ

うに書き手が描いているのか

を理解している。  

e：言葉の意味を正しく理解し、使

いこなせる言葉の数を増やして

いる。また、表現技法とその効果

についても理解している。 

a：行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ：行動の観察 

ｃ：記述の確認

及び分析 

ｄ：記述の点検

及び定期考

査 

e：定期考査 

小テスト 



学校整理番号３１４ 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

俳
句
・短
歌 

教材： 

「現代の短歌」 

○ ○  ◎ ○ 

a：人物、情景、心情がどのよう

に描かれているかを捉えると

ともに、短歌のもつ韻律の美し

さに気付こうとしている。 

ｂ：発問の趣旨を正確に捉え、自

分の考えを的確にまとめて発

表できる。 

ｄ：人物、情景、心情がどのよう

に描かれているかを理解して

いる。 

e：言葉の意味を正しく理解するとと

もに、表現技法とその効果につ

いても理解している。 

 

a：行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ：行動の観察 

ｄ：記述の点検

及び定期考

査 

e：定期考査 

小テスト 

評
論 

教材： 

「戦う植物」 

 

○ ○  ◎ ○ 

a：筆者の視点や表現や考えを理

解し、興味を示している。 

ｂ：発問の趣旨を正確に捉え、自

分の考えを的確にまとめて発

表できる。 

ｄ：筆者の考えを正しく理解してい

る。 

e：言葉の意味を正しく理解し、使

いこなせる言葉の数を増やして

いる。 

a：行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ：行動の観察 

ｄ：記述の点検

及び定期考

査 

e：定期考査 

小テスト 

小
説 

教材： 

「菊」 

○ ○  ◎ ○ 

a：人物の心情の推移を追いなが

ら、主題に迫ろうとしている。 

ｂ：発問の趣旨を正確に捉え、自

分の考えを的確にまとめて発

表できる。 

ｄ：人物の心情の推移を、どのよ

うに書き手が描いているのか

を理解している。  

e：言葉の意味を正しく理解し、使

いこなせる言葉の数を増やして

いる。また、表現技法とその効果

についても理解している。 

a：行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ：行動の観察 

ｄ：記述の点検

及び定期考

査 

e：定期考査 

小テスト 

評
論 

教材： 

「かんじんなことは 目

に見えない？」 

 

○ ○  ◎ ○ 

a：筆者の視点や表現や考えを理

解し、興味を示している。 

ｂ：発問の趣旨を正確に捉え、自

分の考えを的確にまとめて発

表できる。 

ｄ：筆者の考えを正しく理解してい

る。 

e：言葉の意味を正しく理解し、使

いこなせる言葉の数を増やして

いる。 

a：行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ：行動の観察 

ｄ：記述の点検

及び定期考

査 

e：定期考査 

小テスト 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち9 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

３
学
期 

小
説 

教材： 

「こころ」 

 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a：人物の心情の推移を追いなが

ら、主題に迫ろうとしている。 

ｂ：発問の趣旨を正確に捉え、自

分の考えを的確にまとめて発

表できる。 

ｃ：主題を捉え、自分の考えを展

開している。 

ｄ：人物の心情の推移を、どのよ

うに書き手が描いているのか

を理解している。  

e：言葉の意味を正しく理解し、使

いこなせる言葉の数を増やして

いる。また、表現技法とその効果

についても理解している。 

a：行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ：行動の観察 

ｃ：記述の確認

及び分析 

ｄ：記述の点検

及び定期考

査 

e：定期考査 

小テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて○

印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）

に関わる観点には◎を付している。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち10 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ３ 年次 ３ 

使用教科書 「現代文Ｂ」 （数研出版） 

副教材等 
高校生必修語彙ノート（桐原書店）読むナビ現代文３（いいずな書店）国語図説

（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ 

・受験や社会に出てからも必要である基礎的な国語の力を身に付けることを心がけましょう。 

・アウトプットの重要性を意識し、文章でまとめる、自分の意見を発表する、他者の意見を聞き

まとめるといった活動に積極的に取り組んでほしいと思います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習の活動 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論 

岡 真理「『文化が違

う』とは何を意味する

のか？」 

 

 

○   ◎ ○ 

a: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえようと

している。  

d: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e: 行動の観察 

記述の確認 

定期テスト 

小
説 

安部公房「赤い繭」 

 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a:前衛的な作品にふれることで

読書の幅を広げる。 

ｂ：非現実的な作品世界に込めら

れた寓意を話し合う。 

ｃ：自分の鑑賞文をまとめること

で自分の解釈深める。 

d:人物の行動や思考、心情など

を、捉えながら読んでいる。 

e:工夫された表現について理解

している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

ｂ：行動の観察 

ｃ：記述の確認

及び観察 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e: 行動の観察 

記述の確認 

定期テスト 

評
論 

西垣 通「知識社会

という幻想」 

 

○   ◎ ○ 

a: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえようと

している。  

d: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e: 行動の観察 

記述の確認 

定期テスト 

小
説 

小川洋子「果汁」  

 

○  ○ ◎ ○ 

a:登場人物の言動からその性格

や心情について考える。 

ｃ：感想文をまとめることで作品

理解を深める。 

d:人物の行動や思考、心情など

を、捉えながら読んでいる。 

e:工夫された表現について理解

している。 

ａ:行動の観察及

び記述の点検 

ｃ：記述の確認

及び観察 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e: 行動の観察 

記述の確認 

定期テスト 

２
学
期 

評
論 

丸山真男「『である』

ことと『する』こと」 

 

 ○   ◎ ○ 

a: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえようと

している。  

d: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e: 行動の観察 

記述の確認 

定期テスト 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

小
説 

阿部 昭「三月の風」 

 

○  ○ ◎ ○ 

a:父の視点だけでなく、複数の視

点からの重層的な世界を味わ

う。 

ｃ：感想文をまとめることで作品

理解を深める。 

d:人物の行動や思考、心情など

を、捉えながら読んでいる。 

e:工夫された表現について理解

している。 

ａ:行動の観察及

び記述の点検 

ｃ：記述の確認

及び観察 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e: 行動の観察 

記述の確認 

定期テスト 

評
論 

小浜逸郎「人はなぜ

働かなくてはならな

いか」 

  

 

○   ◎ ○ 

a: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえようと

している。  

d: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e: 行動の観察 

記述の確認 

定期テスト 

３
学
期 

評
論 

小林秀雄「無常とい

うこと」 

 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえようと

している。  

d: 筆者の考えの進め方や、文章

の筋道を的確にとらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。  

a:行動の観察及

び記述の点検 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e: 行動の観察 

記述の確認 

定期テスト 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて○

印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）

に関わる観点には◎を付している。 
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府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 国語科 科目 古典Ａ 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 「古典Ａ」 （大修館書店） 

副教材等 
体系古典文法（数研出版）古文単語３３０（いいずな書店）読むナビ古文２（い

いずな書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ 

・１，２年で学習した古典文法を復習し、理解できるようにしよう。 

・古文の単語調べ、古文の現代語訳を予習しておこう。 

・古文単語の語彙を増やし、古文がよりよく理解できるようにしよう。 

・古典を通して、日本文化や当時の人々の考え方を理解し、今に活かしていこう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・古典文法がしっかり理解でき、古文の現代語訳が出来るようにする。 

・古文単語の語彙を増やし、古文の内容を読解できるようにする。 

・古典の文章に積極的に取り組み、深く読み、その作品を楽しみ、感想を発表できるようにする。  

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典に親しみ、 

その楽しさを 

味わい、日本の

伝統や文化につ

いて関心を高め

る。 

  まとまりのある

文章を読み、古

典の作品の中か

ら思想や生き様

をとらえ、自分

の考えを深めて

いく。 

伝統的な言語、

言葉の特徴や

きまり等の知

識を身につけ、

歴史背景をふ

まえて、古典の

世界を理解し

ていく。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

 

  行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 
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１
学
期 

随
筆 

徒然草「名を聞くよ

り」「世に語り伝ふる

こと」「今日はそのこ

とをなさんと思へど」

「丹波に出雲といふ

所あり」 

○   ◎ ○ 

a、随筆を読んで、作者の鋭い

ものの見方や考え方を読み

取る。 

d、古典の読みを知り、単語の

意味、文法を理解し、正し

く文章を把握する。 

e、話の構成や展開を把握し、

登場人物の行動や心情を読

み取る。 

ａ：行動の観察

記述の確認 

ｄ：行動の確認 

記述の確認 

定期考査 

ｅ：行動の観察

記述の確認 

定期考査 

枕草子「二月つごも

りごろに」「九月ばか

り」「野分のまたの日

こそ」 

○   ◎ ○ 

a、随筆を読んで、作者がどの

ような鋭い感性で身近な出

来事や自然の風物に目を留

めているかを味わう。 

d、古典の読みを知り、単語の

意味、文法を理解し、正し

く文章を把握する。 

e、話の構成や展開を把握し、

登場人物の行動や心情を読

み取る。 

ａ：行動の観察

記述の確認 

ｄ：行動の確認 

記述の確認 

定期考査 

ｅ：行動の観察

記述の確認 

定期考査 

２
学
期 

物
語 

源氏物語「若紫」 

○   ◎ ○ 

a、主人公を取り巻く人間関係

を理解し、内面描写や和歌

の用いられ方をしる。 

d、古典の読みを知り、単語の

意味、文法、敬語表現を理

解し、文章を把握する。 

e、話の構成や展開を把握し、

歴史背景をふまえ、登場人

物の行動や心情を読み取

る。 

ａ：行動の観察

記述の確認 

ｄ：行動の確認 

記述の確認 

定期考査 

ｅ：行動の観察

記述の確認 

定期考査 

大鏡「花山院の出

家」「競べ弓」 

○   ◎ ○ 

a、歴史上の人物の人間性を描

き出す歴史物語の面白さに

ふれさせる。 

d、古典の読みを知り、単語の

意味、文法、敬語表現を理

解し、文章を把握する。 

e、話の構成や展開を把握し、

歴史背景をふまえ、登場人

物の行動や心情を読み取

る。 

ａ：行動の観察

記述の確認 

ｄ：行動の確認 

記述の確認 

定期考査 

ｅ：行動の観察

記述の確認 

定期考査 

３
学
期 

近
世
文
学 

西鶴諸国ばなし「大

晦日は合はぬ算用」 

○   ◎ ○ 

a、自由闊達な人間描写と軽妙

洒脱な文体を味わう。 

d、古典の読みを知り、単語の

意味、文法、敬語表現を理

解し、文章を把握する。 

e、話の構成や展開を把握し、

歴史背景をふまえ、登場人

物の行動や心情を読み取

る。 

ａ：行動の観察

記述の確認 

ｄ：行動の確認 

記述の確認 

定期考査 

ｅ：行動の観察

記述の確認 

定期考査 

  

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち15 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力   c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理

解 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて○印 

を、また、その単元を主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）に関わる 

観点には◎を付している。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち16 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ３ 年次 ２ 

使用教科書 新編 古典Ｂ改訂版（大修館書店） 

副教材等 

「解釈のための必携古典文法」（啓隆社）「ビジュアルカラー国語便覧」（大修館

書店）「３ステップオリジナル問題集基礎古文１＋」（尚文出版） 

古文単語３３０（いいずな書店） 

１ 担当者からのメッセージ 

・先祖が大切に慈しみ現在に伝えた、有名な古典作品を味わいましょう。 

・昔の物の考え方や感じ方にふれ、現代の我々にも共感できる民族の心を確かめましょう。 

・語彙や語法など、知識の積み重ねが読解の前提になるので、予習・復習をしましょう。 

２ 学習の到達目標 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育む。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b: 読む能力 ｃ: 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を高めるとと

もに、古典についての理解

や関心を深めようとしてい

る。 

古典作品に表れた思想や感情

を的確に読み取り、ものの見

方、感じ方、考え方を豊かに

する。 

古典理解のために必要な語

彙・語法の知識を身につけ

る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち17 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a ｂ ｃ 

１
学
期 

説
話 

『御伽草子』 

・「一寸法師」 

『竹取物語』 

・「かぐや姫の昇天」 

 

○ ◎ ○ 

a:比較的短い説話を読んで、話の

おもしろさを理解する。 

ｂ: 本文を適切に口語訳し、登場

人物の言動を捉え、説話の面白

さを理解している。 

ｃ：語彙の習得。古典文法（付属

語を中心に）の理解。文学史的

基礎知識の習得。古典の背景の

理解。 

 

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

 

 

             

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

随
筆 

『徒然草』 

・「今日はそのことをなさん思

へど」 

・「丹波に出雲といふ所あり」 

・「断章三編」 

『方丈記』 

・「ゆく川の流れ」 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

ａ：随筆を読んで、人間、社会、

などに対する作者の思想や感

情を読み取る。 

ｂ：本文を適切に口語訳し、作者

のものの感じ方、考え方を読み

取る。 

ｃ：語彙の習得。古典文法（付属

語を中心に）の理解。文学史的

基礎知識の習得。 

 

 

２
学
期 

歌
物
語 

『伊勢物語』 

・「初冠」 

・「あづま下り」 

『今物語』 

・「うしろむき」 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a:話のおもしろさや登場人物の

行動や心情を読み味わう。 

ｂ：本文を適切に口語訳し、登場

人物の行動と心情を読み取っ

ている。 

ｃ：語彙の習得。古典文法（敬語

表現を中心に）の理解。文学史

的な基礎知識の習得 

 

 

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

 

 

 

              

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

漢
文 

『史記』 

・「鴻門の会」 

・「四面楚歌」 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

ａ：歴史の中で躍動する登場人物

の行動や心情を読み取る。 

ｂ：訓点に従って正しく訓読し、

登場人物の関係について把握

し、それぞれの言動や心情を読

み取る。 

ｃ：語彙の習得。重要句形の習得。

作品・作者についての理解。 

 

 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち18 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

３
学
期 

漢
文 

『桃花源記』 

 

 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a:漢文訓読の独特の表現に親し

むとともに、物語に込められた

思想や感情を読み取る。 

ｂ：漢文を適切に口語訳し、中国

の古典に込められた作者のも

のの感じ方、考え方を読み取

る。 

ｃ：語彙の習得。重要句形の習得。

作品についての理解。 

 

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

軍
記
物
語 

『平家物語』 

・「祇園精舎」 

・「木曽の最期」 

 

○ ◎ ○ 

ａ：物語を読んで、人間、社会、

自然に対する作者の思想や感

情を読み取る。 

ｂ：本文を適切に口語訳し、作者

のものの感じ方、考え方を読み

取る。 

ｃ：語彙の習得。古典文法（付属

語を中心に）の理解。文学史的

基礎知識の習得。 

。 

 

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 ｂ:読む能力 ｃ:知識・理解 

 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて○印を、

また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）に関わる観

点には◎を付している。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち19 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代の世界史 （山川出版） 

副教材等 明解世界史図説 エスカリエ（帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を感じる。 

・歴史的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・歴史を背景とした世界の国の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に親しみ、歴史的思考力を培う。 

・現代の諸課題を近現代史を中心とする歴史と結び付け歴史的観点から考察することができる。 

・世界の歴史を地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、国際社会に主体的に生きる日

本国民としての自覚と資質を養う。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心と

する世界の歴史に

対する関心と課題

意識を高め、意欲的

に追究するととも

に、国際社会に主体

的に生き国家・社会

を形成する日本国

民としての責務を

果たそうとする。 

現代世界の諸課題を

歴史的観点から考察

し、国際社会の変化を

踏まえ公正に判断し

て、その過程や結果を

適切に表現している。 

近現代史を中心と

する世界の歴史に

関する諸資料を収

集し、有用な情報を

選択して、読み取っ

たり図表などにま

とめたりしている。 

近現代史を中心と

する世界の歴史に

ついての基本的な

事柄を地理的条件

や日本の歴史と関

連付けながら理解

し、その知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

報告会での発表内容 

〔主題学習〕 

ポスター 

〔主題学習〕 

内容のまとまり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち20 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

世
界
史
への
い
ざ
な
い 

・日本列島の中の

世界の歴史 

・地理的環境と歴

史・文化 

 

○  

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

a:自然環境と歴史、日本の歴史と世界の歴

史のつながりに関わる主題を意欲的に考

察し、地理と歴史への関心を高めようと

している。 

b:設定された主題について、多面的・多角

的に考察し、その過程や結果を適切に表

現している。 

c:設定された主題について、事例の考察に

必要な諸資料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表などにまとめ

たりしている。 

d:設定された主題について、地理的条件や

日本の歴史と関連付けながら理解し、そ

の知識を身に付けている。 

ワークシート 

諸
地
域
世
界
の
特
質 

・東アジア世界 

・南アジア・東南ア

ジア世界 

・西アジア世界 

・ヨーロッパ世界 

・陸と海の交流 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:ユーラシア各地に形成された諸文明の特

質と、ユーラシアの交流について関心を

高め、意欲的に追究しようとしている。 

b:ユーラシア諸文明と交流の特質を見いだ

し、地域世界相互の文化変容などと関連

付けながら多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現している。 

c:必要な諸資料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表などにまとめ

たりしている。 

d:ユーラシア各地に形成された諸文明と交

流の特質について理解し、その知識を身

に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

大
航
海
時
代
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
繁
栄
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
成
長 

・大航海時代 

・世界の一体化の

始まり 

・イスラーム世界の

再編成 

・東アジア・東南ア

ジア諸地域の変

動と再編 

・近世の日本と世

界 

・16～18 世紀の西

ヨーロッパ 

・16～18 世紀の東

ヨーロッパ 

・西欧を中心とする

世界の一体化 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 ○ 

 ○ 

 

  

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:大航海時代におけるヨーロッパの海外進

出、ルネサンスと宗教改革などの動き、

ヨーロッパの主権国家体制の成立、アジ

アの諸帝国の繁栄などに対する関心を高

め、意欲的に追究しようとしている。 

b:設定された時代の諸地域の特質を見いだ

し、世界商業の進展などに関連付けて多

面的・多角的に考察し、その過程や結果

を適切に表現している。 

c:設定された時代に関する諸資料を収集

し、有用な情報を選択して、読み取った

り図表にまとめたりしている。 

d:大航海時代におけるヨーロッパの海外進

出、ルネサンスと宗教改革などの動き、

ヨーロッパの主権国家体制の成立、アジ

アの諸帝国の繁栄について理解し、その

知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち21 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

 

２
学
期 

近
代
の
欧
米
社
会
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
進
出
と
ア
ジ
ア
、
帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動 

・イギリス産業革命 

・アメリカ独立革命 

・フランス革命 

・反動と改革 

・ナショナリズムの

時代 

・南北アメリカの道 

・バルカン・西アジ

ア社会の動き 

・インド・東南アジア

の植民地化 

・東アジア変動と日

本 

・欧米による世界の

分割と植民地化 

・民族運動と列強

の対立 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:18世紀後期以降の諸地域世界の様子につ

いて、社会の変化と新たな社会の成立、

ヨーロッパの進出によるアジア・アフリ

カ・ラテンアメリカの変貌に対する関心

を高め、意欲的に追究しようとしている。 

b:18世紀後期以降の諸地域世界の変貌の特

質を見いだし、19 世紀の世界の一体化と

関連付けて、多面的・多角的に考察し、

その過程や結果を適切に表現している。 

c:18世紀後期以降の諸地域世界の変貌に関

する諸資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

d:18世紀後期以降の諸地域世界の変貌につ

いての基本的な事柄を 19 世紀の世界の

一体化と関連付けて理解し、その知識を

身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

二
つ
の
世
界
大
戦 

・第一次世界大戦

とロシア革命 

・ヴェルサイユ体制

と欧米諸国 

・民族主義の進展

会 

・世界恐慌とファシ

ズム 

・第二次世界大戦 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

a:19 世紀末から 20 世紀初頭にみられた社

会の急激な変化や、二つの世界大戦の原

因や影響と平和の意義などに対する関心

を高め、意欲的に追究しようとしている。 

b:20世紀初頭にみられた社会の急激な変化

の具体的な様相や、二つの世界大戦の原

因や影響と平和の意義について多面的・

多角的に考察し、その過程や結果を適切

に表現している。 

c:20 世紀という時代の特質、二つの世界大

戦の原因や総力戦としての性格、両大戦

の影響と平和の意義などに関する諸資料

を収集し、有用な情報を選択して、読み

取ったり図表などにまとめたりしてい

る。 

d:20 世紀という時代の基本的な事柄や、二

つの世界大戦の原因や総力戦としての性

格についての基本的な事柄を、両大戦の

影響と平和の意義などと関連付けて理解

し、その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

３
学
期 

冷
戦
の
時
代 

・冷戦の形成と第

三世界の登場 

・核戦争の危機 

・多極化と緊張緩

和 

・冷戦の変質 

・冷戦の終焉 

・冷戦下の日本 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

a:第二次世界大戦後の諸地域世界につい

て、現在まで続く課題に対する関心を高

め、意欲的に追究しようとしている 

b:第二次世界大戦後の諸地域世界につい

て、現在の政治・経済の動向と関連付け

て、多面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

c:第二次世界大戦後の諸地域世界の問題な

どに関する諸資料を収集し、有用な情報

を選択して、読み取ったり図表などにま

とめたりしている。 

d:第二次世界大戦後の諸地域世界について

の基本的な事柄を、世界の政治・経済の

動向と関連付けて理解し、その知識を身

に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界 

〔主題学習〕 

・課題の設定 

・調査方法 

・資料収集 

・成果報告 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:現代の諸課題を、近現代史を中心とする

歴史と結び付け歴史的観点に基づいて意

欲的に追究しようとしている。 

b:現代の諸課題を、近現代史を中心とする

歴史と結び付け歴史的観点から考察し適

切に表現している。 

c:現代の諸課題を、近現代史を中心とする

歴史と結び付け歴史的観点に基づく必要

な情報を収集し図表にまとめたりしてい

る。 

d:現代の諸課題に関する知識を身に付けて

いる。 

レポート 

振り返りシー

ト 
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教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 詳説世界史（山川出版） 

副教材等 アカデミア世界史（浜島書店）、ウイニングコンパス世界史（東京法令） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を感じる。 

・歴史的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・歴史を背景とした世界の国の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に親しみ、歴史的思考力を培う。 

・現代の諸課題を世界の歴史と結び付け歴史的観点から考察することができる。 

・世界の歴史を地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、国際社会に主体的に生きる日

本国民としての自覚と資質を養う。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界の歴史に対す

る関心と課題意識

を高め、意欲的に追

究するとともに、国

際社会に主体的に

生き国家・社会を形

成する日本国民と

しての責務を果た

そうとする。 

現代世界の諸課題を

歴史的観点から考察

し、国際社会の変化を

踏まえ公正に判断し

て、その過程や結果を

適切に表現している。 

世界の歴史に関す

る諸資料を収集し、

有用な情報を選択

して、読み取ったり

図表などにまとめ

たりしている。 

世界の歴史につい

ての基本的な事柄

を地理的条件や日

本の歴史と関連付

けながら理解し、そ

の知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

報告会での発表内容 

〔主題学習〕 

ポスター 

〔主題学習〕 

内容のまとまり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

古
代 

第 1 章 

オリエントと地中

海世界 

 

 

○  

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

a:・オリエントの灌漑農業を基盤とした古
代文明を，関心を持って学習しようとし
ている。 

・オリエント、地中海の文明の果たした

役割を追究しようとしている。 

b:・ギリシア文明がアレクサンドロスの遠

征で広く西アジア一帯に伝えられたこと

や，民主政治がのち世界に与えた影響を

考察し，文章にまとめる。 

c:・教科書に掲載されているオリエント、

地中海世界の地図や諸資料を適切に活用

している。 

d:・西アジア世界の地理的特質，メソポタ

ミアとエジプトを中心としたオリエント

世界の展開，イラン人王朝の活動とその

文明の特徴を理解し，その基本的な知識

を身につけている。 

 ・ローマの帝国化の過程やローマ法，皇帝

理念，キリスト教などについて把握し，

基本的な知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

振り返りシー

ト 

第 2 章 

アジア・アメリカの

古代文明 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 ○  a:アジア・アメリカ各地に形成された諸文

明の特質について関心を高め、意欲的に

追究しようとしている。 

 ・南北アメリカ文明の基層文化とイン

カ・アステカ両王国の特色を，関心を持

って学習しようとしている。 

b:アジア・アメリカの特質を見いだし、地

域世界相互の文化変容などと関連付けな

がら多面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

 ・周辺諸国との冊封関係などから，中国

を中心とする東アジア世界の骨格が形成

されたことを考察し，文章にまとめる。 

c:必要な諸資料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表などにまとめ

たりしている。 

d:アジア・アメリカ各地に形成された諸文

明と交流の特質について理解し、その知

識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 
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２
学
期 

古
代 

第 3 章 

内陸アジア世界・

東アジア世界の

形成 

 

○ ○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:隋唐帝国の成立が遊牧民と漢人の融合，

内陸アジアでの突厥の成立を背景にして

いることを理解し，その役割を日本など

隣接諸国の動向とともに学習しようとし

ている。 

b:・内陸アジア東部に進出した匈奴を代表

とする騎馬遊牧民の動向を，その文化や

軍事力と関連付けて考察し，文章にまと

める。 

・ 唐王朝が名実ともに東アジア文化圏を形

成したことを，その築き上げた整然とし

た国家制度や文化から判断し，文章にま

とめる。 

c:設定された時代に関する諸資料を収集

し、有用な情報を選択して、読み取った

り図表にまとめたりしている。 

d: ・遊牧民の華北進出と定住化，均田制な

どの新しい制度のしくみを理解し，中国

分裂期の基本的な知識を身につけてい

る。 

・律令制度や文化の理解に加え，唐王朝が

東アジア世界と内陸アジア世界を含む政

治的秩序を形成したことを把握し，日本

や新羅などの国家体制の整備に関する基

本的な知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

中
世 

第 4 章 

イスラーム世界の

形成と発展 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: ・イスラーム教やイスラーム世界につい
て，関心を持って学習しようとしている。 

 ・イスラーム文明の具体的な影響や役割，

形成されたネットワークの意義について

意欲的に学習しようとしている。 
b: ・アラブ帝国とイスラーム帝国の差異，
イスラーム世界の拡大について，多角的
に考察し，文章にまとめる。 

 ・イスラーム世界の統一性が守られてき

た理由を，イスラーム文明の基盤から考

察し，文章にまとめる。 

c:・教科書に掲載されているイスラーム世

界の地図，マムルークの図版やアルハン

ブラ宮殿の写真などを適切に活用してい

る。 

d: ・イスラームの特質やその形成過程につ

いて，基本的な知識を身につけている。 

 ・イスラーム文明が古代以来の西アジア

文明を基盤としてユーラシア各地の要素

を加えて形成された融合文明であること

を理解し，その学問と文化活動の基本的

な知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

振返りシート 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 
 

３
学
期 

 
 

 

中
世 

第 5 章 

ヨーロッパ世界の

形成と発展 

 ○ ○ ○ 

 

 

○ 

 

 

 

a:・中世西ヨーロッパ諸国の政治・社会の
動向について，関心を持って学習しよう
としている。 

 ・中世文化の特色とキリスト教会の果たし

た役割について関心を持って学習しよう

としている。 
b: ・地中海世界の解体をゲルマン人の移動
やイスラーム勢力の進出と関連付けて考
察し，文章にまとめる。 

 ・封建社会の仕組みとローマ教皇権の発

展を多角的に考察し，文章にまとめる。 
c:・教科書に掲載されている地勢図や領域
図，ゲルマン民族の移動図などを適切に
活用している。 
・荘園の構造などの概念図や図版・写真・
資料を適切に活用している。 

 ・教会建築や騎士道文学，当時の農民や

都市の生活の様子を理解する図版などに

より，中世ヨーロッパ社会の特色に触れ

ることができている。 
d: ・ゲルマン人の移動やノルマン人などの
諸民族の進入による影響，フランク王国
とローマ教皇の提携の意義など，西ヨー
ロッパ世界の形成と発展に関する基本的
な知識を身につけている。 

ワークシート 

レポート 

第 6 章 

 内陸アジア世界・

東アジア世界の

展開 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a: ・モンゴル帝国が掌握した内陸アジア全

体に及ぶネットワークとその影響につい

て，関心を持って学習しようとしている。 

・モンゴルの侵攻を乗り越えて中国との交

易を続けた日本の動向について，関心を

持って学習しようとしている。 
b: ・モンゴル帝国が内陸アジア諸都市の，
また元朝が海域のネットワークを支配下
に置いた意味を，社会経済的な視点から
考察し，文章にまとめる。 

c: ・教科書に掲載されているモンゴル帝国

の領域図や帝室の系図・ワールシュタッ

トの戦いといった図版・写真などを適切

に活用している。 
d: ・モンゴル帝国のユーラシアと元朝の東
アジア支配の過程と，その支配の特色に
関する基本的な知識を身につけている。 

・モンゴル人が築き上げたネットワークと，

14 世紀以降，その再編・解体がもたらし

た諸地域世界への影響に関する基本的な

知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

振返りシート 
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教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 詳説世界史 （山川出版） 

副教材等 アカデミア世界史（浜島書店）、ウイニングコンパス世界史（東京法令） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を感じる。 

・歴史的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・歴史を背景とした世界の国の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に親しみ、歴史的思考力を培う。 

・現代の諸課題を世界の歴史と結び付け歴史的観点から考察することができる。 

・世界の歴史を地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、国際社会に主体的に生きる日

本国民としての自覚と資質を養う。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界の歴史に対す

る関心と課題意識

を高め、意欲的に追

究するとともに、国

際社会に主体的に

生き国家・社会を形

成する日本国民と

しての責務を果た

そうとする。 

現代世界の諸課題を

歴史的観点から考察

し、国際社会の変化を

踏まえ公正に判断し

て、その過程や結果を

適切に表現している。 

世界の歴史に関す

る諸資料を収集し、

有用な情報を選択

して、読み取ったり

図表などにまとめ

たりしている。 

世界の歴史につい

ての基本的な事柄

を地理的条件や日

本の歴史と関連付

けながら理解し、そ

の知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

報告会での発表内容 

〔主題学習〕 

ポスター 

〔主題学習〕 

内容のまとまり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 
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学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
世 

第７章 

 アジア諸地域の

繁栄 

 

 

○  

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

a:いわゆる鎖国体制をとった日本の対外関係の

実態を確認しようとしている。 

b: 中国の体制の変化を，日本や女真などの動向

を中心とした東アジアの状況と関連付けて考

察し，文章にまとめる。 

c: 教科書に掲載されている地図や図版などを適

切に活用している。 

d: 日本や女真を中心とした東アジアの状況の変

化に関する基本的な知識を身につけている。 

ワークシート 

第 8 章 

 近世ヨーロッパ世

界の形成 

○ ○ ○  a: 新航路の開拓事業や征服活動と，それに伴う

アメリカ先住民社会の変容や商業革命に関し

て，意欲的に学習しようとしている。 

b: 大航海時代を世界の一体化や資本主義経済発

達の基盤と関連付けて考察し，文章にまとめ

る。 

c: 教科書に掲載されている地図や図版などを適

切に活用している。 

d: 大航海時代の探検・征服事業の過程とアメリ

カ先住民社会の変容に関する基本的な知識を

身につけている。 

 

定期考査 

ワークシート 

第 9 章 

 近世ヨーロッパ世

界の展開 

 ○ ○ ○ a: イギリス革命やフランスを中心とした国家間

の抗争，東ヨーロッパ諸国の台頭を，関心を持

って学習しようとしている。 

b: 17～18世紀のヨーロッパ諸国の活発な経済活

動と植民地争奪戦争を，重商主義と関連付けて

考察し，文章にまとめる。 

c: 教科書に掲載されている地図や図版などを適

切に活用している。 

d: 西ヨーロッパ諸国の経済活動と植民地争奪戦

争の状況，その結果としてアメリカ・アフリカ

を巻き込んだ大西洋世界に近代分業システム

が成立したことに関して，基本的な知識を身に

つけている。 

 

ワークシート 

第 10 章 

近世ヨーロッパ・ア

メリカ世界の成立 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 ○  a: 産業革命の世界史的背景，技術革新や交通革

命の進展と波及について，関心を持って学習し

ようとしている。 

 ・共和政の大国を確立したアメリカの独立やフ

ランス革命の内容や思想的背景を関心を持っ

て学習しようとしている。 

b: アメリカ独立革命が提起した近代市民社会の

原理を，現代社会の諸問題と対比しながら考察

し，文章にまとめる。 

c: 教科書に掲載されている地図や図版などを適

切に活用している。 

d: アメリカ独立戦争、フランス革命がおこった

社会構造，恐怖政治に至る革命の進展過程に関

する基本的な知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 
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２
学
期 

近
世 

第 11 章 

欧米における近

代国民国家の発

展 

 

○ ○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: ロシアの南下政策とそれに伴うヨーロッパ列

強の対立，イタリア・ドイツの統一の背景や過

程について，関心を持って学習しようとしてい

る。 

b: イタリア・ドイツの統一を日本の明治維新と

比較しながら考察し，表などにまとめる。 

c: 教科書に掲載されている地図や図版などを適

切に活用している。 

d: フランスの革命運動を中心に，ウィーン体制

を崩壊させたヨーロッパ諸国の自由主義や民

主主義的な政治改革の動向に関する基本的な

知識を身につけている。 

ワークシート 

第 12 章 

 アジア諸地域の

動揺 

○ ○ ○  a: 世界市場の形成を背景にしたヨーロッパ勢力

の干渉によるオスマン帝国と西アジア地域の

変容について，関心を持って学習しようとして

いる。 

b: 日本の明治維新とその後のヨーロッパ文明の

導入による近代化がアジア諸国に与えた影響

について考察し，文章にまとめる。 

c: 教科書に掲載されている地図や図版などを適

切に活用している。 

d: 日本と清朝の朝鮮をめぐる対立が激化し，日

清戦争がおこる過程に関する基本的な知識を

身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

近
代 

第 13 章 

 帝国主義とアジア

の民族運動 

○  ○ ○ a: 欧米列強が植民地獲得や勢力圏拡大の競争を

繰り広げた結果，列強の二極分化が進み，第一

次世界大戦に繋がる危機が高まっていったこ

とを関心を持って学習しようとしている。 

b: 経済力と軍事力を背景とする欧米列強の支配

による世界の一体化が，世界各地の社会の変容

に与えた影響について考察し，文章にまとめ

る。 

c: 教科書に掲載されている地図や図版などを適

切に活用している。 

d: 列強の二極分化の過程とバルカン半島をめぐ

る危機の高まりに関する基本的な知識を身に

つけている。 

ワークシート 

第 14 章 

二つの世界大戦 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: ・第一次世界大戦勃発の経緯，戦時外交と総

力戦の性格について，関心を持って学習しよう

としている。 

 ・第二次世界大戦の開戦に至る経過，戦争の拡

大と戦場の広域化，核兵器などの大量破壊兵器

の被害などを，関心を持って学習しようとして

いる。 

b: 二つの世界大戦の持っていた複合的で複雑な

性格を戦後の国際社会の方向性と関連付けて

考察し，文章にまとめる。 

c: 教科書に掲載されている地図や図版などを適

切に活用している。 

d: 第二次世界大戦におけるヨーロッパから太平

洋に至る戦場の広域化，強制収容所の建設や核

兵器の使用といった残虐行為など，戦争の惨禍

に関する基本的な知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 
 

３
学
期 

 

近
代 

 
 

第 15 章 

冷戦と第三世界の

独立 

 ○   

 

 

○ 

 

 

 

a:米ソそれぞれの経済協力と軍事ブロック

の形成による冷戦構造について，関心を

持って学習しようとしている。 

 ・朝鮮戦争後，核兵器開発競争や平和共

存政策といった国際的な緊張・融和がく

り返されたことについて，関心を持って

学習しようとしている。 

b: 親ソ政権樹立による東欧諸国の社会主

義化とアメリカ合衆国の経済援助や「対

ソ封じ込め」政策を比較しながら考察し，

文章にまとめる。 
c:教科書に掲載されているドイツとベルリ
ンの分割図，冷戦時代の諸同盟図，第二
次世界大戦後のアジア諸地域の独立を示
す地図や図版を適切に活用している。 

d: 国際連合を柱とした戦後の世界秩序の
形成，ヨーロッパの東西分断と冷戦体制
の確立，アジア諸地域の独立に関する基
本的な知識を身につけている。 

ワークシート 

現
代 

第 16 章 

 現在の世界 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a: 情報技術革命によって市場経済の世界

化がより進展し，地球規模での相互依存

が高まったことを学習しようとしてい

る。 
b: 東欧社会主義圏の解体とソ連邦の分裂，
消滅について，その歴史的意味を多角的
に考察し，文章にまとめる。 

c: 教科書に掲載されている独立国家共同

体の地図，ヨーロッパ統合の歩みなどの

諸資料や写真を適切に活用している。 
d: 東欧社会主義諸国の改革，ソ連邦の解体
過程，ＥＵやＮＡＦＴＡなど先進経済地
域の統合化の動きに関する基本的な知識
を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 
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教科 地理歴史 科目 日本史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 日本史Ａ 現代からの歴史 （東京書籍） 

副教材等 最新日本史図表（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史の時間軸を実感する。 

・歴史的事象にその原因と結果を考察する視点を持つ。 

・過去の歴史から現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 
①近現代の歴史的事象と現在との結びつきを調べ考える活動を通して，現代の社会やその諸問題が歴史的に形成され

たものであるということ，歴史を学ぶ意義に気付きく。 

②近現代の日本の歴史の展開を，年表や地図，その他の資料に基づいて学習し，近代社会が成立し発展する過程を理

解する。 

③近代社会が成立し発展する過程を，地理的条件や世界の歴史と関連付けて考察することを通して，ものごとを実証的な

考察によってとらえる歴史的思考力を身に付ける。 

④主体的な歴史学習を通して，現代の日本と世界の抱える諸課題について考察し，国際社会において平和で民主的な

国家・社会を形成するために，私たちが果たすべき役割について考える。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代の歴史的事象

と現在との結びつきを

意欲的に調べ，考え，

歴史を学ぶ意義に気付

き，関心を持って学習

に取り組めているか。 

現代の社会が抱える

諸課題について，平和

で民主的な世界，地域，

国，社会を形成してい

く当事者としての自覚

を持って考える態度を

身に付けているか。 

近現代の日本の歴史の

展開から課題を見いだし，

世界の歴史や国際環境等

と関連づけて，実証的，多

角的，多面的に考察してい

るか。 

歴史的に形成された諸

課題について，様々な理

解，立場があることを踏ま

え，公正に判断している

か。 

課題についての考察や

判断の過程や結果を，効果

的な方法を選択して適切

に表現しているか。 

近現代の日本の歴史

を考察するために必要

な諸資料を収集し，有

用な情報を適切に選択

することができるか。  

得られた資料や情報

を効果的に活用し，歴

史を探究する学び方を

身に付けているか。 

近現代の基本的な歴

史的事象に関する知識

を身に付け，近代社会

が成立し発展する過程

を理解しているか。 

近現代の日本の歴

史の展開を，地理的条

件や世界の歴史と関

連づけて理解してい

るか。 

評
価

方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 
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〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

４ 学習の活動 

 

 

学 

期 

単
元 

学習内容 

主な評価

の観点 単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 
a b c d 

１
学
期 

近
代 

第１章 国際

環境の変化と

明治維新 

１．19世紀世界

の動向と日本 

２．開国と倒

幕 

３．明治新政

府の諸改革と

社会の変化 

 

○  ○ ○ a:19 世紀に欧米で産業革命が起こり，資本主義体制が発達した

列強諸国が市場と原料を求めてアジアへ進出したこと，明治維

新が起こり，開国後の政治政策を巡るって国内で起こった種々

の出来事に対する関心と課題意識を高め、意欲的に追究してい

る。 

b:19 世紀に欧米で産業革命が起こり，資本主義体制が発達した

列強諸国が市場と原料を求めてアジアへ進出したこと，明治維

新が起こり，開国後の政治政策を巡るって国内で起こった種々

の出来事について，多面的・多角的に考察している。 

c:地図や統計を用いて産業革命後の世界の変化を学習するとと

もに，地図を利用して，列強各国の植民地の位置関係を確認す

る等，諸資料を活用することを通して、歴史的事象を追究する方法

を身に付けるとともに、追究し考察した過程や結果を適切に表現し

ている。 

d:世界の中で大きく変化した 19 世紀の日本の動向を，年表を利

用して，世界の出来事と関連付けて理解し、その知識を身に付け

られるよう作成されている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

 

レポー

ト 

 

振り返

りシー

ト 
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第１章 国際

環境の変化と

明治維新 

４．明治初期

の外交と反政

府運動 

 

第２章 近代

国家の成立と

国際関係の推

移 

１．自由民権運

動の展開 

２．立憲体制の

成立 

３．日清戦争と

国際関係 

○  ○ ○ a:初期の東アジア外交と国内での反政府運動，自由民権運動の展

開と立憲体制の成立および日清戦争を経た上での国際情勢の

変化について，関心と課題意識を高め、意欲的に追究している。 

b:初期の東アジア外交と国内での反政府運動，自由民権運動の展

開と立憲体制の成立および日清戦争を経た上での国際情勢の

変化について，多面的・多角的に考察している。 

c:地図や統計を用いて，近代における国境画定と現在の国土との

関係歴史的事象を考察し，文献、絵画、統計・グラフなどの諸資料

を活用することを通して、歴史的事象を追究する方法を身に付ける

とともに、追究し考察した過程や結果を適切に表現している。 

d:初期の東アジア外交と国内での反政府運動，自由民権運動の展

開と立憲体制の成立および日清戦争を経た上での国際情勢の

変化について，世界の出来事と関連付けて理解し、その知識を身

に付けられるよう作成されている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

 

レポー

ト 

 

振り返

りシー

ト 

２
学
期 

近
代 

第２章 近代

国家の成立と

国際関係の推

移 

４．日露戦争前

後の世界と日

本 

 

第３章 両世

界大戦をめぐ

る国際情勢と

日本 

１．帝国日本と

第一次世界大

戦 

２．政党政治と

大衆文化 

 ○  ○ a:日露戦争前後の日本と各国の国際情勢，第一次世界大戦中の日

本と中国の関係性，ならびに政党政治の成熟と社会や景気の変動

に対する関心と課題意識を高め、意欲的に追究している。 

b: 日露戦争前後の日本と各国の国際情勢，第一次世界大戦中の

日本と中国の関係性，ならびに政党政治の成熟と社会や景気の変

動に対して，歴史上の課題を見いだし、多面的多角的に考察して

いる。 

c:日露戦争前後の日本と各国の国際情勢，第一次世界大戦中の日

本と中国の関係性，ならびに政党政治の成熟と社会や景気の変動

に対して，歴史的事象を追究する方法を身に付けるとともに，追究

し考察した結果を適切に表現している。 

d:日露戦争前後の日本と各国の国際情勢，第一次世界大戦中の日

本と中国の関係性，ならびに政党政治の成熟と社会や景気の変動

に対して，世界の動向と関連付けて理解し，その知識を身に付けて

いる。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

現
代 

第３章 両世

界大戦をめぐ

る国際情勢と

日本 

３．軍国日本へ

の道 

４．太平洋戦争

と日本 

 

第４章 現代

世界と日本 

１．現代世界の

開幕と日本の

戦後改革 

 ○  ○ a:両世界大戦をめぐる国際情勢下での日本の政治の流れ，ならび

に終戦にいたる過程と戦後改革に対する関心と課題意識を高

め、意欲的に追究している。 

b: 両世界大戦をめぐる国際情勢下での日本の政治の流れ，なら

びに終戦にいたる過程と戦後改革に対して，歴史上の課題を見

いだし、多面的多角的に考察している。 

c:両世界大戦をめぐる国際情勢下での日本の政治の流れ，ならび

に終戦にいたる過程と戦後改革に対して，歴史的事象を追究す

る方法を身に付けるとともに，追究し考察した結果を適切に表現し

ている。 

d:両世界大戦をめぐる国際情勢下での日本の政治の流れ，ならび

に終戦にいたる過程と戦後改革に対して，世界の動向と関連付

けて理解し，その知識を身に付けている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

３
学
期 

現
代 

第３章 両世

界大戦をめぐ

る国際情勢と

日本 

２．日本の再建

と復興への道 

３．米ソ二極構

造の世界と国

内の再編 

４．高度経済成

長の時代 

５．低成長から

経済大国へ 

６．冷戦の終焉

と日本 

○ ○  ○ a:戦後日本の歩みと世界情勢の推移についての関心と課題意識を

高め、意欲的に追究している。 

b:戦後日本の歩みと世界情勢の推移について、相互の動きを関連付

けて多面的多角的に考察している。 

c:戦後日本の歩みと世界情勢の推移に関する文献、映像、統計など

の諸資料を活用することを通して、歴史的事象を追究する方法を

身に付けるとともに、追究し考察した結果を適切に表現している。 

d:戦後日本の歩みと世界情勢の推移についての基本的な事柄を、

世界の動向と関連付けて理解し、その知識を身に付けている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

 

レポー

ト 

 

振り返

りシー

ト 
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教科 地理歴史 科目 日本史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 日本史Ｂ （実教） 

副教材等 最新日本史図表（第一学習社）、ウイニングコンパス日本史（東京法令） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史の時間軸を実感する。 

・歴史的事象にその原因と結果を考察する視点を持つ。 

・過去の歴史から現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 
１ 日本史の展開を、世界史的視野に立って総合的に考察させる。 

２ 日本の文化と伝統の特色についての認識を深めさせる。 

３ 歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての資質を養う。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日本の歴史の展開、文

化と伝統の特色について

関心を持ち、歴史的思考

力を培って国際社会に

主体的に生きることに課

題意識を持って、追究し

ている。 

日本の歴史の展開、文化と

伝統の特色について課題を

見いだし、世界史的視野に

立って多面的・多角的に考

察している。 

日本の歴史の展開、文

化と伝統の特色に関する

文献、絵画、地図などの

諸資料を活用することを

通して、世界史的視野に

立って追究し考察し、そ

の過程や結果を適切に

表現している。 

日本の歴史の展開、文

化と伝統の特色について

の基本的な事柄を、世界

史的な視野に立って、政

治・経済・社会・文化など

の諸要素と関連付けて

理解し、その知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 
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４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元 

学習内容 

主な評価

の観点 単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 
a b c d 

１
学
期 

原
始
・古
代 

第 1 章 

日本文化のあけ

ぼの 

○ ○ ○ ○ a:旧石器時代と縄文時代の人々の生活や社会、文化に対する関心

と課題意識を高め、意欲的に追究している。 

b:旧石器時代と縄文時代の人々の生活や社会、文化から課題を見

いだし、自然環境や大陸からの文化の影響と関連付けて多面

的・多角的に考察している。 

c:旧石器時代と縄文時代に関する遺物や写真等の諸資料を活用

することを通して、人々の生活について追究し考察した過程や

結果を適切に表現している。 

d:旧石器時代と縄文時代の人々の生活や社会、文化についての基

本的な事柄を自然条件の変化や大陸とのかかわりと関連付け

て理解し、その知識を身に付けている。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート 

 

第 2 章 

水稲農業の開

始と社会生活

の進展 

○ ○ ○ ○ a:弥生時代から古墳時代の社会の変化や人々の生活、国家の形成

過程に対する関心と課題意識を高め、追究している。 

b:弥生時代から古墳時代の社会の変化や人々の生活、国家の形成

過程から課題を見いだし、東アジア世界の状況と関連付けて多面

的・多角的に考察している。 

c:弥生時代から古墳時代の遺物や中国史書などの諸資料を活用す

ることを通して、社会の変化や国家の形成過程について追究し考

察した過程や結果を適切に表現している。 

d:弥生時代から古墳時代の社会の変化や人々の生活、国家の形成

過程についての基本的な事柄を東アジア世界の状況と関連付けて

理解し、その知識を身に付けている。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 
第 3 章 

東アジア文化の

影響と律令制

度の成立 

○ ○ ○ ○ a:ヤマト政権による統一から奈良時代までの社会の変化や人々の生

活、文化の特色に対する関心と課題意識を高め、追究している。 

b:ヤマト政権による統一から奈良時代までの社会の変化や人々の生

活、文化に課題を見いだし、国家形成と律令体制の確立過程、東

アジア世界との交流などと関連付けて多面的・多角的に考察してい

る。 

c:ヤマト政権による統一から奈良時代までの社会の変化や人々の生

活、文化に関する諸資料を活用することを通して、歴史的事象を追

究する方法を身につけるとともに、追究し考察した結果を適切に表

現している。 

d:ヤマト政権による統一から奈良時代までの社会の変化や人々の生

活、文化についての基本的な事柄を、国家形成と律令体制の確立

過程、東アジア世界との交流などと関連付けて理解し、その知識を

身につけている。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート 
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２
学
期 

 

第４章 

摂関政治と国風

文化 

○ ○ ○ ○ a:平安時代の社会の変化や人々の生活、文化の特色に対する関心

と課題意識を高め、意欲的に追究している。 

b:平安時代の社会の変化や人々の生活、文化に課題を見いだし、東

アジア世界との関係の変化、地方における支配体制の動揺などと

関連付けて、多面的多角的に考察している。 

c:平安時代の社会の変化や人々の生活、文化に関する諸資料を活

用することを通して、歴史的事象を追究する方法を身につけるとと

もに、追究し考察した結果を適切に表現している。 

d:平安時代の社会の変化や人々の生活、文化についての基本的な

事柄を、東アジア世界との関係の変化、地方における支配体制の

動揺などと関連付けて理解し、その知識を身につけている。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

中
世 

第５章 

中世社会の成

立と文化の新

機運 

○ ○ ○ ○ a:公領の変質と荘園の拡大、武士の台頭と院政・平氏政権から鎌倉

幕府の成立・進展・衰退、鎌倉武士と農村、鎌倉文化に対する関心

と課題意識を高め、意欲的に追究している。 

b:公領の変質と荘園の拡大、武士の台頭と院政・平氏政権から鎌倉

幕府の成立・進展・衰退、鎌倉武士と農村、鎌倉文化から課題を見

いだし、公家政権・公家文化と関連付けて多面的・多角的に考察し

ている。 

c:公領の変質と荘園の拡大、武士の台頭と院政・平氏政権から鎌倉

幕府の成立・進展・衰退、鎌倉武士と農村、鎌倉文化に関する文

献、絵画、建築などの諸資料を活用することを通して、歴史的事象

を追究する方法を身につけるとともに、追究し考察した結果を適切

に表現している。 

d:公領の変質と荘園の拡大、武士の台頭と院政・平氏政権から鎌倉

幕府の成立・進展・衰退、鎌倉武士と農村、鎌倉文化についての

基本的な事柄を理解し、その知識を身につけている。  

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート 

３
学
期 

中
世 

第６章 

武家社会の展

開と室町文化 

○ ○ ○ ○ a:建武の新政、室町幕府の成立と南北朝の動乱から戦国時代までの

社会の変化や人々の生活、文化の特色に対する関心と課題意識

を高め、意欲的に追究している。 

b:建武の新政、室町幕府の成立と南北朝の動乱から戦国時代までの

社会の変化や人々の生活、文化に課題を見いだし、日本の諸地域

の動向、東アジア世界との交流、庶民の台頭と関連付けて多面的・

多角的に考察している。 

c:建武の新政、室町幕府の成立と南北朝の動乱から戦国時代までの

社会の変化や人々の生活、文化に関する諸資料を活用することを

通して、歴史的事象を追究する方法を身につけるとともに、追究し

考察した結果を適切に表現している。 

d:建武の新政、室町幕府の成立と南北朝の動乱から戦国時代までの

社会の変化や人々の生活、文化についての基本的な事柄を、日

本の諸地域の動向、東アジア世界との交流、庶民の台頭と関連付

けて理解し、その知識を身につけている。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 日本史Ｂ （実教） 

副教材等 最新日本史図表新版二訂（第一学習社）、ウィニングコンパス日本史（東京法令） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史の時間軸を実感する。 

・歴史的事象にその原因と結果を考察する視点を持つ。 

・過去の歴史から現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 
１ 日本史の展開を、世界史的視野に立って総合的に考察させる。 

２ 日本の文化と伝統の特色についての認識を深めさせる。 

３ 歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての資質を養う。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日本の歴史の展開、文

化と伝統の特色について

関心を持ち、歴史的思考

力を培って国際社会に

主体的に生きることに課

題意識を持って、追究し

ている。 

日本の歴史の展開、文化と

伝統の特色について課題を

見いだし、世界史的視野に

立って多面的・多角的に考

察している。 

日本の歴史の展開、文

化と伝統の特色に関する

文献、絵画、地図などの

諸資料を活用することを

通して、世界史的視野に

立って追究し考察し、そ

の過程や結果を適切に

表現している。 

日本の歴史の展開、文

化と伝統の特色について

の基本的な事柄を、世界

史的な視野に立って、政

治・経済・社会・文化など

の諸要素と関連付けて

理解し、その知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 
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４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元 

学習内容 

主な評価

の観点 単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 
a b c d 

１
学
期 

近
世 

第 7 章 

幕藩体制の展

開と近世文化 

○  ○ ○ a:織豊政権から幕藩体制の確立に至る統一過程や支配構造、さらに

は近世初期の文化に対して関心と課題意識を高め、意欲的に追究

している。 

b:織豊政権から幕藩体制の確立に至る統一過程や支配構造、さらに

は近世初期の文化から課題を見いだし、ヨーロッパ諸勢力との接触

と鎖国による対外関係と関連付けて、多面的・多角的に考察してい

る。 

c:織豊政権から幕藩体制の確立に至る統一過程や支配構造、さらに

は近世初期の文化に関する文献、絵画、地図の諸資料を活用する

ことを通して、歴史的事象を追究する方法を身に付けるとともに、追

究し考察した過程や結果を適切に表現している。 

d:織豊政権から幕藩体制の確立に至る統一過程や支配構造、さらに

は近世初期の文化についての基本的な事柄をヨーロッパ諸勢力と

の接触と鎖国による対外関係と関連付けて理解し、その知識を身

に付けている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

 

第 8 章 

幕藩体制の動

揺と文化の成

熟 

 ○ ○ ○ a:文治政治への転換と幕政改革の断行、町人文化の形成の特質に

対する関心と課題意識を高め、意欲的に追究している。 

b:文治政治への転換と幕政改革の断行、町人文化の形成の特質か

ら課題を見いだし、欧米列強のアジアへの進出とその影響、その後

の対外関係や支配構造の変化と関連付けて、多面的・多角的に考

察している。 

c:文治政治への転換と幕政改革の断行、町人文化の形成の特質に

関する文献、絵画、統計・グラフなどの諸資料を活用することを通し

て、歴史的事象を追究する方法を身に付けるとともに、追究し考察

した過程や結果を適切に表現している。 

d:文治政治への転換と幕政改革の断行、町人文化の形成の特質に

ついての基本的な事柄を欧米列強のアジアへの進出とその影響、

その後の対外関係や支配構造の変化と関連付けて理解し、その知

識を身に付けている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

近
代 

第 9 章 

近代への転換 

○ ○ ○  a:幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制の成立にいたる過程に

ついて、課題意識を高め、意欲的に追究している。 

b:幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制の成立にいたる過程に

ついて、課題を見いだし、世界史的背景と関連付けて多面的多角

的に考察している。 

c:幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制の成立にいたる過程に

関する文献、統計などの諸資料を活用することを通して、歴史的事

象を追究する方法を身に付けるとともに、追究し考察した結果を適

切に表現している。 

d:幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制の成立にいたる過程に

ついて、基本的な事柄を、世界の動向と関連付けて理解し、その知

識を身に付けている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 
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２
学
期 

 

第 10 章 

近代国家の形

成 

 ○  ○ a:世界史的視野を意識しながら、立憲政の成立から日露戦争後まで

の近代国家の展開過程について、関心と現代に通じる課題意識を

高め、意欲的に追究している。 

b:世界史的視野を意識しながら、立憲政の成立から日露戦争後まで

の近代国家の展開過程について、課題を見いだし、多面的多角的

に考察している。 

c:立憲政の成立から日露戦争後までの近代国家の展開過程に関す

る文献、映像、統計などの諸資料を活用することを通して、歴史的

事象を追究する方法を身に付けるとともに、追究し考察した結果を

適切に表現している。 

d:立憲政の成立から日露戦争後までの近代国家の展開過程に関す

る基本的な事柄を、世界の動向と関連付けて理解し、その知識を

身に付けている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

第 11 章 

両大戦間の日

本と市民文化 

 ○ ○ ○ a:第一次世界大戦が国内の経済・社会に及ぼした影響や政党政治

の成立と市民文化の形成に対する関心と現代に通じる課題意識を

高め、意欲的に追究している。 

b:第一次世界大戦が国内の経済・社会に及ぼした影響や政党政治

の成立と市民文化の形成から課題を見いだし、世界の動向と関連

付けて多面的多角的に考察している。 

c:第一次世界大戦が国内の経済・社会に及ぼした影響や政党政治

の成立と市民文化の形成に関する文献、映像、統計などの諸資料

を活用することを通して、歴史的事象を追究する方法を身に付ける

とともに、追究し考察した結果を適切に表現している。 

d:第一次世界大戦が国内の経済・社会に及ぼした影響や政党政治

の成立と市民文化の形成についての基本的な事柄を、世界の動向

と関連付けて理解し、その知識を身に付けている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

第 12 章 

十五年戦争と日

本 

○ ○  ○ a:十五年戦争について、国際社会の動向、国内の政治・経済の動向

などと関連付けながら、関心と現代に通じる課題意識を高め、意欲

的に追究している。 

b:十五年戦争について、国際社会と国内の政治・経済の動向などと

関連付けながら課題を見いだし、アジア諸国との関係にも動向に着

目して多角的多面的に考察している。 

c:十五年戦争について、国際社会と国内の政治・経済の動向と関連

付けながら文献、映像、統計などの諸資料を活用することを通し

て、歴史的事象を追究する方法を身に付けるとともに、追究し考察

した結果を適切に表現している。 

d:十五年戦争について基本的な事柄を、国際社会と国内の政治・経

済の動向と関連付けながら理解し、その知識を身に付けている。 

定 期

考査 

 

ワーク

シート 

３
学
期 

現
代 

第 13 章 

現代の日本と新

しい文化 

○ ○  ○ a:戦後日本の歩みと世界情勢の推移についての関心と課題意識を

高め、意欲的に追究している。 

b:戦後日本の歩みと世界情勢の推移について、相互の動きを関連付

けて多面的多角的に考察している。 

c:戦後日本の歩みと世界情勢の推移に関する文献、映像、統計など

の諸資料を活用することを通して、歴史的事象を追究する方法を

身に付けるとともに、追究し考察した結果を適切に表現している。 

d:戦後日本の歩みと世界情勢の推移についての基本的な事柄を、

世界の動向と関連付けて理解し、その知識を身に付けている。 

レ ポ

ート 

 

振り返

りシー

ト 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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教科 地理歴史 科目 地理Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編 詳解地理Ｂ 改訂版 （二宮書店） 

副教材等 新編 地理資料 2017 （東京法令出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・地理という空間的広がりを感じる。 

・地理的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・自然環境や歴史を背景とした現代世界の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 

・現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考

察し，現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体

的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代世界の地理的

事象を系統地理的

に，また現代世界の

諸地域を歴史的背

景を踏まえて地誌

的に考察し，現代世

界の地理的認識や

地理的見方・考え方

に関する関心と課

題意識を高めたか。

それを意欲的に追

究するとともに，国

際社会に主体的に

生きるための責任

を果たそうとした

か。 

現代世界の地理的事

象から課題を見い出

し，それを系統地理的

に，また歴史的背景を

踏まえて地誌的に考

察するとともに，国際

社会の変化を踏まえ

て公正に判断しよう

としたか。 

地図や統計，画像等

の諸資料を収集し，

有 用 な 情 報 を 選

択・活用することを

通して，地理情報や

地図の活用に関す

る技能を身につけ

たか。仮説を検証

し，まとめ，発表す

る等の技能を身に

つけたか。 

地図の有用性を理

解し，地図の活用に

関する地理的技能

を理解し，身につけ

たか。現代世界の諸

事象を系統地理的

に考察する方法と

現代世界の諸地域

を地誌的に考察す

る方法を理解し，身

につけたか。現代世

界に関する地理的

認識や地理的な見

方・考え方を理解

し，身につけたか。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

第Ⅰ

編 

地
図
と
地
理
的
技
能 

・地理情報と地図 

 

○  

 

○ 

 

○ 

 

 

a:地理情報の有用性について積極的に理解

しようとしたか。世界地図の投映法に関

して，球面を平面に変換することに関す

る関心を高めたか。球体としての地球を

大観し，経緯度での表現や時差のしくみ

について理解しようとしたか。地理情報

の種類ごとに適切な主題図を選択し，地

図化する技能を身につけようとしたか。 

b:身近に活躍する地図や，世界地図の変遷

にみられる各時代の人々の世界観に関し

て，地理的な意義や有用性を考察したか。

世界地図の投影法による表現方法の違い

と利用について考察し，その有用性につ

いて考察したか。時差が生じるしくみと

生活への影響について考察したか。様々

な主題図の特徴を整理することで，統計

資料類の地図化における有用性について

考察したか。 

c:生活のなかで活躍する地図を収集し，そ

の特徴や利点について適切にまとめ，発

表できたか。作業を通して様々な投影法

の特徴と使用目的について確認できた

か。等時帯の図をもとに，時差・サマー

タイムについて計算する方法を身につけ

たか。様々な種類の地図情報について，

適切な主題図に表現し，判定する方法を

身につけたか。 

d:世界地図が人々の地理的知識や世界像に

よって変化してきたことを例に，地図の

有用性について理解できたか。世界規模

の地理的な追究・考察をする際に，世界

地図の適切な利用方法を理解し，その知

識や概念を身につけたか。主題図の表現

方法や特徴を理解し，知識や概念を身に

つけたか。情報通信技術の発達によって，

GIS が社会でどのように活用されている

か理解できたか。 

定期考査 

ワークシート 
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２
学
期 

第Ⅰ

編 

地
図
と
地
理
的
技
能 

 

・地図と地域調査  ○ ○ 

 

 a: 地図の種類と利用や,地域調査に関する

関心と課題意識を高めたか。身近な地域

の特色を捉える視点や方法を身につけよ

うとしたか。 

b: 地図の地理的な追究・考察における有用

性を考察したか。身近な地域の特色につ

いて，地域的特色を捉える視点や方法を

考察したか。 

c: 作業や読み取りを通して，地形図の基本

的な読図の技術を身につけたか。身近な

地域の特色について，追究・考察した過

程や結果を比較・関連づけて報告書にま

とめたり，発表したりできたか。 

d:地図の利用と種類について，地理的な追

究・考察における有用性を理解し，知識

を身につけたか。身近な地域の特色を追

究・考察した過程や結果の学習を通して，

生活圏規模の地域的特色を捉える視点や

方法を理解し，知識を身につけたか。 

定期考査 

レポート 

第Ⅱ

編 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

 

第1

章 

自
然
環
境 

・地形 

 

○ ○ 

 

 ○ a: 営力により様々な規模の地形あること

を認識し，地形が人々の生活にどのよう

に影響しているかについて関心と課題意

識を高めたか。 

b: 地殻変動がつくる大地形の分布や形成

要因，時代による分類をとらえ，火山・

地震との関係について考察したか。河川，

海岸，その他の特徴的な地形について，

形成要因や特徴とともに，人々の生活と

の関わりについて考察したか。 

c: 大地形を確認し，プレートや火山，震源

の分布との関連について考察したか。 

d: 世界の地形の空間的な規則性，傾向性，

それらの形成要因等を，具体的な地形事

例を通して，系統地理的方法で捉える視

点や方法を身につけたか。 

定期考査 

ワークシート 

・気候 

 

○ 

 

 ○ 

 

○ 

 

a: 気候因子と気候要素の関係から，地球規

模での分布と特徴について関心と課題認

識を高めたか。 

b: 気候因子の影響と気候要素の変化，気候

の地域的特性を系統的に理解したか。 

c: 気候の地域的特性について，降水量や気

温，風等の気候要素との関連に注目しな

がら比較・分析する技能を身につけたか。 

d:世界の気候の空間的な規則性，傾向性，

それらの形成要因等を，系統地理的方法

で捉える視点や方法を身につけたか。 

定期考査 

ワークシート 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

３
学
期 

第1

章 

自
然
環
境 

・自然と生活 

・環境問題 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

a: 各気候帯の分布と特徴とともに，植生・

土壌との関係性をとらえ，人々の生活と

の関わりを積極的に理解しようとした

か。地球規模で進行する様々な環境問題

について理解を深めるとともに，世界的

視野で捉える視点や方法を身につけよう

としたか。解決に向けた国際的な取り組

みを理解するとともに，持続可能な社会

に向け参画する意識を高めたか。 

b: 各気候区の判定基準を理解したうえで，

気候地域の分布と特徴についての知識を

深めたか。各気候地域にみられる生活・

文化や環境問題について多面的に理解を

深めたか。地球規模で進行する環境問題

について，これまでの経緯と要因，今後

の対策について，世界的視野に留意して

考察できたか。先進国や発展途上国，そ

れぞれの立場からの国際協力について，

多面的に理解を深めたか。 

c: 雨温図やハイサーグラフを作成し，気候

区を判定する技能を身につけたか。世界

の自然環境に関する分布図や統計資料，

写真を活用し，その特徴について分析す

る技能を身につけたか。それぞれの環境

問題について，各種資料で発生の経緯や

分布を確認し，現状や今後の対策につい

て考察する技能を身につけたか。 

d:世界の気候地域の分布や特徴，人々の生

活との関わりについての基礎的・基本的

知識や概念を習得できたか。地球規模で

進行する環境問題と，解決に向けた国際

協力の重要性について，世界的視野から

捉え，理解できたか。 

定期考査 

ワークシート 
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教科 地理歴史 科目 地理Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新詳地理Ｂ （帝国書院） 

副教材等 新編 地理資料 2016 （東京法令出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・地理という空間的広がりを感じる。 

・地理的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・自然環境や歴史を背景とした現代世界の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 

・現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考

察し，現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体

的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代世界の地理的

事象を系統地理的

に，また現代世界の

諸地域を歴史的背

景を踏まえて地誌

的に考察し，現代世

界の地理的認識や

地理的見方・考え方

に関する関心と課

題意識を高めたか。

それを意欲的に追

究するとともに，国

際社会に主体的に

生きるための責任

を果たそうとした

か。 

現代世界の地理的事

象から課題を見い出

し，それを系統地理的

に，また歴史的背景を

踏まえて地誌的に考

察するとともに，国際

社会の変化を踏まえ

て公正に判断しよう

としたか。 

地図や統計，画像等

の諸資料を収集し，

有 用 な 情 報 を 選

択・活用することを

通して，地理情報や

地図の活用に関す

る技能を身につけ

たか。仮説を検証

し，まとめ，発表す

る等の技能を身に

つけたか。 

地図の有用性を理

解し，地図の活用に

関する地理的技能

を理解し，身につけ

たか。現代世界の諸

事象を系統地理的

に考察する方法と

現代世界の諸地域

を地誌的に考察す

る方法を理解し，身

につけたか。現代世

界に関する地理的

認識や地理的な見

方・考え方を理解

し，身につけたか。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち48 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

第Ⅱ

部 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

 

・資源と産業 

 

 

○  

 

○ 

 

○ 

 

 

a:農業地域の自然環境との関連性や歴史的

変容，農業技術の発展や新しい動きにつ

いて関心を高めたか。食料問題を積極的

に理解しようとしたか。鉱工業の立地や

特徴，変化に関して，系統地理的に追究

する学習に積極的に取り組み，その課題

を捉える視点や方法を身につけようとし

たか。交通・通信・貿易・観光等の特徴

や変化に関して，系統地理的学習に積極

的に取り組み，流通等とその課題を捉え

る視点や方法を身につけようとしたか。 

b:世界の農林水産業や鉱工業に関する地域

的特性や分布，成立要因に着目し，それ

ぞれの特色や変容について考察できた

か。現代世界の食料問題に関する地域性

とその背景について考察できたか。交通

手段や貿易・経済発展の地域的特徴や変

容，国家間の結合について考察できたか。 

c: 農林水産業や鉱工業に関する分布図や

統計資料を活用し，その特色や変容につ

いて分析する技能を身につけたか。統計

資料から分布図やグラフ等で表現する技

能を身につけたか。分布図や統計資料を

活用し，その特色や変容について分析す

る技能を身につけたか。 

d: 農業地域の地域的特性や成立要因等を，

系統地理的方法で捉える視点や方法を身

につけたか。現代世界の食料問題につい

て，具体的な事例をもとに，世界的視野

から捉え理解できたか。工業の分布や動

向に関する基礎的・基本的な知識や概念，

グローバル化に伴う変化について習得で

きたか。交通・通信・貿易・商業・観光

の現状を捉え，その動向に関する基礎

的・基本的な知識や概念を習得できたか。 

定期考査 

ワークシート 

 



学校整理番号３１４ 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

 

１
学
期 

第Ⅱ

部 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

 

・人口、村落・都市 ○  ○ ○ a: 世界の人口の偏在や変化に着目し，背景

と要因，地域がかかえる課題、村落・都

市の分布や発展，その形成要因に関する

関心と課題意識を高めたか。居住・都市

問題に関心をもち，理解しようとしたか。 

b: 人口の偏在や年齢構成の偏り，都市化の

進展等から生起する問題、村落・都市に

関する分布や成立要因，発展過程に着目

し，具体例を踏まえながら考察できたか。 

c: 人口に関する統計資料を活用し，分布や

動向等を分析し考察する技能を身につけ

たか。模式図や地形図から村落や都市の

立地を判定し，統計資料等でその変容等

を表現したりする技能を身につけたか。 

d:人口構成や推移を分析・考察する学習を

通して，それらを系統地理的方法で捉え

る視点や方法を身につけたか。村落・都

市形態の特徴や変化について考察し，村

落・都市の分布や動向に関する基礎的・

基本的な知識や概念を習得できたか。 

定期考査 

レポート 

２
学
期 

第Ⅱ

部 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

・生活文化、民族・

宗教 

 

○ ○ 

 

 ○ a: 衣食住の多様性と自然環境や伝統文化

に影響を受けた地域的特性について関心

を高めたか。言語・宗教の多様性につい

て考察させ，具体的な事例を通して現代

社会や生活へ影響をあたえていることに

関心を高めたか。地域紛争について，そ

の歴史的背景や要因，解決に向けた動き

について，積極的に理解しようとしたか。 

b: 衣食住の地域的特性について理解する

とともに，変容について考察できたか。

言語・宗教の地域性に注目し，具体例を

通して民族の特徴について考察できた

か。現代世界の民族や領土に関する問題

の地域性とその背景を考察できたか。 

c: 衣食住や民族・宗教に関する分布図や写

真から，特徴や社会・生活への影響につ

いて考察する技能を身につけたか。紛争

の要因となる民族や歴史的背景について

の分布図や主題図等から，現在の状況や

問題点を読み取る技能を身につけたか。 

d:衣食住の分布や変容を系統地理的に捉え

る視点や方法を身につけたか。民族・宗

教の分布について基礎的・基本的な知識

や概念を習得できたか。現代世界の民

族・領土問題について，世界的視野から

系統地理的に捉える視点や方法を身につ

けたか。日本の領土問題について基礎

的・基本的な知識や概念を習得できたか。 

定期考査 

ワークシート 



学校整理番号３１４ 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

２
学
期 

第Ⅲ

部 

現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察 

・現代世界の地域

区分 

・現代世界の諸地

域 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

a: 地域の概念や地域区分の方法，意義に関

する関心と課題意識を高め、地域区分の

有用性を積極的に理解しようとしたか。

各地域の自然，資源・産業，民族・文化

について，関心を高めたか。各地域のか

かえる問題について，背景と現状，対策

を積極的に理解しようとしたか。 

b:地域を区分する方法を学び，その際に地

域の概念，意義を理解・考察する過程で，

地域区分の有用性を考察できたか。各地

域の歴史的背景や，民族，自然と資源，

産業について考察させるとともに，それ

ぞれの課題について理解できたか。 

c: 具体的に地域区分を行う過程を通して，

多様な指標を使ってそれに対応した様々

な地域に区分する技能を身につけたか。

各地域の民族，自然と資源，産業につい

ての分布や統計資料から，地域的特徴と

変容を読み取る技能を身につけたか。 

d:地域の概念や地域区分の意義，有用性を

理解し，地域区分の方法を身につけたか。

地域区分の学習を通して，現代世界の多

様性・多面性を理解できたか。各地域の

歴史的背景や，民族，自然と資源，産業

について，その特色や課題を理解し，知

識として身につけたか。 

定期考査 

ワークシート 

３
学
期 

第Ⅲ

部 

現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察 

・現代世界と日本 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

a:日本の国土の特色や諸課題について，解

決の方向性や将来の国土のあり方に関す

る意識を高めたか。 

b:日本の国土の特色について，これまでの

地図・系統的・地誌的学習を踏まえ様々

な視点から客観的に考察したか。 

c: 現代世界における日本の国土の特色に

ついて多面的・多角的に考察する過程で，

これまでの地図・系統的・地誌的学習で

身につけた技能・知識を活用できたか。 

d:現代世界における日本の国土の特色や諸

課題について，個人や国，国際社会等か

らの多角的で客観的な視点を身につけた

か。 

ワークシート 

レポート 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 最新 現代社会（実教出版） 

副教材等 最新図説 現社（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・現代社会に生きていることを感じる。  

・社会的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・現代の世界の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

２ 学習の到達目標 

・現代社会と人間について、広い視野に立って理解を深める。 

・現代社会の基本的な問題について、主体的に考え公正に判断する力や、人間としてのありかた

生き方について考える力の基礎を養う。 

・自らの個性を発揮し、文化・福祉の向上、発展に貢献する能力と、平和で民主的な社会生活の

実現、推進に向けて主体的に参加・協力する態度を身につける。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代社会の基本的

問題と人間に関わ

る事柄に対する関

心を高め、意欲的に

課題を追求すると

ともに、社会的事象

を総合的に考察し

ようとする態度と

平和で民主的なよ

りよい社会の実現

に向けて参加、協力

する態度を身に付

け、現代社会に生き

る人間としての在

り方生き方につい

て自覚を深めよう

とする。 

現代社会の基本的問

題と人間に関わる事

柄から課題を見いだ

し、社会的事象の本質

や人間としての在り

方生き方について広

い視野に立って多面

的・多角的に考察し、

社会の変化や様々な

立場、考え方を踏まえ

公正に判断して、その

過程や結果を様々な

方法で適切に表現し

ている。 

現代社会の基本的

問題と人間に関わ

る事柄に関する諸

資料を様々なメデ

ィアを通して収集

し、有用な情報を適

切に選択して、効果

的に活用している。 

現代社会の基本的

問題と人間として

の在り方生き方に

関わる基本的な事

柄や、学び方を理解

し、その知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

報告会での発表内容 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

内容のまとまり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

第
１
部 

わ
た
し
た
ち
の
生
き
る
社
会 

・地球環境問題 

・資源・エネルギー

問題 

・生命科学と情報

技術の課題 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a: 地球環境問題、資源・エネルギー問題、

科学技術の発達、特に生命の問題に対す

る関心が高まり、自己とのかかわりに着

目して設定した課題を意欲的に追究し、

自己の在り方生き方と関連させながら考

えようとしている。 

b:現代社会の基本的問題と人間に関わる事

柄に関する問題に対し、課題を見いだし、

多面的・多角的に考察している。様々な

立場、考え方を踏まえ公正に判断してい

る。これらを考察した過程や結果をまと

めたり発表するなど表現している。 

c: 現代社会の基本的問題と人間に関わる

事柄に関する諸資料を収集し、有用な情

報を適切に選択して、活用している。ま

た、課題の設定の仕方、統計や資料の見

方、情報の検索や処理の仕方、簡単な社

会調査の方法を身に付けている。 

d: 現代社会の基本的問題と人間の在り方

生き方に関わる基本的な事柄や、学び方

を理解し、その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

第
２
部 

現
代
の
社
会
と
人
間 

１
青
年
期
と
自
己
の
形
成 

・自分らしく生きる 

・人間としてよく生き

る 

・日本人としての自

覚 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:青年期の課題、人間としてのあり方、生

き方、日本人としてのあり方について、

意欲的に追究し、現代社会においていか

に生きるかについて考えようとしてい

る。 

b: 青年期の課題、人間としてのあり方、生

き方、日本人としてのあり方について、

自らの人生や進路選択とかかわらせなが

ら多面的・多角的に考察し、社会生活の

変化や様々な立場、考え方を踏まえ公正

に判断している。また、追究し考察した

結果を口頭や文章などで適切に説明して

いる。 

c: 青年期の課題、人間としてのあり方、生

き方、日本人としてのあり方について、

学習に役立つ情報を主体的に選択して活

用している。 

d:青年期の課題、人間としてのあり方、生

き方、日本人としてのあり方について、

理解し、その知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 
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２
学
期 

第
２
部 

現
代
の
社
会
と
人
間 

２
現
代
の
民
主
政
治
と
日
本
国
憲
法 

・現代国家と民主

政治 

・日本国憲法の基

本的性格 

・日本の政治機構

と政治参加 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a: 近代政治と人権保障の歩みを理解し、民

主政治の基本原理と政治制度の多様性を

とらえている。日本国憲法や現代の民主

政治に対する関心を高め、個人と国家の

在り方や民主社会に主体的に生きる人間

の在り方を意欲的に追究し、考えようと

している。 

b: 人権思想と民主主義の基本原理の特質

を理解し、それらを文章などで適切に説

明・表現している。現代の民主政治から

課題を見いだし、多面的・多角的に考察

し、様々な立場、考え方を踏まえ公正に

判断している。また、これらを追究し考

察した過程や結果を口頭や文章などで適

切に説明している。 

c: 人権思想の歩みや現代の民主政治に関

する諸資料を収集し、求められる価値や

民主政治を基礎づける考え方、国家の役

割や民主社会に主体的に生きる人間の在

り方について学習に役立つ情報を主体的

に選択して活用している。 

d:民主主義の原理の形成過程、民主政治の

課題、国民主権と議会制民主主義など日本

国憲法の基本原則と世論形成や政治参加

の意義、民主政治の課題について理解し、

その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

第
２
部 

現
代
の
社
会
と
人
間 

３
現
代
の
経
済
社
会
と
国
民
生
活 

・現代の経済社会 

・日本経済の特質

と国民生活 

○ 

○ 

○  

○ 

○ 

○ 

 

a: 現代の経済社会における諸事情に対す

る関心を高め、個人や企業の経済活動に

おける社会的責任について意欲的に追究

し経済活動の在り方について考えようと

している。 

b: 現代の経済社会における個人、企業や公

的部門の経済活動から課題を見いだし、

消費者、納税者としての個人の経済活動

における社会的責任について多面的・多

角的に考察し、様々な立場、考え方を踏

まえ公正に判断している。また、これら

を追究し考察した過程や結果を口頭や文

章などで適切に説明している。 

c: 現代の経済社会における個人、企業や公

的部門の経済活動に関する諸資料を様々

なメディアを通して収集し、経済活動の

在り方などについての学習に役立つ情報

を主体的に選択して活用している。 

d:現代の経済社会における企業の働き、公

的部門の役割と租税、金融機関の働き、

技術革新と産業構造の変化、雇用と労働

問題、公害の防止と環境保全などについ

て理解し、その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 



学校整理番号３１４ 
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３
学
期 

第
２
部 

現
代
の
社
会
と
人
間 

４
国
際
社
会
と
人
類
の
課
題 

・国際政治の動向 

・国際経済の動向

と国際協力 

○ 

○ 

○  

○ 

○ 

○ 

a:冷戦終結後の国際政治及び国際経済に関

する諸問題に対する関心が高まり、国際

平和の必要性や国際的な経済協力の必要

性及び国際連合などの国際的な機構・組

織の果たす役割について意欲的に追究

し、国際社会における日本の責任と役割

について考えようとしている。 

b:冷戦終結後の国際政治及び国際経済に関

する諸問題から課題を見いだし、多面

的・多角的に考察し、国際社会における

日本の責任と役割について様々な立場、

考え方を踏まえ公正に判断している。ま

た、これらを追究し考察した過程や結果

を適切に説明している。 

c:冷戦終結後の国際政治及び国際経済に関

する諸資料を収集し、国際平和や国際的

な経済協力の必要性及び国際連合などの

国際的な機構・組織の果たす役割につい

て学習に役立つ情報を主体的に選択して

活用している。 

d:人権、国家主権、国際法、経済の国際化、

労働力・資本・技術などの地球規模での

移動や貿易の拡大と不均衡、南北問題な

どを理解し、その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

第
３
部 

・共に生きる社会を

めざして 

○ ○  ○ a:持続可能な社会の形成に参画する個人と

しての自覚が高まり、多文化共生社会を

実現させるために必要な個人の在り方生

き方について考えようとしている。 

b:持続可能な社会、多文化共生社会を実現

するための課題を見いだし、国際機関や

政府だけでなくＮＧＯの役割などについ

ても多面的・多角的に考察し、様々な立

場、考え方を踏まえ公正に判断している。

また、これらを追究し考察した過程や結

果を適切に説明している。 

c:持続可能な社会、多文化共生社会の意義

について、関連する諸資料を収集し、そ

れらのなかから学習に役立つ情報を主体

的に選択して活用している。 

d:持続可能な社会、多文化共生社会や格差

と貧困の解消などについて、その問題の

所在と解決にむけての課題について理解

し、その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 



学校整理番号３１４ 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち56 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 公民 科目 政治経済 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校政治・経済（実教） 

副教材等 最新政治・経済資料集 新版（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年次の現代社会と関連を持たせ、政治・経済の諸問題を主体的に学習する態度を養う。 

２ 学習の到達目標 
１ 民主主義の本質を理解し、広い視野から現代の政治・経済・国際関係について客観的に理解する力を身につける。 

２ 政治・経済・国際関係などに関する諸課題について主体的に考察する。 

３ 公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・現代の政治，経済，国

際関係について関心を

高め、意欲的に課題を追

究するとともに、国家・社

会の一員として平和で民

主的な社会生活の実現

と推進について客観的に

考察しようとしている。 

 

・現代の政治，経済，国際

関係に関わる事柄から課題

を見いだし，その本質や特

質，望ましい解決の在り方

について広い視野に立って

多面的・多角的に考察し，

社会の変化や様々な立場，

考え方を踏まえ公正に判断

して，その過程や結果を

様々な方法で適切に表現し

ている。 

・現代の政治，経済，国

際関係に関わる諸資料

を様々なメディアを通し

て収集し，有用な情報を

適切に選択して，効果的

に活用している。 

 

・現代の政治，経済，国

際関係に関する基本的

な事柄や，本質特質及

び動向を捉える基本的な

概念や理論を理解し，そ

の知識を身に付けてい

る。 

 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

レポート 

振り返りシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

４ 学習の活動 
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学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 
a b c d 

１
学
期 

 
 

第
１
編 

現
代
の
政
治 

民主政治の基

本原理 

○   ○ a:・民主主義の歴史や基本的原理に関して、世界史学習と関連づけな

がら深い興味を抱き、現代政治との関連性を追究している。 

・主要国の政治制度に関して、日本の政治制度と比較しながら関心を

抱いている。  

b:・現代の政治，経済，国際関係に関わる事柄から課題を見いだし，そ

の本質や望ましい解決の在り方について広い視野に立って多面的・

多角的に考察し，社会の変化や様々な立場，考え方を踏まえ公正に

判断して，その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 

c:・現代の政治，経済，国際関係に関わる諸資料を様々なメディアを通

して収集し，有用な情報を適切に選択して，効果的に活用している。 

d:・現代の政治，経済，国際関係に関する基本的な事柄や，本質特質

及び動向を捉える基本的な概念や理論を理解し，その知識を身に付

けている。 

ワークシ

ート 

 

レポート 

日本国憲法の

基本的性格 

  ○ ○ a:・日本国憲法の成立過程や国民主権、基本的人権の尊重、平和主

義といった憲法の基本原則に対して興味や関心を抱いている。 

・現実の人権問題や平和主義にかかわる問題に対して関心を示し、日

本が抱える課題に対して追究する態度を示している。 

b:・人権保障や平和主義といった憲法の条規と、現実の社会における

課題との関連を考察し、社会の望ましい在り方を判断し、その過程や

結果を様々な方法で適切に表現している。 

c:・日本国憲法の成立や人権保障、平和主義に関する情報を、様々な

手段を使い収集している。 

・人権問題や平和主義に関して収集した資料を、自ら設定した課題解

決のために主体的に選択し、活用している。 

d:・日本国憲法の成立過程、日本国憲法の基本原則、平和主義や基

本的人権に関する憲法条規に関する知識を前提に、現実の課題に

対する多面的な理解を示している。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

日本の政治機

構 

○ ○  ○ a:・国会、内閣、裁判所や地方自治といった日本の政治機構に対して、

その仕組みや制度に関心をもち、現実の課題を追究する態度が見ら

れる。 

b:・憲法条規上の国会、内閣、裁判所や地方自治の規定と、現実の三

権の状況や中央と地方との関連などを的確に比較し考察している。

また、その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 

c:・国会、内閣、裁判所や地方自治に関する情報を新聞などマスメディ

アを通じて収集し、学習のために主体的に活用している。 

d:・国会、内閣、裁判所、地方自治について、憲法条規に照らし合わせ

て、その仕組みや権限、さらに相互の均衡と抑制の在り方などを理解

している。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

現代日本の政

治 

○   ○ a:・政党政治や選挙などに着目して、望ましい政治の在り方や国民の

参政の在り方を客観的に考えようとしている。 

b:・現代日本の政治動向から、課題を見いだしている。 

c:・政党政治や選挙制度、官僚制度などに関する情報を様々なメディ

アを用いて収集し、必要な情報を主体的に選択し活用している。 

d:・政党政治や選挙制度、官僚制度などに関して、客観的な知識を持

っている。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 
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現代の国際政

治 

○  ○ ○ a:・安全保障についての考え方や、国家間の対立、民族紛争といった

国際紛争の諸要因を意欲的に探究している。 

b:・これからの国際社会における国際連合の在り方について、ポスト冷

戦という新しい状況の中、様々な考え方を踏まえ公正に判断し、その

過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 

c:・現代の国際社会における政治の動向に関する諸資料を、様々なメ

ディアを通して収集している。・国際社会における今後の日本のかか

わりに関する諸資料を収集し、効果的に活用している。 

d:・国際対立の経験を通じ、国際間の相互依存、紛争の平和的解決の

ための国際機構や国際法が発達してきたことを理解し、その仕組み

や制度に関する知識を身につけている。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

２
学
期 

第
２
編 

現
代
の
経
済 

経済社会の変

容 

○   ○ a:・経済に対する興味を前提に、資本主義経済の特徴や歴史について

意欲的に追究している。 

b:・混合経済や経済活動のグローバル化など現代経済の特徴につい

て、経済活動の国際比較を行うなど多面的・多角的に考察し、その過

程や結果を様々な方法で適切に表現している。 

c:・混合経済や経済活動のグローバル化など、現代経済の特徴に関す

る諸資料を、様々なメディアを通して収集し、効果的に活用している。 

d:・アダム＝スミスからケインズ、さらに新自由主義に至る経済学説を、

経済社会の変容にあわせて的確に理解している。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

現代経済のし

くみ 

○ ○ ○  a:・市場機構や景気変動、金融・財政といった経済の諸理論に対して

関心を深め、理論との関連を踏まえながら現実の経済活動を探究す

る意欲的な態度が見られる。 

b:・金融や財政についての基本的知識をもとに、現実の金融・財政問

題やその解決方法について、主体的に判断をし、その過程や結果を

様々な方法で適切に表現している。 

c:・現代の日本経済の動向に関する諸資料を、様々なメディアから収集

している。  

d:・適切な価格決定や資源配分といった市場経済のもつ特性を理解す

るとともに、その限界についても考察を加えている。 

・金融や財政に関する基本的な知識をもとに、金融改革や財政改革と

いった日本経済の課題に対する十分な理解を示している。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

現代経済と福

祉の向上 

○ ○   a:・第１章、第２章で学んだ経済理論をもとに、現実の日本経済の特徴

と課題に関心を示している。  

・高度成長から安定成長、バブル経済からバブル後の不況といった戦

後日本経済が歩んだ流れを追究しようとする意欲が見られる 

b:・戦後日本経済史との関連の中で、中小企業や農業問題、公害問題

など日本経済の課題を考察している。 

・経済発展のための効率性の追求と、国民福祉の向上で求められる公

正さとの関連を、労使関係や社会保障を題材として的確に判断し、そ

の過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 

c:・戦後日本経済史に関する史料を、様々な文献から幅広く収集して

いる。・中小企業や農業、消費者保護や労働問題、社会保障といっ

た様々な課題に関するデータを白書類から収集し、課題解決の手段

として活用している。 

d:・中小企業や農業問題、消費者問題や公害、労働問題や社会保障

といった日本経済の現状と課題に関して十分な知識を有している。 

 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

  

世界経済と日

本 

○   ○ a:・国際的な相互依存関係の深化など、国際経済の特質を意欲的に追

究している。 

b:・現代の国際経済の動向から、課題を見いだしている。 

・経済のグローバル化の動きに対して、商品や労働力、資金の移動

などから多面的・多角的に考察するとともに、競争原理を前提とした

グローバル化の弊害についても的確な判断を示しており、その過程

や結果を様々な方法で適切に表現している。 

c:・収集した資料から、グローバル化の進展など国際経済の特質、国際

経済の安定と成長のために果たすべき日本の役割などについての

情報を主体的に選択して活用している。 

d:・自由貿易と保護貿易の考え方、国際収支表の見方や為替レートの

仕組みなど、国際経済に関する基本的な知識を習得している。 

・グローバル化が進む国際経済の動向の中で、地域的経済統合や南

北問題の新たな局面を理解している。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

３
学
期 

第
３
編 

現
代
社
会
の
諸
課
題 

現代社会の諸

課題 

○ ○ ○  a:・現代日本や国際社会の諸課題に対する関心を高め、課題を意欲

的に追究し、望ましい解決の在り方を客観的に考えようとしている。 

b:・現代日本や国際社会の諸課題を多面的・多角的に考察し、望まし

い解決の在り方について社会の変化や様々な立場、考え方を踏まえ

て公正に判断している。また、その過程や結果を様々な方法で適切

に表現している。 

c:・現代日本や国際社会の諸課題に関する諸資料を様々なメディアを

通して収集し、学習に役立つ情報を主体的に選択し活用している。 

d:地域社会の変貌と住民生活、中小企業の新しい変化、農業、農村と

食料、環境問題、雇用と労働をめぐる問題、これからの社会保障のあ

り方、地球環境の保全と経済成長、原子力と再生可能エネルギー、

人種・民族問題、国際経済格差の是正と国際協力、現代日本や国際

社会の政治や経済の諸課題に関する基本的な事柄について理解

し、その知識を身につけている。 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

振り返

りシー

ト 
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教科 数学科 科目 数学Ⅰ 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学Ⅰ （数研出版） 

副教材等 改訂版 クリアー 数学Ⅰ＋Ａ （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では問題を解くときに、「 問題を理解する→解法の方針を立てる→解いてみる」の過程

を意識しましょう。 

・授業を大切にしてください。すべての基礎・基本は授業にあります。それらが定着することに

よって新しい内容を理解し、問題が解けるようになります。 

・問題を解くときは途中式や考え方を書く習慣を身に付けましょう。わからないところは教科書 

や授業ノートを見直したり、質問をして解決しましょう。 

・問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合 

わせは、自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みまし

ょう。 

２ 学習の到達目標 

数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析についての基礎的な知識や技能を習得します。

また、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにします。さらに、そ

れらを活用する態度を身に付けることを目標とします。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数と式、図形と計量、

２次関数及びデータ

の分析の考え方に関

心をもつとともに、

数学のよさを認識

し、それらを事象の

考察に活用しようと

する。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展

的に考えたりすること

などを通して、数と式、

図形と計量、２次関数及

びデータの分析におけ

る数学的な見方や考え

方を身に付けている。 

数と式、図形と計

量、２次関数及びデ

ータの分析におい

て、事象を数学的に

表現・処理する仕方

や推論の方法など

の技能を身に付け

ている。 

 

数と式、図形と計

量、２次関数及びデ

ータの分析におけ

る基本的な概念、原

理・法則などを体系

的に理解し、知識を

身に付けている。 

 

評
価
方
法 

提出物 

観察等 

提出物 

定期考査 

定期考査 提出物 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち61 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

数
と
式 

式の計

算 

整式の加

法と減法 

  ○ ○ a:具体的な事象の考察に式の展開や因数分
解などを活用しようとしている。 

b:一つの文字に着目したり、一つの文字に
置き換えたりするなどして、いろいろな
式の見方をすることや、目的に応じて、
的確に式を変形する方法を考察すること
ができる。 

c:式を用いて事象を適切に表現することや
見通しをもって式を扱うこと、そして、
乗法公式や因数分解の公式などを用い
て、式を目的に応じて変形することがで
きる。 

d:乗法公式及び因数分解の公式の意味や複
雑な式が簡単な式に帰着できることを理
解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 整式の乗

法 

 ○ ○ ○ 

因数分解 ○ ○ ○ ○ 

実数 実数 

 

 

 

 

 ○ ○ ○ a:数の体系を拡張する過程や数の四則計算
に関心をもち、それらを数の考察に活用
しようとしている。 

b:数を拡張してきた過程や数の四則計算の
可能性について考察することができる。 

c:簡単な無理数についての四則計算ができ
る。 

d:数を実数まで拡張することの意義や実数
が数直線上の点と１対１に対応している
ことを理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 根号を含

む式の計

算 

 ○  ○ 

１次不

等式 

不等式の

性質 

 

 

 

 

  ○ ○ a:数量の関係を不等式で表すことのよさを
捉え、それらを具体的な事象の考察に活
用しようとしている。 

b:１次不等式の解について、数直線と対比
したり、いろいろな数値を代入したりし
て考察することができ、不等式の性質を
等式の性質と対比して捉え、不等式の性
質を基にして、１次不等式の解き方を考
察することができる。 

c:数量の関係を１次不等式で表したり、不
等式の性質を基にして、１次不等式を解
いたり、１次不等式の解を数直線上に表
したりすることができる。 

d:不等式の中に含まれている文字の意味や
不等式の性質及び１次不等式とその解の
意味を理解し、解を求めるための基礎的
な知識を身に付けている。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

１次不等式 

 

 

 

 

  ○ ○ 

絶対値を

含む方程

式・不等式 

  ○ ○ 

集
合
と
命
題 

集合と

命題 

集合 

 

 

 

 ○ ○ ○ a:集合の包含関係と命題を関連付けて捉
え、それらを命題の考察に活用しようと
している。 

b:ベン図などを用いて数学の対象を整理し
それらを多面的・統合的に見たり、事象
を命題として表現し、考察したりするこ
とができる。 

c:与えられた二つの集合の共通部分や和集
合、補集合などを求めたり、簡単な命題
やその命題の逆・裏・対偶について真偽
を証明したりすることができる。 

d:集合に関する基本的な用語・記号を理解
し、命題の必要条件・十分条件、逆・裏・
対偶などを集合と関連付けて理解してい
る。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 命題と条件 

 

 

 

 ○ ○ ○ 

命題と証明 

 

 

 

 

  ○ ○ 

２
学
期 

２
次
関
数 

２次関

数とグラ

フ 

関数とグラ

フ 

 

 

 

 ○ ○ ○ a:関数の概念を具体的な事象の考察に活用
しようとしている。２次関数とそのグラ
フについて関心をもち、それらを二次関
数の考察に活用しようとしている。 

b:２次関数の式とグラフを関係付けて考察

 

提出物 

 

定期考査 
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２次関数と

ラフ 

 

 

○ ○ ○ ○ することができる。 
c:２次関数  のグラフと

 のグラフの位置関係を調べるこ
とができる。 

d:関数の定義域・値域の意味や２次関数の
式やグラフの特徴について理解してい
る。 

観察等 

２次関

数の値

の変化 

２次関数の

最大・最小 

 ○ ○ ○ a:２次関数の値の変化に関心をもち、具体
的な事象の考察に２次関数の最大・最小
を活用しようとしている。 

b:２次関数の値の変化の様子について、グ
ラフを用いて考察することができる。 

c:２次関数のグラフや式を用いて、２次関
数の最大値・最小値を求めることができ
る。 

d:２次関数の最大値・最小値とその求め方
について理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 ２次関数の

決定 

○ ○ ○ ○ 

２次方

程式と２

次不等

式 

２次方程式  ○ ○ ○ a:２次関数のグラフと x 軸の位置関係を基
に、２次方程式の解について考察しよう
としている。 

b:２次関数のグラフと x 軸の位置関係を、
２次方程式の解に対応させて考察するこ
とができる。 

c:２次関数のグラフと x 軸の位置関係を２
次方程式の解を用いて求めることができ
る。 

d:２次関数のグラフと x 軸の位置関係と２
次方程式の解との関係を理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

２次不等式 ○ ○ ○ ○ a:２次関数のグラフと x 軸の位置関係を基
に、２次不等式の解について考察しよう
としている。 

b:２次不等式の解を２次関数のグラフを用
いて考察することができる。 

c:２次関数のグラフを活用して２次不等式
の解を求めることができる。 

d:２次不等式の解の意味を２次関数のグラ
フとの関係から理解している。 

図
形
と
計
量 

三角比 三角比 ○ ○  ○ a:鋭角の三角比に関心をもち、それらを直
角三角形の計量に活用しようとしてい
る。 

b:図形の相似の考え方を用いて、直角三角
形の辺の比を角との関係で捉えることが
できる。 

c:直角三角形を用いて考えられる計量の問
題を、三角比の記号を用いて表現し処理
することができる。 

d:正弦、余弦及び正接を直角三角形の辺の
比と角との関係として理解し、基礎的な
知識を身に付けている。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

三角比の

相互関係 

 ○ ○  a:三角比の相互関係に関心をもち、それら
を直角三角形の計量に活用しようとして
いる。 

b:三角比の相互関係について考察すること
ができる。 

c:三角比の相互関係を用い、与えられた三
角比の値から残りの三角比の値を求める
ことができる。 

d:三角比の相互関係について理解し、基礎
的な知識を身に付けている。 
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三 角 比 の

拡張 

 ○ ○ ○ a:鋭角の三角比を鈍角まで拡張する考えに
関心をもち、それらを図形の性質の考察
に活用しようとしている。 

b:鈍角まで拡張した三角比について考察す
ることができる。 

c:90°までの三角比の表を用いて鈍角の三
角比の値を求めることができる。 

d:鈍角まで拡張した三角比の意義を理解し
ている。 

３
学
期 

三角形

への応

用 

正弦定理 

 

 

 

 

 ○ ○ ○ a:正弦定理・余弦定理が有用であること認
識し、それらを図形の計量に活用しよう
としている。 

b:正弦定理・余弦定理を導く過程を考察す
ることができる。 

c:三角形の決定条件が与えられたとき、三
角形の残りの要素を求めることができ
る。 

d:正弦定理・余弦定理を三角形の決定条件
と関連付けて理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 余弦定理 

 

 

 

 ○ ○ ○ 

正弦定理と

余弦定理

の応用 

 

 ○ ○ ○ a:三角比や正弦定理・余弦定理などを平面
図形や空間図形の計量に活用しようとし
ている。 

b:平面図形や空間図形の計量に活用するた
めに正弦定理・余弦定理の式を多面的に
見ることができる。 

c:三角比や正弦定理・余弦定理を用いて平
面図形や空間図形の計量をすることがで
きる。 

d:正弦定理・余弦定理の利用の仕方及び三
角形の面積の求め方について基礎的な知
識を身に付けている。 

三角形の

面積 

 

○ ○ ○ ○ 

空間図形

への応用 

 

○ ○ ○ ○ 

デ
ー
タ
の
分
析 

データ

の分析 

データの

整理 

 

  ○ ○ a:四分位数、四分位偏差、分散及び標準偏
差などを用いてデータの傾向を把握し、
それらを事象の考察に活用しようとして
いる。 

b:四分位数、四分位偏差、分散及び標準偏
差などを用いてデータの傾向を捉え、そ
れらを的確に表現することができる。 

c:度数分布表、平均値、中央値、最頻値、
四分位数、四分位偏差、分散及び標準偏
差などを求めることができる。 

d:度数分布表、平均値、中央値、最頻値、
四分位数、四分位偏差、分散及び標準偏
差などの意味を理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

データの

代表値 

 

  ○ ○ 

データの

散らばりと

四分位数 

○ ○ ○ ○ 

分散と標準

偏差 

 ○ ○ ○ 

データの

相関 

○ ○ ○ ○ a:散布図や相関係数などを用いてデータの
相関を把握し、それらを事象の考察に活
用しようとしている。 

b:散布図や相関係数などを用いてデータの
傾向を捉え、それらを的確に表現するこ
とができる。 

c:散布図を描いたり、相関係数を求めたり
することができる。 

d:散布図及び相関係数などの意味を理解し
ている。 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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教科 数学科 科目 数学Ⅱ 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学Ⅱ （数研出版） 

副教材等 改訂版 クリアー 数学Ⅱ （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では問題を解くときに、「 問題を理解する→解法の方針を立てる→解いてみる」の過程

を意識しましょう。 

・授業を大切にしてください。すべての基礎・基本は授業にあります。それらが定着することに

よって新しい内容を理解し、問題が解けるようになります。 

・問題を解くときは途中式や考え方を書く習慣を身に付けましょう。わからないところは教科書 

や授業ノートを見直したり、質問をして解決しましょう。 

・問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合 

わせは、自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みまし

ょう。 

２ 学習の到達目標 

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分についての基礎的

な知識や技能を習得します。また、事象を数学的に考察し表現する能力を養います。さらに、そ

れらを活用する態度を身に付けることを目標とします。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

いろいろな式、図形

と方程式、指数関

数・対数関数、三角

関数及び微分・積分

の考え方に関心をも

つとともに、数学の

よさを認識し、それ

らを事象の考察に活

用しようとする。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展

的に考えたりすること

などを通して、いろいろ

な式、図形と方程式、指

数関数・対数関数、三角

関数及び微分・積分にお

ける数学的な見方や考

え方を身に付けている。 

いろいろな式、図形

と方程式、指数関

数・対数関数、三角

関数及び微分・積分

において、事象を数

学的に表現・処理す

る仕方や推論の方

法などの技能を身

に付けている。 

 

いろいろな式、図形

と方程式、指数関

数・対数関数、三角

関数及び微分・積分

における基本的な

概念、原理・法則な

どを体系的に理解

し、知識を身に付け

ている。 

 

評
価
方
法 

提出物 

観察等 

提出物 

定期考査 

定期考査 提出物 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
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１
学
期 

三
角
関
数 

三角関

数 

角の拡張 ○ ○ ○ ○ a:弧度法に興味をもち、角度の換算に取り
組もうとしている。周期関数に興味をも
ち、その性質を調べようとしている。 

b:三角関数を含む方程式・不等式を解く際
に単位円やグラフを図示して考察するこ
とができる。 

c: -1≦sinθ≦１などに注意して、置き換
えによって三角方程式・不等式を考察す
ることができる。 

d:三角関数の相互関係を理解し、基礎的な
知識を身に付けている。 

 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

 

三角関数   ○ ○ 

三角関数

のグラフ 

○ ○   

三角関数

の性質 

 ○  ○ 

三角関数

の応用 

 ○ ○ ○ 

加法定

理 

 

三角関数

の加法定

理 

○ ○ ○ ○  
 
a:加法定理からいくつかの公式が導かれる
ことに興味・関心をもち、それらを三角
関数の考察に活用しようとしている。 

b:正接の定義と加法定理を利用して、２直
線のなす角を考えることができる。 

c:２倍角の公式・半角の公式などを問題に
応じて適切に変形することで、三角方程
式・不等式を解くことができる。 

d:加法定理を利用して、種々の三角関数の
値を求めるための基礎的な知識を身に付
けている。三角関数の合成を理解してい
る。 

 
 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

 

加法定理

の応用 

 ○ ○ ○ 

式
と
証
明 

式と計

算 

 

３次式の展

開と因数分

解 

○   ○ a:因数分解の一意性に興味をもち、検算な
どに利用しようとしている。恒等式の係
数を決定する際、係数比較法と数値代入
法とを、比較して考察しようとしている。 

b:２種類以上の文字を含む整式の計算にお
いて１つの文字に着目することで、いろ
いろな式の見方をすることや目的に応じ
て的確に式を変形する方法を考察するこ
とができる。 

c:整式の割り算の結果を用いて、等式に変
形することができる。 

d:３次式の展開及び因数分解の公式を理解
している。二項定理を利用して、展開式
やその項の係数の求め方について理解し
ている。 

 
 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

二項定理  ○ ○ ○ 

整式の割り

算 

 ○ ○ ○ 

分数式とそ

の計算 

 

 ○ ○ ○ 

恒等式 ○  ○ ○ 

等式・不

等式の

証明 

等式の証

明 

 

○ ○ ○ ○ a:比例式を含む証明を通じて、加比の理に
興味をもち、考察しようとしている。 

b:A>B と A-B>0 が同値であることを利用し
て、不等式を証明することができる。 

c:不等式の証明で、等号の成り立つ場合に
ついて考察することができる。 

d:相加平均・相乗平均の大小関係の意味を
理解し、利用するための基礎的な知識を
身に付けている。 

 
 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 
不等式の

証明 

 

 ○ ○ ○ 

２
学
期 

複
素
数
と

方
程
式 

複素数

と２次方

程式の

複素数とそ

の計算 

 ○ ○ ○ a:２次方程式の解が虚数になる場合もある
ことに興味を示し、２次方程式の解を考
察しようとしている。 

 

提出物 
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解 ２次方程式

の解 

○ ○  ○ b:複素数の表記を理解し、複素数 a+0i を実
数 aと同一視することができる。 

c:複素数の除法の計算では、分母と分子に
共役な複素数を掛けて計算することがで
きる。 

d:解と係数の関係を使った、対称式の値や
２次方程式の係数の求め方を理解してい
る。 

定期考査 

 

観察等 

解と係数の

関係 

  ○ ○ 

高次方

程式 

剰余の定

理と因数定

理 

 

○ ○ ○ ○ a:組立除法を積極的に利用しようとしてい
る。１の３乗根の性質に興味をもち、具
体的な問題に取り組もうとしている。 

b:高次方程式を１次方程式や２次方程式に
帰着させ、考察することができる。 

c:P(k)=0 であるｋの値の見つけ方を理解
し、高次式を因数分解することができる。 

d:高次方程式の虚数解から係数を決定する
ことができることを理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 高次方程

式 

○ ○ ○ ○ 

図
形
と
方
程
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

点と直

線 

直線上の

点 

 ○  ○ a:図形の問題を座標平面上で代数的に解決
する解法のよさを知ろうとしている。 

b:線分の内分点，外分点の公式を統一して
捉えることができる。直線が x,y の１次
方程式で表されることを考察することが
できる。 

c:点対称，線対称などの図形的条件を式で
表現することができる。 

d:座標平面上において、線分の内分点，外
分点および三角形の重心の座標の求める
ための基礎的な知識を身に付けている。
与えられた条件を満たす直線の方程式の
求め方を理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

平面上の

点 

○ ○ ○ ○ 

直線の方

程式 

 ○ ○ ○ 

２直線の関

係 

○  ○ ○ 

円 円の方程

式 

 ○ ○ ○ a:２つの円の交点を通る円の方程式に興
味・関心をもち、具体的な問題に利用し
ようとしている。 

b:円の方程式が x,y の２次方程式で表され
ることを理解することができる。 

c:円と直線の位置関係を、適切な方法で調
べることができる。 

d:与えられた条件を満たす円の方程式の求
め方を理解している。円の接線の方程式
の求め方を理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

円と直線   ○ ○ 

２つの円 ○ ○ ○ ○ 

軌跡と

領域 

軌跡と方程

式 

 ○ ○ ○ a:不等式の満たす解を、座標平面上の点の
集合としてみることができることに興
味・関心をもち、活用しようとしている。 

b:平面上の点の軌跡を、座標平面を利用し
て考察することができる。 

c:点が満たす条件から得られた方程式を、
図形として考察することができる。 

d:領域を利用する１次式の最大値・最小値
の求め方を理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 
不等式の

表す領域 

○ ○  ○ 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

指数関

数 

 

指数の拡

張 

○ ○ ○ ○ a: 指数法則が成り立つように、指数の範囲
を実数まで拡張していることに興味を示
し、具体的に理解しようととしている。 

b:指数関数の増減によって、大小関係や方
程式・不等式を考察することができる。 

c:ax>0 に注意して、置き換えによって指数
方程式・不等式を考察することができる。 

d:指数法則を利用した計算をすることがで
き、また指数関数のグラフの概形，特徴
を理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

指数関数  ○ ○ ○ 

対数とその

性質 

 ○ ○ ○ a:やや複雑な対数方程式・不等式に積極的
に取り組もうとしている。 
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対数関数 ○ ○ ○ ○ b:対数 logaM が M=aｐを満たす指数 p を表し
ていることを理解することができる。 

c:真数が正であることに着目できる。n桁の
数を不等式で表現することができる。 

d:対数の性質に基づいた種々の対数の値の
計算をすることができ、また対数関数の
グラフの概形，特徴を理解している。 

常用対数   ○ ○ 

微
分
法
と
積
分
法 

微分係

数と導

関数 

微分係数 ○ ○  ○ a:極限値を計算して微分係数を求めると
き、分母の h は０でないことに関心をも
ち、それらを微分係数の考察に活用しよ
うとしている。 

b:定点 Cから曲線に接線を引くとき、接点 A
における接線が点 C を通ると読み替える
ことができる。 

c:導関数を利用して微分係数を求めること
ができる。 

d:導関数の性質を理解し、種々の導関数を
求めるための基礎的な知識を身に付けて
いる。 

 

 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

導関数とそ

の計算 

 ○ ○ ○ 

接 線 の 方

程式 

 ○ ○ ○ 

３
学
期 

関数の

値の変

化 

関 数 の 増

減と極大・

極小 

○ ○ ○ ○  
a:関数の増減や極値を調べ、３次関数およ
び４次関数のグラフをできるだけ正しく
かこうとしている。 

b:最大値・最小値と極大値・極小値との違
いを意識して考察することができる。 

c:関数の増減や極値を調べるのに、増減表
を書いて考察することができる。 

d: は、f(a)が極値であるための必
要条件ではあるが、十分条件ではないこ
とを理解している。 

 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

関 数 の 増

減・グラフ

の応用 

 ○ ○ ○ 

積分法 

 

不定積分   ○ ○ a:面積S(x)が関数f(x)の原始関数であるこ
とに興味・関心をもち、それらを面積の
考察に活用しようとしている。 

b:定積分の計算と図形の面積の関係を、グ 
ラフを用いて考察することができる。 

c:グラフの上下関係，積分範囲などを図を
かいて考察することで、面積を求めるこ
とができる。 

d:不定積分および定積分の定義や性質を理
解し、それらを利用する計算方法を理解
している。 

 
 
 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

 

 

定積分  ○  ○ 

定積分と図

形の面積 

    

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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教科 数学科 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学Ａ （数研出版） 

副教材等 改訂版 クリアー 数学Ⅰ＋Ａ （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では問題を解くときに、「 問題を理解する→解法の方針を立てる→解いてみる」の過程

を意識しましょう。 

・授業を大切にしてください。すべての基礎・基本は授業にあります。それらが定着することに

よって新しい内容を理解し、問題が解けるようになります。 

・問題を解くときは途中式や考え方を書く習慣を身に付けましょう。わからないところは教科書 

や授業ノートを見直したり、質問をして解決しましょう。 

・問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合 

わせは、自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みまし

ょう。 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率、図形の性質、整数の性質についての基礎的な知識や技能を習得し、事象を数学

的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにして、それらを活用する態度を身に付

けることを目標とします。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率、図

形の性質、整数の性

質の考え方に関心を

もつとともに、数学

のよさを認識し、そ

れらを事象の考察に

活用しようとする。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展

的に考えたりすること

などを通して、場合の数

と確率、図形の性質、整

数の性質における数学

的な見方や考え方を身

に付けている。 

場合の数と確率、図

形の性質、整数の性

質において、事象を

数学的に表現・処理

する仕方や推論の

方法などの技能を

身に付けている。 

 

場合の数と確率、図

形の性質、整数の性

質における基本的

な概念、原理・法則

などを体系的に理

解し、知識を身に付

けている。 

 

評
価
方
法 

提出物 

観察等 

提出物 

定期考査 

定期考査 提出物 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
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１
学
期 

場
合
の
数
と
確
率 

場合の

数 

集合の要

素の個数 

 

 

 

 ○ ○ ○ a:具体的な事象の考察に樹形図、和の法則、
積の法則などを活用しようとしている。 

b:ベン図を用いて集合を図示することで要
素の個数を考察することができる。 

c:ベン図を用いて和集合や補集合の要素の
個数を求めることができる。また、事象
に応じて樹形図、和の法則、積の法則を
用いて場合の数を求めることができる。 

d:和集合、補集合の要素の個数の公式、樹
形図、和の法則、積の法則の利用場面を
理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 場合の数 

 

 

 

 

○  ○ ○ 

順列 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:事象に応じて順列、組み合わせの考え方
が使えること順列、組み合わせの違いに
興味・関心をもつ。 

b:条件がつく順列、組み合わせを見方を変
えたり別なものに対応させたりして処理
することができる。 

c:場合の数を順列、円順列、重複順列に帰
着させて求めることができ、順列、円順
列、組み合わせなどの公式を活用できる 

d:順列、組み合わせの条件に応じて条件の
処理の仕方を理解している。 

組合わせ 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

確率 

 

事象と確率 

 

 

 

 

 ○  ○ a:積事象、和事象、排反事象、確率の基本
性質などに関心をもち、それらを確率の
考察に活用しようとしている。 

b:試行の結果を事象としてとらえ、和事象、
や余事象の確率を集合を用いて考察する
ことができる。 

c:確率の加法定理を用いて、和事象や余事
象の確率を求めることができる。  

d:確率の定義、和事象、積事象、余事象な
どを理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 確率の基

本性質 

○ ○ ○ ○ 

独立な試

行と確率 

 

 

 

 ○ ○ ○ a:条件付き確率や確率の乗法定理の考えに
興味・関心をもち、それらを活用しよう
としている。 

b:反復試行の確率を用いて、具体的な問題
を考察することができる。  

c:複雑な独立試行の確率や条件付き確率、
反復試行の確率を公式や加法定理、乗法
定理を用いて求めることができる。 

d:独立な試行の意味を理解している。また、
独立な試行の確率、反復試行の確率、条
件付き確率の基礎的な知識を身につけて
いる。 

条件付き

確率 

 

 

 

 

○  ○ ○ 

図
形
の
性
質 

平面図

形 

三角形の

辺の比 

 ○ ○ ○ a:三角形の外心、内心、重心に関する性質
に興味を示し、積極的に考察しようとし
ている。  

b:図形の性質を証明するのに、三角形の角
の二等分線を用いて論理的に考察でき
る。 

c: 適切な補助線が引けたり、三角形の外心、
内心、重心の性質を利用したりして、線
分の長さや角の大きさを求めることがで
きる。 

d:線分の内分・外分などの基本事項を理解
し、三角形の外心、内心、重心の定義、
性質を理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

三角形の

外心・内

心・重心 

○  ○ ○ 
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２
学
期 

図
形
の
性
質 

平面図

形 

 

チェバの定

理・メネラウ

スの定理 

○  ○ ○ a:チェバの定理・メネラウスの定理に興味を示
し、考察に活用しようとしている。 

c:チェバの定理・メネラウスの定理を三角形に
現れる線分比や図形の面積比を求める問
題に活用できる。 

d:チェバの定理・メネラウスの定理を理解して
いる。 

 

円に内接

する四角

形 

○ 

 

 

 

 

 

 ○ ○ a:円周角の定理、円に内接する四角形の性
質、方べきの定理などに関心をもち、事
象の考察に活用しようとしている。 

b:円と直線を動的にとらえて、それらの位
置関係を考察することができる。 

c:円に内接する四角形の定理を用いて角度
を求めたり、接弦定理、方べきの定理を
用いて角度や辺の長さを求めることがで
きる。  

d:円周角の定理とその逆、四角形が円に内
接するための条件、円の接線と弦の作る
角の性質、方べきの定理とその逆を理解
している。  

円と直線 ○ ○ ○ ○ 

２つの円 ○ ○  ○ a:２つの円の位置関係と中心間の距離と半
径の関係を考察しようとする。  

b:２つの円の位置関係を動的な面から観察
することができる。  

d:共通接線の定義を理解している。  

作図 ○ ○ ○ ○ a:数学で扱う作図とは何かを考える 
b:平行線と線分の比の性質を利用すると内

分点・外分点などが作図できることに気
付く。  

c:図形の性質を用いて与えられた長さの線
分を作図することができる。 

d:垂線の作図を知っている。  

空間図

形 

直線と平面 ○ ○  ○ a:三垂線の定理について関心をもち、その
意味を理解しようとする。  

b:空間における直線や平面が平行または垂
直となるかどうかを与えられた条件から
考察できる。 

d:空間における２直線の位置関係やなす角
を理解している。  

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

空間図形と

多面体 

○  ○ ○ a:オイラーの多面体定理に興味をもち活用
しようとする。 

c:オイラーの多面体定理を利用して多面体
の頂点、面、辺の数を求めることができ
る。 

d:正多面体の面、頂点、辺の数などの特徴
を理解し、オイラーの多面体定理につい
ての基礎的な知識を身につけている。  

３
学
期 

整
数
の
性
質 

約数と

倍数 

約数と倍数 ○ ○ ○ ○ a:約数・倍数に興味・関心をもって意欲的
に授業に取り組んでいる 

b:平方数になる条件を、素因数分解の結果
から考察することができる。 

c:ある整数 a の倍数は ak と表せることを
使って、簡単な命題を証明することがで
きる。 

d:約数・倍数、3の倍数・9の倍数の判定方
法、自然数の正の約数やその個数求める
のに素因数分解が利用できることを理解
している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大公約

数・最小公

倍数 

 ○ ○ ○ b:2 数の最小公倍数は 2 数の素因数のすべ
てを因数とするということを理解し、そ
れを利用して問題を考察できる。 

c:互いに素な整数の性質を利用して、簡単
な命題を証明することができる。 
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d:素因数分解を利用して最大公約数・最小

公倍数を求める方法を理解している。 
 

 

 

 

整数の割り

算と商・余

り 

○ ○ ○ ○ a:整数の割り算・商・余りの新しい概念に
興味・関心をもって授業に取り組んでい
る。 

b:整数 a を正の整数b で割る割り算を、 a
とb の間に成り立つ等式としてとらえる
ことができる。 

c:整数をある正の整数で割った余りで分類
して、簡単な整数の性質を証明すること
ができる。 

d:偶数、奇数の文字による表し方を理解し、
それを利用して簡単な整数の性質を証明
することができる。 

ユークリ

ッドの互

除法 

ユークリッ

ドの互除法 

○ ○ ○ ○ a:素因数分解をしなくても、互除法によっ
て最大公約数が求められることに興味・
関心をもつ。 

b:互除法の計算から最大公約数を表す式が
導かれることを具体例から考察し、一般
にも適用できることに気付く。 

c:互助法を利用して、 a ，b が互いに素で
あるとき、 cbyax  を満たす整数
x ， y の組を求めることができる。 

d:互除法の原理を理解し、互助法を用いて 2
数の最大公約数を求めることができる。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

1 次不定方

程式 

 ○ ○ ○ b:整数に関する問題を、1次不定方程式に帰
着させることができ、問題を解くことが
できる。 

c:1 次不定方程式の特殊解を求め、それによ
りすべての整数解を求めることができ
る。 

d:1 次不定方程式、整数解の意味を理解して
いる。 

整数の

性質の

活用 

分数と小数  ○ ○ ○ b:分数が整数、有限小数、循環小数のいず
れかで表される理由を、割り算の余りに
よって考察することができる。 

c:循環小数を表す記号を用いて、分数を循
環小数で表すことができる。 

d:分数を小数で表したとき、小数第 n 位の
数字を求めることができる。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

ｎ進法 ○   ○ a:10 進法以外の数の考え方に興味・関心を
もって授業に取り組んでいる。 

d:位取り記数法、10 進法、2 進法、n 進法
について理解し、 n 進法の整数および小
数を 10 進法の整数および小数を n 進法
で表すことができる。 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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教科 数学科 科目 数学Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学Ｂ （数研出版） 

副教材等 改訂版 クリアー数学Ⅱ＋Ｂ （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では問題を解くときに、「 問題を理解する→解法の方針を立てる→解いてみる」の過程

を意識しましょう。 

・授業を大切にしてください。すべての基礎・基本は授業にあります。それらが定着することに

よって新しい内容を理解し、問題が解けるようになります。 

・問題を解くときは途中式や考え方を書く習慣を身に付けましょう。わからないところは教科書 

や授業ノートを見直したり、質問をして解決しましょう。 

・問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合 

わせは、自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みまし

ょう。 

２ 学習の到達目標 

平面上のベクトルと空間のベクトル、数列についての基礎的な知識や技能を習得します。また、

事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにします。さらに、それらを

活用する態度を身に付けることを目標とします。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

平面上のベクトルと

空間のベクトル及び

数列の考え方に関心

をもつとともに、数

学のよさを認識し、

それらを事象の考察

に活用しようとす

る。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展

的に考えたりすること

などを通して、平面上の

ベクトルと空間のベク

トル、数列における数学

的な見方や考え方を身

に付けている。 

平面上のベクトル

と空間のベクトル、

数列において、事象

を数学的に表現・処

理する仕方や推論

の方法などの技能

を身に付けている。 

 

平面上のベクトル

と空間のベクトル、

数列における基本

的な概念、原理・法

則などを体系的に

理解し、知識を身に

付けている。 

 

評
価
方
法 

提出物 

観察等 

提出物 

定期考査 

定期考査 提出物 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
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１
学
期 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

ベクトル

とその

演算 

ベクトル  ○  ○ a:ベクトルの演算に興味を持ち、数式の演
算法則との類似点を考察しようとする。 

b:逆ベクトル，零ベクトルの役割を理解し
ている。 

c:ベクトルの一意性を理解できている。  
d:有向線分、成分で表されたベクトルにつ

いて加法、減法、実数倍の仕組みやベク
トルの大きさなどについて理解し、考察
できる。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

ベクトルの

演算 

○  ○ ○ 

ベクトルの

成分 

  ○ ○ 

ベクトルの

内積 

○ ○ ○ ○ a: 内積のもつ図形的な意味を探ろうとす
る。 

b: 内積は実数であること、ベクトルの大き
さが考察できることを理解できている。 

c: ベクトルの大きさを内積に置き換えて扱
うことができる。 

d:ベクトルの大きさとなす角、または成分
表示されたベクトル、を用いて内積を計
算することができる。また、ベクトルの
なす角を、内積を利用して求めることが
できる。 

ベクトル

と平面

図形 

 

位置 

ベクトル 

○   ○ a:図形の証明にベクトルを利用できないか
考察する。メネラウス、チェバの両定理
をベクトルの問題に活用しようとする。 

b:位置ベクトルの一意性を理解し、図形の
性質の証明や、計算に利用できる。 

c:３点が一直線上にあることをベクトルで
表現して利用できる。線分の長さ、垂直
条件を内積で表現できる。 

d:位置ベクトルを用いて内分点、外分点や
三角形の重心を表現できる。図形の性質
を、位置ベクトルを利用して証明できる。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 
ベクトルの

図形への

応用 

 ○ ○  

図形の 

ベクトルに

よる表示 

○ ○ ○ ○ a:直線や円のベクトル方程式を積極的に活
用しようとしたり、考察する意欲がある。 

b:直線上の点を位置ベクトルで考察し、直
線の方程式と関連付けることができる。 

c:直線のベクトル方程式の媒介変数処理が
できる。 

d:直線、円および円の接線のベクトル方程
式を理解している。 

２
学
期 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

空間の

ベクトル 

空間の点 ○  ○ ○ a:３次元の空間に興味を示し、平面と同じ
ようにベクトルが利用できないかを考察
できる。 

b:空間のベクトルを平面上のベクトルの拡
張としてとらえ、その成分を座標空間と
関連付けて考察できる。 

c: 空間における図形を、図や座標を利用し
て示すことができる。空間のベクトルの
一意性を利用することができる。 

d:座標空間において、点の座標、原点との
距離が求められる。空間のベクトルやそ
の成分でベクトルの大きさ、和、差、実
数倍の計算ができる。座標空間の点と空
間ベクトルの成分の関係について理解し
ている。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 
空間の 

ベクトル 

 ○  ○ 

ベクトルの

成分 

 ○  ○ 
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２
学
期 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

空間の

ベクトル 

ベクトルの

内積 

○ ○ ○ ○ a:平面ベクトルと空間ベクトルの内積の共
通点を理解し、空間ベクトルに応用しよ
うとする。 

b:ベクトルの内積を、平面から空間へ拡張
して考察できる。 

c:線分の長さ、垂直条件をベクトルの内積
で表現して考察できる。 

d:成分表示されたベクトルについて、内積
の計算やベクトルのなす角を求めること
ができる。 

 

ベクトルの

図形への

応用 

○ ○ ○ ○ a:図形の性質を位置ベクトルで考察しよう
とする。３点が定める平面上の点の位置
ベクトルを一般的に考察し、その結果を
利用しようとする。 

b:空間における図形を、１つの頂点に関す
る位置ベクトルで考察できる。 

c:ベクトルを利用して、空間の３点が一直
線上にあるための条件を理解している。
また、３点で定まる平面上に点 P がある
ことを、ベクトルで表現して利用できる。 

d:ベクトルの諸性質が平面の場合と同じで
あることを理解して、それらを利用でき
る。 

座標空間

における図

形 

○ ○ ○ ○ a:球面の方程式に興味を持ち、一般的な考
察をしようとする。 

b:空間ベクトルを利用して、線分の長さ、
分点の座標などを考察できる。球面と平
面が交わってできる図形を連立方程式の
解の集合として考察できる。 

c:球面の方程式から、中心、半径を読み取
ることができる。 

d:２点間の距離の公式や座標平面に平行な
平面、球面の方程式を理解している。座
標平面に平行な平面と球面の交わりの方
程式を求めることができる。 

数
列 

等差 

数列 

と 

等比 

数列 

数列と 

一般項 

○ ○ ○ ○ a:数の並び方に興味を持ち、その規則性を
発見しようとする意欲がある。 

b:数の並び方からその規則性を推定して、
数列の一般項を考察できる。 

c:１つの数列から別の数列を作ることがで
きる。 

d:数列の定義、表記について理解している。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

等差数列 ○  ○ ○ a:等差数列の性質及びその和に興味をもっ
ている。 

b:等差数列の項を書き並べて、隣接する項
の関係が考察できる。 

c:等差数列の一般項や、和の最大値などを
求めることができる。 

d:等差数列の公差、一般項を理解している。
等差数列の和の公式を適切に利用して、
自然数の和などが求められる。 

等差数列

の和 

 ○ ○  

等比数列 ○  ○ ○ a:等比数列の性質及びその和に興味をもっ
ている。 

b:等比数列の項を書き並べて、隣接する項
の関係が考察できる。 
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等比数列

の和 

 ○ ○  c:等比数列の一般項を求めることができ
る。 

d:等比数列の公比、一般項を理解し、和の
公式を複利計算等に適切に利用できる。 

３
学
期 

 

数
列 

いろい

ろな 

数列 

和の記号 

Σ 

○ ○ ○ ○ a:自然数の２乗や３乗の和の公式を求めよ
うとする意欲がある。 

b:数列の和をΣで表して求めることができ
る。 

c:第 k 項を k の式で表し、初項から第 n 項
までの和が求められる。 

d:Σの意味と性質を理解し、数列の和を求
められる。 

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

階差数列 ○ ○ ○ ○ a:階差数列の意味を理解し、規則性を見つ
けようとする。 

b:階差数列を利用して、または初項から第 n
項までの和に着目して、一般項を考察で
きる。 

c:初項の扱いに注意して一般項が求められ
る。 

d:和 Sn と第 n 項 an の関係を理解し、数列
の一般項が求められる。 

いろいろな

数列の和 

○ ○ ○ ○ a:いろいろな和の求め方に興味を持ち、群
数列などに利用しようとする。 

b:群数列を理解し、ある特定の群に属する
数の和が求められる。 

c:隣接２項の差などを用いて数列の和が求
められる。 

d:和を求める際にいろいろ工夫できる。  

数学的 

帰納法 

漸化式 ○ ○ ○ ○ a:おき換えや工夫を要する複雑な漸化式 
および an+1＝pan+q を満たす数列の階差
数列について、具体的に考察しようとす
る。 

b:初項と漸化式を用いて数列を定義できる
ことを理解している。 

c:漸化式を適切に変形し、おき換えなどを
利用しながら数列の一般項を求めること
ができる。 

d:漸化式の意味を理解し、具体的に項を求
めることや、初項と漸化式から一般項を
求めることができる。  

 

提出物 

 

定期考査 

 

観察等 

数学的 

帰納法 

○ ○ ○ ○ a:数学的帰納法を利用して、いろいろな事
柄を積極的に証明しようとする。 

b:自然数 n に関する命題の証明には、数学
的帰納法が有効なことを理解している。 

c:n≧k の場合に成り立つ不等式の証明やあ
る数の倍数であることの証明などに、数
学的帰納法を利用できる。 

d:数学的帰納法を用いて、等式、不等式、
整数の性質などの証明ができる。 

 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 東書 改訂「物理基礎」 （東京書籍） 

副教材等 ネオパルノート物理基礎（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理現象から法則性を見出すためには「仮説をもって観察、実験などを行う」のが基本ですが、

実験するには実験装置がなければできません。しかし、実験装置がない場合が多く、また、時間

がかります。そこで、教科書や先生の話等を自分なりに考えることが大切。間違えても構わない、

どこで間違えたのかをメモをして覚えておく。納得のできないことは実験できるものは実験、で

きないものは信頼のできる資料で調べる。多様な物理的現象の根底には法則がある。その物理法

則は数式を利用して表現をしたものなので数式を自由に使いこなすことが必要になる。そのため

には公式を記憶し、問題を多数解いてみる。このようにしていけば実際の物理現象にもある条件

を付ければ（例えば空気抵抗を無視など）理解することができる。そうなれば面白くなり、また、

根拠のない話に騙されにくくなり役に立つものになると思う。 

２ 学習の到達目標 

物理現象の観察や実験から仮説を立てその法則性を見出す。高校の段階では物質は全て原子から

できていて、様々な物理的現象を原子、分子の運動を基礎として考え、理解する。また、物質以

外のものは波として考え、波の性質から考え、理解する。また、両方に共通するで考えとして、

エネルギーで考え、理解する。そこから発展し、より効率的にエネルギーを使い、生活を豊かに

できることを理解する。利用可能なエネルギーを作り出す方法には生命を尊重し、自然環境の保

全に寄与する態度と、未来の社会づくりに貢献できる力を身に付ける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活の物理現象

の関係に関心をもち、

意欲的に探究しよう

とするとともに、科学

的な見方や考え方を

身に付けている。 

物理現象の中に問題を

見いだし、探究する課

程を通して、事象を科

学的に考察し、導き出

した考えを適切に表現

している。 

物理現象に関する観

察、実験などを行い、

その中から法則を見

出し、自然の事物・

現象を科学的に探究

する技能を身に付け

ている。 

物理現象について、

原理・原則を理解

し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートの記述 

プリントの記述 

実験の記録 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートの記述 

プリントの記述 

実験の記録 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートの記述 

プリントの記述 

実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートの記述 

プリントの記述 

実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち77 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

物体の運動 
○    a:物体の運動について関心を持ち、法則

性を導き出すことに意欲的に探求して

いる。 

b:各運動の原因としての色々な力の大き

さや向きを考え、その考えを表現して

いる。 

c:運動の背後のエネルギーの存在や移り

変わりの実験等を行い、記録、整理す

る。そして、それを表現し、理解して

いる。 

d:物質の運動が運動方程式、エネルギー

の法則で決まることを理解し、記憶し、

問題を解き、物理現象に利用できてい

る。 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

プリントの

記述 

実験の記録 

定期考査の

結果 

力と運動 
 ○ ○  

仕事とエネルギー 
   ○ 

２
学
期 

熱
と
波 

熱とエネルギー 
○    a:熱に関心を持ち、エネルギーの一つの

形態として法則性を導き出すことに意

欲的に探求している。 

b:粒子の運動と比較し、波の運動を考え

異なることを導き出し、その考えを表

現している。 

c:波の現象、性質の実験等を行い、記録、

整理する。そして、それを表現し、理

解している。 

d:熱が分子原子の運動エネルギーである

こと、波は運動と共にエネルギーが伝

達していることを身につけ、理解し、

物理現象に利用できる。 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

プリントの

記述 

実験の記録 

定期考査の

結果 

 

波の性質 
 ○ ○  

音 
   ○ 

３
学
期 

電
気
と
磁
気
、
物
理
と
私
た
ち
の
生
活 

静電気と電流 
○    a:電気の正体や自然現象の中の電気等、

その性質、法則性を導き出すことに意

欲的に探求している。 

b:交流の発生や電波の発生、電力など磁

気とも考え合わせ、実験等を行い、記

録、整理する。そして、それを表現し

ている。 

c:エネルギーは色々なものに変換される

ことを利用し、利用可能なエネルギー

の発生の仕組みや発生方法など調べ、

記録し、整理している。 

d:電気は原子、分子の基本的な要素であ

り、うまく利用すれば豊かな生活に繋

がっていくことを理解し、知識を身に

つけている。 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

プリントの

記述 

実験の記録 

定期考査の

結果 

 

交流と電磁波 
 ○   

エネルギーとその利

用 

  ○  

物理が拓く世界 
   ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち78 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版 新編 化学基礎 （数研出版） 

副教材等 ニューサポート新編化学基礎 （東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 小学校・中学校で学習してきた理科の中でも、特に「物質」について主に学ぶ授業です。「化

学」は日常生活や社会にたくさん応用され、利用されています。その中でも基本的かつ基礎的な

部分を学びます。身のまわりにある物質について興味・関心をもち、日常生活や社会に「化学」

がどのように関連しているのかを常に考えながら、物質とその変化について関心と探究心をもっ

て学んでください。 

２ 学習の到達目標 

 自然の事物・現象に対する関心や探究心、特に日常生活や社会との関連を図りながら物質とそ

の変化への関心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探究する能力と態度

を育てるとともに、自然の事物・現象についての理解を深め、化学の基本的な概念や原理・法則

を理解させ、科学的な見方や考え方、論理的思考を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会と

の関連を図りながら

物質とその変化につ

いて関心をもち、意欲

的に探究しようとす

るとともに、科学的な

見方や考え方を身に

付けている。 

物質とその変化の中

に問題を見いだし、探

究する過程を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した考えを

的確に表現している。 

物質とその変化に

に関する観察、実験

などを行い、基本操

作を習得するととも

に、それらの過程や

結果を的確に記録、

整理し、自然の事

物・現象を科学的に

探究する技能を身に

付けている。 

物質とその変化

について、基本的な

概念や原理・原則を

理解し、知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学期 単元名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち79 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

物
質
の
構
成
と
化
学
結
合 

物
質
の
構
成 

混合物と純物質  ○ ○  
a:物質の三態変化は、構成粒子の状態が

どのように変化して起こっているの

か、元素の周期律、物質の結晶の構造

や性質と結合様式の違いなどに関心を

もち、意欲的に探求しようとする。  

b:いろいろな物質について純物質・混合

物、化合物・単体の違いや定義、同素

体・同位体について、また、原子の構

造や価電子に関連づけて結合や極性、

結晶などを説明できる。また、それら

を考察し、導きだした考えを表現しよ

うとする。 

c:混合物を純物質に分ける方法を習得す

るとともに、それらの過程や結果を的

確に記録、整理している。  

d:元素記号、主なイオンのイオン式が書

ける。また、絶対温度、原子の構造粒

子である陽子・中性子・電子・電荷の

関係について、イオン結晶と物質名・

組成式の組み立てについて理解し、知

識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

物質とその成分  ○  ○ 

物質の三態と熱運動 ○   ○ 

物
質
の
構
成
粒
子 

原子とその構造  ○  ○ 

イオン    ○ 

元素の周期表 ○ ○   

粒
子
の
結
合 

イオン結合とイオンから

なる物質 
   ○ 

分子と共有結合  ○   

共有結合結晶 ○    

金属結合と金属 ○ ○   

２
学
期 

物
質
の
変
化 

物
質
量
と
化
学
反
応
式 

原子量・分子量・式量    ○ 

a:化学変化やそれに伴う化学反応式、

酸・塩基、中和反応の本質について関

心をもち、意欲的に探究しようとする。 

b:物質量の概念を理解し、物質量に関す

る計算、濃度の計算ができる。また、

酸性、塩基性の強弱や水素イオン濃度

と水酸化物イオン濃度の関係とｐH の

関係、中和の量的関係の重要な要素、

塩の水溶液の液性を考察し、導き出し

た考えを表現している。 

c: 正しい化学反応式が表せ、係数から物

質の量的変化を質量、気体の体積など

の変化でとらえることができる。中和

滴定の実験により、濃度未知の酸や塩

基の濃度を求める方法を習得するとと

もに、それらの過程や結果を的確に記

録、整理している。 

d:原子量・分子量・式量、物質量 mol の

定義を理解する。中和の量的関係を数

値計算により求めることができ、滴定

曲線におけるｐH の変化、中和点、指

示薬について理解し、知識を身に付け

ている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 
物質量  ○  ○ 

溶液の濃度  ○  ○ 

化学反応式と物質量 ○ ○ ○  

酸
と
塩
基
の
反
応 

酸・塩基 ○    

水の電離と水溶液のｐH  ○   

中和反応 ○ ○ ○ ○ 

塩  ○   



学校整理番号３１４ 

217枚のうち80 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

３
学
期 

酸
化
還
元
反
応 

酸化と還元  ○  ○ 

a:金属樹が生成すること、身近にある電

池の構造や反応の仕組みについて関心

をもち、意欲的に探究しようとする。 

b:酸化還元反応には必ず電子の移動が伴

うこと、酸化数を求めることで酸化還

元を考察することができる。また、酸

化還元の反応式から、酸化剤と還元剤

のはたらきをよみとり、考察し、導き

出した考えを表現している。 

c:金属樹ができる様子や電池を作ること

で、金属がイオンになる場合のなりや

すさを実験から判断できるようにな

り、それらの実験の基本操作を習得す

るとともに、それらの過程や結果を的

確に記録、整理している。 

d:電子の教授が酸化還元反応の本質であ

ることを理解し、知識を身に付けてい

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

酸化剤と還元剤  ○   

金属の酸化還元反応 ○  ○  

酸化還元反応の利用－

電池・金属の精錬－ 
○  ○  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち81 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校生物基礎 （実教出版） 

副教材等 改訂 ネオパルノート 生物基礎 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

地球上にはヒトを含め、様々な生物が生息している。その１つ１つには違いがあり、多様性に

あふれている一方で、生物であれば必ずもつ特性・特徴も存在する。 

高校の生物基礎では、小・中学校での理科の学習内容を踏まえて、「生物の多様性や共通性」

について「遺伝子」、「恒常性」、「生態系」という３つの視点でより深く学んでいくことで、

自然を尊重し、生命活動の神秘に関心をもち、自然と協調した社会の在り方について主体的に考

える力を身につけることを目指す。 

２ 学習の到達目標 

１．多様な生物も細胞からなり、遺伝子としてＤＮＡを、エネルギーの受け渡しにＡＴＰを使うという共通性を

もつことを理解する。 

２．遺伝子の本体である DNA の構造やはたらきについて知り、細胞分裂を通して遺伝子の分配についてつかむこ

とができる。 

３．人が健康に生きるには個々の細胞の働きによって内部環境が一定に保たれることが重要であることを知る。 

４．地球上の多様な生物は気温や降水量等と密接な関係を持つ生態系を構成し物質循環とエネルギーの移動によ

ってつながっていることに気づく。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関

連を図りながら生物や

生物現象の関係に関心

をもち、意欲的に探究し

ようとするとともに、生

物の共通性と多様性を

意識するなど、科学的な

見方や考え方を身に付

けている。 

生物や生物現象の中に

問題を見いだし、探究

する活動等を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した考えを

適切に表現している。 

生物や生物現象に関

する観察、実験などを

行い、基本操作を習得

するとともに、それら

の過程や結果を的確

に記録、整理し、自然

の事物・現象を科学的

に探究する技能を身

に付けている。 

生物や生物現象に

ついて、基本的な

概念や原理・原則

を理解し、知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートや授業プリント

の記述 

課題等の仕上がり 

学習状況の観察 

ノートや授業プリント

の記述 

定期考査の結果 

調べ学習・発表等 

学習状況の観察 

ノートや授業プリン

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや授業プリ

ントの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学期ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち82 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

生
物
と
遺
伝
子 

生物の多様性と共通性 
  ○  a:生物の多様性と共通性、遺伝現象とＤ

ＮＡに関心を持ち、意欲的に学習しよ

うとする。 

b:体細胞分裂の前後で遺伝情報の同一性

が保たれていることに気づくことがで

きる。 

c:「細胞の観察」に関する探究活動を行

い、生物学的に探究する方法を習得す

るとともに、それらの過程や結果を的

確に記録、整理している。  

d:生命活動に必要なエネルギーと代謝に

ついて理解し、知識を身に付けている。 

ＤＮＡの情報に基づいてタンパク質

が合成されることを理解し、知識を身

に付けている。 

学習状況 

授業プリント 

観察・実験 

定期考査 

調べ学習・

発表等 

細胞とエネルギー 
   ○ 

遺伝現象とＤＮＡ 
○    

遺伝情報の分配 
 ○   

遺伝情報と 

タンパク質の合成 

   ○ 

２
学
期 

生
物
の
体
内
環
境 

体液とその働き 
○    a:体内環境について関心をもち、意欲的

に学習しようとする。 

b:病原菌などの異物を認識、排除して体

内環境を保つ仕組みを知り、導き出し

た考えを表現している。 

c:「生物の体内環境の維持」に関する探

究活動を行い、生物学的に探究する方

法を習得するとともに、それらの過程

や結果を的確に記録、整理している。 

d:体内環境の維持に自律神経とホルモン

が関わっていることを理解し、知識を

身に付けている。 

学習状況 

授業プリント 

ノート 

定期考査 

 

体内環境維持 

のしくみ 

 ○   

生体防御 
   ○ 

３
学
期 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

気候とバイオーム 
○    a:気候とバイオーム、生態系のバランス

について関心をもち、意欲的に学習し

ようとする。 

b:「生物の多様性と生態系」に関する探

究活動を行い、事象や結果を考察し、

導き出した考えを表現している。 

c:生態系と物質循環について資料収集な

どを行い、それらを的確に記録、整理

している。 

d:陸上には様々な植生がみられ、植生は

長期的に移り変わっていくことを理解

し、知識を身に付けている。 

学習状況 

授業プリント 

ノート 

定期考査 

調べ学習・

発表等 
植生と遷移 

   ○ 

生態系と物質循環 
   ○ 

生態系のバランス 
○    

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち83 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 理科 科目 地学基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 地学基礎 新訂版（実教出版） 

副教材等 ビジュアルプラス地学基礎ノート（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

地学は、私たちの生活の場である自然環境に関する科目です。自然環境は、時代によって変化す

るため、自然環境を理解するには、自然界の歴史を辿ることも必要です。日本列島は地震・火山・

集中豪雨など自然災害の非常に多い。これらの自然災害に対し、正しく対処するためには、それ

らの仕組みを理解することが大切です。単なる抽象的な知識として覚えるのではなく、自分の生

活に関連させて学習することが大切です。地学で学習したことは、実生活に役立つはずです。 

２ 学習の到達目標 

宇宙の誕生、銀河の分布、太陽の表面の現象、太陽のエネルギー源、太陽の進化について学習し、

宇宙のしくみと成り立ちを理解する。太陽系の中の地球、地球の形と大きさ、地球内部の層構造

を学習し、惑星としての地球の特徴を理解する。変動する地球について学習し、地球がプレート

の運動や太陽の放射エネルギーによって変動してきたことを理解する。また、地球の環境と人間

生活とのかかわりについて考察する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら地

球や宇宙に関心をも

ち、意欲的に探究し

ようとするととも

に、スケールと時間

（歴史）を常に意識

するなど、科学的な

見方や考え方を身に

付けている。 

地球や宇宙の中に問

題を見いだし、探究す

る課程を通して、事象

を科学的に考察し、導

き出した考えを適切

に表現している。 

地球や宇宙に関す

る観察、実験などを

行い、基本操作を習

得するとともに、そ

れらの過程や結果

を的確に記録、整理

し、自然の事物・現

象を科学的に探究

する技能を身に付

けている。 

地球や宇宙につい

て、基本的な概念

や原理・原則を理

解し、知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち84 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

宇
宙
に
お
け
る
地
球 

宇宙のすがた 
○   ○ a:宇宙の誕生や地球の形成について、関

心を持ち、宇宙の進化や地球について

意欲的に探究しようとする。 

b:太陽系の誕生、惑星の形成過程を学習

し、生命を生み出す条件を備えた地球

の特徴を考察し、導き出した考えを表

現している。 

c:「太陽」と「岩石」に関する探究活動

を行い、地学的に探究する方法を習得

するとともに、それらの過程や結果を

的確に記録、整理している。  

d:宇宙と惑星としての地球の特徴を理解

する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 

天の川銀河 
○   ○ 

太陽と恒星 
○  ○  

太陽系の中の地球 
 ○   

地球の形と大きさ 
   ○ 

地球内部の層構造 
○  ○  

２
学
期 

変
動
す
る
地
球 

プレートの運動 
 ○   a:火山や地震など変動する地球について

関心をもち、意欲的に探究しようとす

る。 

b:プレートの運動によって、地震の発生

や火山活動がおこり、大地形が形成さ

れることを理解し、変動する地球につ

いて考察する。 

c:「地層と化石」に関する探究活動を行

い、地学的に探究する方法を習得する

とともに、それらの過程や結果を的確

に記録、整理している。 

d:地層が形成される仕組みや古生物の変

遷を学習し、地質構造や地球環境の変

化について理解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 

 

火山活動と地震 
○    

地層の形成と地質構

造 

  ○ ○ 

古生物の変遷と地球

環境 

 ○ ○ ○ 

３
学
期 

大
気
と
海
洋
、
地
球
の
環
境 

地球の熱収支 
○   ○ a:大気と海洋、地球環境について関心を

もち、意欲的に探究しようとする。 

b: 日本の自然環境を理解し、その恩恵や

災害など自然環境と人間生活とのかか

わりについて考察する。 

c:気象現象について観察、資料収集など

を行い、基本操作を習得するとともに、

それらの過程や結果を的確に記録、整

理している。 

d:大気の構造と地球の熱収支を理解し、

大気の大循環と海水の循環及びそれら

による地球規模の熱の輸送について理

解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 

大気の運動 
   ○ 

海水の運動 
○   ○ 

地球環境の変化 
○    

日本の自然環境 
 ○ ○  

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち85 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 理科 科目 ２年化学 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 化学 新訂版 （実教出版） 

副教材等 
インプレス化学ノート（浜島書店）、ゼミナール化学基礎（浜島書店）、三訂版［フ

ォトサイエンス］化学図録（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年次で学習した化学基礎をベースに様々な化学的現象の各論を深く学びます。特に、化学基礎

に引き続く理論化学と無機物質について学習します。身のまわりにある物質について興味・関心

をもち、日常生活や社会に「化学」がどのように関連しているのかを常に考えながら、物質とそ

の変化について関心と探究心をもって学んでください。 

２ 学習の到達目標 

自然の事物・現象に対する関心や探究心、特に日常生活や社会との関連を図りながら物質とその

変化への関心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を

育てるとともに、自然の事物・現象についての理解を深め、化学の概念や原理・法則を理解させ、

科学的な見方や考え方、論理的思考を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

化学的な事物・現象

に関心や探究心をも

ち、主体的に探究し

ようとするととも

に、科学的態度を身

につけている。 

化学的な事物・現象の

中に問題を見いだし、

探究する過程を通し

て、事象を科学的に考

察し、導き出した考え

を的確に表現してい

る。 

化学的な事物・現象

に関する観察、実験

などを行い、基本操

作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の

事物・現象を科学的

に探究する技能を

身につけている。 

化学的な事物・現

象に関する基本的

な概念や原理・法

則について理解を

深め、知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち86 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

物
質
の
状
態
と
平
衡 

状態変化 ○    

a: 物質の三態とその変化について関心をも

ち、状態変化とエネルギーや分子間力との

関係に関して意欲的に探究しようとする。 

  溶液とそのしくみ、固体や気体の溶解度、

希薄溶液が示す沸点上昇・凝固点降下・浸

透圧について関心をもち、それらの現象を

説明する原理や概念について意欲的に探究

しようとする。 

b: ボイル・シャルルの法則を用いて、気体

の圧力・体積・絶対温度の関係および状態

変化について、また、気体の状態方程式、

混合気体の分圧の法則、理想気体と実在気

体についての概念をもとに、気体の分子量、

混合気体における分子間力と分子の大きさ

のはたらき等について考察し、導き出した

考えを表現している。 

c: 溶液の冷却曲線やコロイド溶液の性質を

調べる化学的方法と操作をを習得するとと

もに、それらの過程や結果と意味を的確に

記録、整理している。 

d: 金属の結晶やイオン結晶の単位格子の構

造と種類について理解・習得し、金属の結

晶の原子半径と単位格子の一辺の長さの関

係や充填率、イオン結晶の安定性について

基本的な知識を身につけている。また、共

有結合の結晶・分子結晶・非晶質の構造に

ついて理解・習得し、それらの特性につい

ても基本的な知識を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 

気体の性質  ○   

固体の構造  ○  ○ 

溶液 ○  ○  

２
学
期 

物
質
の
変
化
と
平
衡 

化学反応と熱・

光エネルギー 
○ ○  ○ 

a: 化学反応に伴う熱・光の生成について関

心をもち、熱の発熱・吸熱やその表し方、

反応熱の種類等についてや反応熱と反応経

路の関係に関心をもち、ヘスの法則や生成

熱・結合エネルギーと反応熱の量的な関係

について意欲的に探究しようとする。 

  電池の原理と実用電池について、また、

電気分解の原理と具体的な水溶液の電気分

解に関心をもち、共通する反応様式や具体

的なしくみ、反応における量的関係につい

てに意欲的に探究しようとする。 

b: 熱化学方程式が示す化学反応と反応熱の

考え方をもとに、エネルギーとしてのいろ

いろな反応熱に関して状態変化も含み考察

し、導き出した考えを表現している。また、

反応熱に含まれる光のエネルギーという考

え方を理解するとともに、生成熱や結合エ

ネルギーという概念をもとに、化学反応経

路と反応熱の関係をヘスの法則を用いて考

察し、導き出した考えを表現している。 

c: 電気分解における変化の観察を通じて、

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち87 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

化学反応と電気

エネルギー 
○  ○ ○ 

両極における反応を説明できるとともに，

基本的な操作を習得、それらの過程や結果

を的確に記録、整理し、自らの考えを導き

出し、的確に表現できている。また、電気

量と電極の質量変化を測定し，ファラデー

定数の値を算出するとともに，その原理的

過程を考察し的確に表現できる。 

d: 反応熱を正確に表現できる熱化学方程式

について理解・習得し、いろいろな反応熱

について正しく表現できる基本的な知識を

身につけている。また、エネルギーとして

の光を含めてヘスの法則の意味するところ

を理解・習得し、その応用としての生成熱

や結合エネルギーの扱い方について基本的

な知識を身につけている。 

電池の原理と実用電池の反応の様式や

しくみ、電気分解の原理と金属のイオン化

傾向や陰イオンの分解特性、ファラデーの

法則について理解・習得し、個別具体的な

反応と量的関係の考察を通じて基本的な

知識を身につけている。 

無
機
物
質 

周期表 

 
○    

a: 単体や無機化合物の性質や反応に関する

事物・現象に関心をもち、それらに関する

基本的な概念や法則を、意欲的に探究しよ

うとする。 

b: 日常生活と関わりの深い無機物質とその

イオンについて観察、実験などを行い、規

則性を見いだし、さまざまな事物・現象の

生じる要因やしくみを考察し、導き出した

考えを表現している。 

  無機物質と化学工業との関係をさまざま

な観点でとらえ，無機物質の工業的製造法

や、単体や無機化合物が人間生活にどのよ

うに関わっているかを科学的に考察でき

る。 

c: 単体や無機化合物の性質や反応に関する

観察、実験を行い、その基本的な操作を習

得するとともに、それらの過程や結果を的

確に記録、整理し、自らの考えを導き出し、

的確に表現できている。 

d: 単体や無機化合物の性質や反応に関する

基本的な概念や原理・法則および周期表と

の関係を理解し、知識を身につけている。

また、化学工業や人間生活に関連づけて理

解し、知識を身につけている。 

３
学
期 

非金属元素  ○ ○ ○ 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 

金属元素 ○ ○  ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち88 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

教科 理科 科目 ３年化学 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編 化学 （数研出版） 

副教材等 

インプレス化学ノート（浜島書店）、2018 セミナー化学基礎＋化学（第一学習社） 

ゼミナール化学基礎（浜島書店）、三訂版［フォトサイエンス］化学図録（数研出

版）） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年次で学習した化学基礎をベースに様々な化学的現象の各論を深く学びます。特に、２年次で

学んだ化学に引き続き、理論化学と有機物質について学習します。身のまわりにある物質につい

て興味・関心をもち、日常生活や社会に「化学」がどのように関連しているのかを常に考えなが

ら、物質とその変化について関心と探究心をもって学んでください。 

２ 学習の到達目標 

自然の事物・現象に対する関心や探究心、特に日常生活や社会との関連を図りながら物質とその

変化への関心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を

育てるとともに、自然の事物・現象についての理解を深め、化学の概念や原理・法則を理解させ、

科学的な見方や考え方、論理的思考を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

化学的な事物・現象

に関心や探究心をも

ち、主体的に探究し

ようとするととも

に、科学的態度を身

につけている。 

化学的な事物・現象の

中に問題を見いだし、

探究する過程を通し

て、事象を科学的に考

察し、導き出した考え

を的確に表現してい

る。 

化学的な事物・現象

に関する観察、実験

などを行い、基本操

作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の

事物・現象を科学的

に探究する技能を

身につけている。 

化学的な事物・現

象に関する基本的

な概念や原理・法

則について理解を

深め、知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち89 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

物
質
の
変
化 

化学反応の速さ

としくみ 
 ○ ○ ○ 

a: 可逆反応と不可逆反応、化学平衡とその

移動、化学平衡の原理や工業的応用に関心

をもち、その意味や平衡状態の表し方、温

度・圧力・濃度・触媒の影響などについて

意欲的に探究しようとする。 

  弱酸・弱塩基の電離平衡、水の電離平衡

と水溶液の pH、塩の加水分解、緩衝液と pH

について関心をもち、その意味や平衡状態

の表し方、各種平衡定数の関係や溶解度積

について意欲的に探究しようとする。 

b: 化学反応速度の大きさに与える濃度・温

度・触媒・固体の表面積・光の作用の影響・

触媒の作用を含む化学反応のしくみについ

て、反応速度式や反応速度定数、活性化エ

ネルギー等の考え方や実験データをもとに

考察し、導き出した考えを表現している。 

  弱酸・弱塩基の電離平衡や水溶液の pH、

塩の水溶液の性質や加水分解、緩衝作用な

どについて平衡定数と電離度、ルシャトリ

エの原理と共通イオン効果の考え方を用い

て説明し、考察できる。 

c: 過酸化水素水の分解反応による酸素発生

量を測定し、その反応速度を算出する方法

を習得するとともに、それらの過程や結果

を的確に記録、整理し考察できる。  

d: 化学反応速度の意味と表現方法、濃度・

温度・触媒・固体表面積等の影響、触媒の

作用を含む反応のしくみについて理解・習

得し、具体的な反応にあてはめる知識を身

に付けている。 

 可逆反応における化学平衡の意味、固体反

応を含む平衡定数、ルシャトリエの原理と

その工業的な応用について理解・習得し、

個別具体的な反応にあてはめる基本的な知

識を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 

化学平衡 ○ ○  ○ 

２
学
期 

有
機
化
合
物 

有機化合物の分

類と分析 
○   ○ 

a: 有機化合物の特徴、炭化水素の性質や反

応、官能基を含む有機化合物の性質や反応

に関する事物・現象に関心をもち、その構

造や性質、反応性について意欲的に探究し

ようとする。 

b: 炭化水素の性質や反応性が、炭素鎖の構

造に特徴づけられることを見いだし、構造

異性体などを論理的に考察できる。 

酸素および窒素を含む代表的な官能基

の反応性と有機化合物相互の関連につい

て観察・実験などを行い、考察し、導き出

した考えを表現できる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 

脂肪族炭化水素 ○ ○   

アルコールと関

連化合物 
 ○  ○ 



学校整理番号３１４ 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

芳香族化合物  ○ ○ ○ 

c: 官能基を含む有機化合物に関する観察、

実験を行い、その基本的な操作を習得する

とともに、それらの過程や結果を的確に記

録、整理し、それらから自らの考えを導き

出し、的確に表現している。 

d: 官能基を含む有機化合物を脂肪族化合

物、芳香族化合物等を通して理解し、有機

化合物相互の関連性について、また、代表

的な個々の官能基の性質に対する知識を身

につけている。有機化合物全般について、

人間生活と関連づけて理解し、知識を身に

付けている。 

有機化合物と人

間生活 
   ○ 

３
学
期 

高
分
子
化
合
物 

高分子化合物の

特徴 
 ○   

a: 天然・合成高分子化合物の性質や反応に

関する事物・現象に関心をもち、その構造

や性質、反応性について意欲的に探究しよ

うとする。また、高分子化合物と日常生活

や社会との関連について関心をもち、人間

生活との関わりについて意欲的に探究しよ

うとする。 

b: 高分子化合物の性質や反応性が無機物質

や有機化合物とは異なる特徴があることを

見いだせる。また、天然・合成高分子化合

物の構造・性質・反応性について単量体の

官能基のはたらきとの関連性を見いだし、

論理的に考察し、導き出した考えを表現し

ている。 

c: 天然・合成高分子化合物の性質や反応性

の観察、実験を行い、その基本的操作およ

び的確な記録のしかたを習得するととも

に、その過程や結果から自らの考えを導き

出し、的確に表現できる。 

d: 天然高分子化合物の性質や反応性につい

て、糖類、アミノ酸とタンパク質、酵素、

核酸等を通して理解し、天然高分子化合物

相互の相違と関連性についての知識を身に

つけている。また、合成高分子化合物の合

成反応や性質・反応性について、合成繊維、

プラスチック、ゴム等の用途別の代表的な

合成高分子化合物について理解し、相互の

相違と関連性について知識を身につけてい

る。合成高分子化合物について、人間生活

と関連づけて理解し、知識を身につけてい

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観 察 ・ 実

験 

定期考査 

天然高分子化合

物 
○ ○ ○ ○ 

合成高分子化合

物 
○ ○ ○ ○ 

高分子化合物と

人間生活 
○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち91 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 保健体育 科目 体育（男子） 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 最新高等保健体育【改訂版】（大修館書店） 

副教材等 アクティブスポーツ（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよ

う。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒

に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあっ

たスポーツライフを考えてみよう。 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して運動する態度を育て、運動の合理的、計画的

な実践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく日常生活で

生かせるよう、ライフステージと健康について知識や理解を深めるとともに健康の保持増進の

ための実践力の育成と体力の向上を図り適切に判断する能力を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客

観的に判断できる。 

公正・協力・責任・

参画などの態度を身

に付ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続す

るための取組を工夫

できる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことができる。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に生かせる。 

記録や技能向上に

挑戦する。 

運動の合理的な実

践を通して、種目特

性に応じて勝敗を

競ったり、攻防を展

開したり、表現する

ための各領域の運

動特性に応じた段

階的な技能を身に

付ける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方についての具体

的な方法を理解して

いる。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

技能観察 

ノート 

       等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

集
団
行
動 

体
つ
く
り
運
動 

オリエンテーション 

集団行動 

翠翔体操 

体力を高める運動 

新体力テスト 

 

○ ○  ○ a:体つくり運動の楽しさや心地よさ

を味わうことができるよう、体力

の違いに配慮しようとすること、

自己の責任を果たそうとすること

など、健康・安全を確保して学習

に自主的に取り組もうとしてい

る。 

b:ねらいに応じて健康の保持増進や

調和のとれた体力の向上を図るた

めの運動の計画を立てるととも

に、自己の課題に応じた運動の取

り組み方を工夫している。 

d:運動を継続する意義、体の構造、

運動の原則などを理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

 

武
道
（通
年
） 

柔道 

 

○ ○ ○ ○ a:武道の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう相手を尊重し、伝統

的な行動の仕方を大切にしようと

することや自己責任を果たそうと

するなど、健康・安全を確保して、

自主的に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって柔道を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:武道の特性に応じた、攻防を展開

するための得意技を身に付けてい

る。 

d:伝統的な考え方、技の名称や見取

り稽古の仕方、体力の高め方、運

動観察の方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

陸
上
競
技 

 

器
械
運
動 

陸上競技 

跳躍種目（走り幅跳び） 

 

器械体操 

接転技 

ほん転技 
発展技 

演技構成 

○ ○ ○ ○ a:各種目の楽しさや喜びを味わうこ

とができるように勝敗を冷静に受

け止めること、よい演技を讃えよ

うとすること、マナーやルールを

大切にしようとすることや自己責

任を果たそうとすることなど、健

康や安全を確保して、自主的に取

り組もうとしている。 

b:生涯にわたって各種目を豊かに実

践するための自己の課題に応じた

取り組み方を工夫している。 

c:各種目の特性に応じた、各種目、

演技特有の技能を身につける。 

d:技術や技の名称や行い方、運動観

察の方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち93 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

水
泳 

水泳 

クロール 

背泳ぎ 

○ ○ ○ ○ a:水泳の楽しさや喜びを味わうこと

ができるように勝敗を冷静に受け

止め、マナーやルールを大切にし

ようとすることや自己責任を果た

そうとすることなどや、水泳の事

故防止に関する心得など、健康や

安全を確保して、自主的に取り組

もうとしている。 

b:生涯にわたって水泳を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的な泳

法を身に付けている。 

d:技術の名称や行い方、体力の高め

方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

球
技 

 

ゴ
ー
ル
型 

ゴール型 

ハンドボール 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、自己責任

を果たそうとすること、作戦など

についての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全を確

保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

３
学
期 

体
育
理
論 

スポーツの技術と技能 

技能の上達過程と練習 

技能と体力 

体力トレーニング 

運動・スポーツにおける 

安全の確保 

 

○ ○  ○ a:運動・スポーツの学び方について、

意見交換や自身の考えを発表する

などの活動を通し、学習に自主的

に取り組もうとしている。 

b:運動・スポーツの学び方について、

必要な情報を比較したり分析した

りしてまとめた考えを説明でき

る。 

d:運動・スポーツの学び方について、

言ったり書きだしたりしている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

体育理論の

テスト 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち94 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

陸
上
競
技 

 
 

陸上競技 

長距離走（１５００ｍ 

       ４５００ｍ） 

 

 

○ ○ ○ ○ a:長距離走の楽しさや喜びを味わう

ことができるように勝敗を冷静に

受け止めること、マナーやルール

を大切にしようとすることや自己

責任を果たそうとすることなど、

健康や安全を確保して、自主的に

取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって長距離走を豊かに

実践するための自己の課題に応じ

た取り組み方を工夫している。 

c:長距離走の特性に応じた、特有の

技能を身につける。 

d:技術や体力の高め方、運動観察の

方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち95 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 保健体育 科目 体育（女子） 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 最新高等保健体育【改訂版】（大修館書店） 

副教材等 アクティブスポーツ（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよ

う。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒

に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあっ

たスポーツライフを考えてみよう。 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して運動する態度を育て、運動の合理的、計画的

な実践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく日常生活で

生かせるよう、ライフステージと健康について知識や理解を深めるとともに健康の保持増進の

ための実践力の育成と体力の向上を図り適切に判断する能力を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客

観的に判断できる。 

公正・協力・責任・

参画などの態度を身

に付ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続す

るための取組を工夫

できる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことができる。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に生かせる。 

記録や技能向上に

挑戦する。 

運動の合理的な実

践を通して、種目特

性に応じて勝敗を

競ったり、攻防を展

開したり、表現する

ための各領域の運

動特性に応じた段

階的な技能を身に

付ける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方についての具体

的な方法を理解して

いる。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

技能観察 

ノート 

       等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち96 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

集
団
行
動 

体
つ
く
り
運
動 

オリエンテーション 

集団行動 

翠翔体操 

体力を高める運動 

新体力テスト 

○ ○  ○ a:体つくり運動の楽しさや心地よさ

を味わうことができるよう、体力

の違いに配慮しようとすること、

自己の責任を果たそうとすること

など、健康・安全を確保して学習

に自主的に取り組もうとしてい

る。 

b:ねらいに応じて健康の保持増進や

調和のとれた体力の向上を図るた

めの運動の計画を立てるととも

に、自己の課題に応じた運動の取

り組み方を工夫している。 

d:運動を継続する意義、体の構造、

運動の原則などを理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

 

ダ
ン
ス
（通
年
） 

ダンス 

創作ダンス 

リズムダンス 

○ ○ ○  a:各種目の楽しさや喜びを味わうこ

とができるように互いの違いや良

さを認めあうこと、マナーやルー

ルを大切にしようとすることや自

己責任を果たそうとするなど、健

康や安全を確保して、自主的に取

り組もうとしている。 

b:生涯にわたって豊かに実践するた

めの自己の課題に応じた運動の取

り組み方を工夫している。 

c:各ジャンルの特性に応じた、各種

目、演技特有の技能やイメージを

深めた表現が身につけている。 

d:技術やダンスの名称、用語、表現

の仕方など、体力の高め方、運動

観察の方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

水
泳 

水泳 

クロール 

背泳ぎ 

○ ○ ○ ○ a:水泳の楽しさや喜びを味わうこと

ができるように勝敗を冷静に受け

止め、マナーやルールを大切にし

ようとすることや自己責任を果た

そうとすることなどや、水泳の事

故防止に関する心得など、健康や

安全を確保して、自主的に取り組

もうとしている。 

b:生涯にわたって水泳を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的な泳

法を身に付けている。 

d:技術の名称や行い方、運動観察の

方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち97 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

球
技 

 

ゴ
ー
ル
型 

ゴール型 

サッカー 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、自己責任

を果たそうとすること、作戦など

についての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全を確

保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

陸
上
競
技 

 
 

器
械
運
動 

陸上競技 

跳躍種目（走り幅跳び） 

 

器械体操 

接転技 
ほん転技 
発展技 
演技構成 

 

鉄棒運動 

 支持回転 

 手の握り方 

○ ○ ○  a:各種目の楽しさや喜びを味わうこ

とができるように勝敗を冷静に受

け止めること、よい演技を讃えよ

うとすること、マナーやルールを

大切にしようとすることや自己責

任を果たそうとすることなど、健

康や安全を確保して、自主的に取

り組もうとしている。 

b:生涯にわたって各種目を豊かに実

践するための自己の課題に応じた

運動の取り組み方を工夫してい

る。 

c:各種目の特性に応じた、各種目、

演技特有の技能を身につける。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち98 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

３
学
期 

体
育
理
論 

スポーツの技術と技能 

技能の上達過程と練習 

技能と体力 

体力トレーニング 

運動・スポーツにおける安

全の確保 

 

○ ○  ○ a:運動・スポーツの学び方について、

意見交換や自身の考えを発表する

などの活動を通し、学習に自主的

に取り組もうとしている。 

b:運動・スポーツの学び方について、

必要な情報を比較したり分析した

りしてまとめた考えを説明でき

る。 

d:運動・スポーツの学び方について、

言ったり書きだしたりしている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

体育理論の

テスト 

 

 

陸
上
競
技 

 
 

陸上競技 

長距離走（１５００ｍ 

       ３０００ｍ） 

 

 

○ ○ ○ ○ a:長距離走の楽しさや喜びを味わう

ことができるように勝敗を冷静に

受け止めること、マナーやルール

を大切にしようとすることや自己

責任を果たそうとすることなど、

健康や安全を確保して、自主的に

取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって長距離走を豊かに

実践するための自己の課題に応じ

た取り組み方を工夫している。 

c:長距離走の特性に応じた、特有の

技能を身につける。 

d:技術や体力の高め方、運動観察の

方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち99 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 保健体育 科目 体育（男子） 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 最新高等保健体育【改訂版】（大修館書店） 

副教材等 アクティブスポーツ（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよ

う。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒

に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあっ

たスポーツライフを考えてみよう。 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して運動する態度を育て、運動の合理的、計画的

な実践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく日常生活で

生かせるよう、ライフステージと健康について知識や理解を深めるとともに健康の保持増進の

ための実践力の育成と体力の向上を図り適切に判断する能力を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客

観的に判断できる。 

公正・協力・責任・

参画などの態度を身

に付ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続す

るための取組を工夫

できる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことができる。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に生かせる。 

記録や技能向上に

挑戦する。 

運動の合理的な実

践を通して、種目特

性に応じて勝敗を

競ったり、攻防を展

開したり、表現する

ための各領域の運

動特性に応じた段

階的な技能を身に

付ける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方についての具体

的な方法を理解して

いる。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

技能観察 

ノート 

       等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち100 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

集
団
行
動 

体
つ
く
り
運
動 

オリエンテーション 

集団行動 

体力を高める運動 

新体力テスト 

 

○ ○  ○ a:体つくり運動の楽しさや心地よさ

を味わうことができるよう、体力の

違いに配慮しようとすること、自己

の責任を果たそうとすることなど、

健康・安全を確保して学習に自主的

に取り組もうとしている。 

b:ねらいに応じて健康の保持増進や

調和のとれた体力の向上を図るた

めの運動の計画を立てるとともに、

自己の課題に応じた運動の取り組

み方を工夫している。 

d:運動を継続する意義、体の構造、運

動の原則などを理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

 

球
技 

 

ネ
ッ
ト
型 

ネット型 

バレーボール 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大切

にしようとすること、自己責任を果

たそうとすること、作戦などについ

ての話合いに貢献しようとするこ

となどや、健康や安全を確保して、

自主的に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち101 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

水
泳 

水泳 

クロール 

背泳ぎ 

平泳ぎ 

○ ○ ○ ○ a:水泳の楽しさや喜びを味わうこと

ができるように勝敗を冷静に受け

止め、マナーやルールを大切にしよ

うとすることや自己責任を果たそ

うとすることなどや、水泳の事故防

止に関する心得など、健康や安全を

確保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって水泳を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的な泳法

を身に付けている。 

d:技術の名称や行い方、体力の高め

方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

陸
上
競
技 

陸上競技 

短距離走（ハードル） 

投擲種目（砲丸投げ 

円盤投げ） 

○ ○ ○ ○ a:各種目の楽しさや喜びを味わうこ

とができるように勝敗を冷静に受

け止めること、よい演技を讃えよう

とすること、マナーやルールを大切

にしようとすることや自己責任を

果たそうとすることなど、健康や安

全を確保して、自主的に取り組もう

としている。 

b:生涯にわたって各種目を豊かに実

践するための自己の課題に応じた

取り組み方を工夫している。 

c:各種目の特性に応じた、各種目、演

技特有の技能を身につける。 

d:技術や技の名称や行い方、運動観察

の方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち102 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

球
技 

 

ゴ
ー
ル
型 

ゴール型 

バスケットボール 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大切

にしようとすること、自己責任を果

たそうとすること、作戦などについ

ての話合いに貢献しようとするこ

となどや、健康や安全を確保して、

自主的に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

３
学
期 

体
育
理
論 

人間にとって「動く」とは 

何か 

スポーツの始まりと変遷 

スポーツ文化の楽しみ方 

オリンピックと国際理解 

スポーツと経済 

ドーピングとスポーツ倫理 

○ ○  ○ a:運動・スポーツの文化的特徴につい

て、意見交換や自身の考えを発表す

るなどの活動を通し、学習に自主的

に取り組もうとしている。 

b:運動・スポーツの文化的特徴につい

て、必要な情報を比較したり分析し

たりしてまとめた考えを説明でき

る。 

d:運動・スポーツの文化的特徴につい

て、言ったり書きだしたりしてい

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

体育理論の

テスト 

 

陸
上
競
技 

 
 

陸上競技 

長距離走（２２５０ｍ 

       ４５００ｍ） 

 

 

○ ○ ○ ○ a:長距離走の楽しさや喜びを味わう

ことができるように勝敗を冷静に

受け止めること、マナーやルールを

大切にしようとすることや自己責

任を果たそうとすることなど、健康

や安全を確保して、自主的に取り組

もうとしている。 

b:生涯にわたって長距離走を豊かに

実践するための自己の課題に応じ

た取り組み方を工夫している。 

c:長距離走の特性に応じた、特有の技

能を身につける。 

d:技術や体力の高め方、運動観察の方

法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち103 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち104 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 保健体育 科目 体育（女子） 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 最新高等保健体育【改訂版】（大修館書店） 

副教材等 アクティブスポーツ（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよ

う。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒

に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあっ

たスポーツライフを考えてみよう。 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して運動する態度を育て、運動の合理的、計画的

な実践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく日常生活で

生かせるよう、ライフステージと健康について知識や理解を深めるとともに健康の保持増進の

ための実践力の育成と体力の向上を図り適切に判断する能力を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客

観的に判断できる。 

公正・協力・責任・

参画などの態度を身

に付ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続す

るための取組を工夫

できる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことができる。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に生かせる。 

記録や技能向上に

挑戦する。 

運動の合理的な実

践を通して、種目特

性に応じて勝敗を

競ったり、攻防を展

開したり、表現する

ための各領域の運

動特性に応じた段

階的な技能を身に

付ける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方についての具体

的な方法を理解して

いる。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

技能観察 

ノート 

       等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち105 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

集
団
行
動 

体
つ
く
り
運
動 

オリエンテーション 

集団行動 

体力を高める運動 

新体力テスト 

○ ○  ○ a:体つくり運動の楽しさや心地よさ

を味わうことができるよう、体力

の違いに配慮しようとすること、

自己の責任を果たそうとすること

など、健康・安全を確保して学習

に取り組もうとしている。 

b:ねらいに応じて健康の保持増進や

調和のとれた体力の向上を図るた

めの運動の計画を立てるととも

に、自己の課題に応じた運動の取

り組み方を工夫している。 

d:運動を継続する意義、体の構造、

運動の原則などを理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

 

球
技 

 

ゴ
ー
ル
型 

ゴール型 

ハンドボール 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、作戦など

についての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全を確

保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

水
泳 

水泳 

クロール 

背泳ぎ 

平泳ぎ 

○ ○ ○ ○ a:水泳の楽しさや喜びを味わうこと

ができるように勝敗を冷静に受け

止め、マナーやルールを大切にし

ようとすることや自己責任を果た

そうとすることなどや、水泳の事

故防止に関する心得など、健康や

安全を確保して、自主的に取り組

もうとしている。 

b:生涯にわたって水泳を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的な泳

法を身に付けている。 

d:技術の名称や行い方、運動観察の

方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち106 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

球
技 

 

ネ
ッ
ト
型 

ネット型 

バレーボール 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、自己責任

を果たそうとすること、作戦など

についての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全を確

保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

陸
上
競
技 

陸上競技 

短距離走（ハードル） 

投擲種目（砲丸投げ 

円盤投げ） 

○ ○ ○ ○ a:各種目の楽しさや喜びを味わうこ

とができるように勝敗を冷静に受

け止めること、よい演技を讃えよ

うとすること、マナーやルールを

大切にしようとすることや自己責

任を果たそうとすることなど、健

康や安全を確保して、自主的に取

り組もうとしている。 

b:生涯にわたって各種目を豊かに実

践するための自己の課題に応じた

取り組み方を工夫している。 

c:各種目の特性に応じた、各種目、

演技特有の技能を身につける。 

d:技術や技の名称や行い方、運動観

察の方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

３
学
期 

体
育
理
論 

人間にとって「動く」とは 

何か 

スポーツの始まりと変遷 

スポーツ文化の楽しみ方 

オリンピックと国際理解 

スポーツと経済 

ドーピングとスポーツ倫理 

○ ○  ○ a:運動・スポーツの文化的特徴につ

いて、意見交換や自身の考えを発

表するなどの活動を通し、学習に

自主的に取り組もうとしている。 

b:運動・スポーツの文化的特徴につ

いて、必要な情報を比較したり分

析したりしてまとめた考えを説明

できる。 

d:運動・スポーツの文化的特徴につ

いて、言ったり書きだしたりして

いる。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

体育理論の

テスト 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち107 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

陸
上
競
技 

 
 

陸上競技 

長距離走（１５００ｍ 

       ３０００ｍ） 

 

 

○ ○ ○ ○ a:長距離走の楽しさや喜びを味わう

ことができるように勝敗を冷静に

受け止めること、マナーやルール

を大切にしようとすることや自己

責任を果たそうとすることなど、

健康や安全を確保して、自主的に

取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって長距離走を豊かに

実践するための自己の課題に応じ

た取り組み方を工夫している。 

c:長距離走の特性に応じた、特有の

技能を身につける。 

d:技術や体力の高め方、運動観察の

方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち108 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 保健体育 科目 体育（男子） 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 最新高等保健体育（大修館書店） 

副教材等 アクティブスポーツ（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよ

う。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒

に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあっ

たスポーツライフを考えてみよう。 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して運動する態度を育て、運動の合理的、計画的

な実践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく日常生活で

生かせるよう、ライフステージと健康について知識や理解を深めるとともに健康の保持増進の

ための実践力の育成と体力の向上を図り適切に判断する能力を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客

観的に判断できる。 

公正・協力・責任・

参画などの態度を身

に付ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続す

るための取組を工夫

できる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことができる。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に生かせる。 

記録や技能向上に

挑戦する。 

運動の合理的な実

践を通して、種目特

性に応じて勝敗を

競ったり、攻防を展

開したり、表現する

ための各領域の運

動特性に応じた段

階的な技能を身に

付ける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方についての具体

的な方法を理解して

いる。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

技能観察 

ノート 

       等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち109 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

集
団
行
動 

体
つ
く
り
運
動 

オリエンテーション 

集団行動 

体力を高める運動 

新体力テスト 

 

○ ○  ○ a:体つくり運動の楽しさや心地よさ

を味わうことができるよう、体力の

違いに配慮しようとすること、自己

の責任を果たそうとすることなど、

健康・安全を確保して学習に自主的

に取り組もうとしている。 

b:ねらいに応じて健康の保持増進や

調和のとれた体力の向上を図るた

めの運動の計画を立てるとともに、

自己の課題に応じた運動の取り組

み方を工夫している。 

d:運動を継続する意義、体の構造、運

動の原則などを理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

 

陸
上
競
技 

陸上競技会 

短距離走（ハードル） 

跳躍競技（走り幅跳び） 

投擲競技（砲丸投げ） 

 ○ ○ ○ a:各種目の楽しさや喜びを味わうこ

とができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、自己責任を

果たそうとすること、作戦などにつ

いての話合いに貢献しようとする

ことなどや、健康や安全を確保し

て、自主的に取り組もうとしてい

る。 

b:生涯にわたって各種目を豊かに実

践するための自己の課題に応じた

運動の取り組み方を工夫している。 

c:各種目の特性に応じてゲームを展

開するための作戦に応じた技能や

仲間との連携した動きを身につけ

ている。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち110 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

水
泳 

水泳 

クロール 

背泳ぎ 

平泳ぎ 

バタフライ 

翠翔メドレー 

○ ○ ○ ○ a:水泳の楽しさや喜びを味わうこと

ができるように勝敗を冷静に受け

止め、マナーやルールを大切にしよ

うとすることや自己責任を果たそ

うとすることなどや、水泳の事故防

止に関する心得など、健康や安全を

確保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって水泳を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的な泳法

を身に付けている。 

d:技術の名称や行い方、体力の高め

方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

球
技 

ネ
ッ
ト
型 

ネット側 

 バドミントン 

 

○ ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるように勝敗を冷静に受け

止めること、よい演技を讃えようと

すること、マナーやルールを大切に

しようとすることや自己責任を果

たそうとすることなど、健康や安全

を確保して、自主的に取り組もうと

している。 

b:生涯にわたって各種目を豊かに実

践するための自己の課題に応じた

取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じた、特有の技能を

身につける。 

d:技術や技の名称や行い方、運動観察

の方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち111 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

球
技 

 

ゴ
ー
ル
型 

ゴール型 

サッカー 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大切

にしようとすること、自己責任を果

たそうとすること、作戦などについ

ての話合いに貢献しようとするこ

となどや、健康や安全を確保して、

自主的に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

３
学
期 

体
育
理
論 

生涯スポーツの見方・考え

方 

ライフスタイルにおうじたス

ポーツ 

日本のスポーツ振興 

スポーツと環境 

 

○ ○  ○ a:豊かなスポーツライフの設計につ

いて、意見交換や自身の考えを発表

するなどの活動を通し、学習に自主

的に取り組もうとしている。 

b:豊かなスポーツライフの設計につ

いて、必要な情報を比較したり分析

したりしてまとめた考えを説明で

きる。 

d:豊かなスポーツライフの設計につ

いて、言ったり書きだしたりしてい

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

体育理論の

テスト 

 

球
技 

 

ネ
ッ
ト
型 

 

ゴ
ー
ル
型 

選択球技 

 

ネット型 

 テニス 

ゴール型 

サッカー 

バスケットボール 

 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大切

にしようとすること、自己責任を果

たそうとすること、作戦などについ

ての話合いに貢献しようとするこ

となどや、健康や安全を確保して、

自主的に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち112 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち113 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 保健体育 科目 体育（女子） 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 最新高等保健体育（大修館書店） 

副教材等 アクティブスポーツ（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよ

う。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒

に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあっ

たスポーツライフを考えてみよう。 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して運動する態度を育て、運動の合理的、計画的

な実践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく日常生活で

生かせるよう、ライフステージと健康について知識や理解を深めるとともに健康の保持増進の

ための実践力の育成と体力の向上を図り適切に判断する能力を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客

観的に判断できる。 

公正・協力・責任・

参画などの態度を身

に付ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続す

るための取組を工夫

できる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことができる。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に生かせる。 

記録や技能向上に

挑戦する。 

運動の合理的な実

践を通して、種目特

性に応じて勝敗を

競ったり、攻防を展

開したり、表現する

ための各領域の運

動特性に応じた段

階的な技能を身に

付ける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方についての具体

的な方法を理解して

いる。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

技能観察 

ノート 

       等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち114 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

集
団
行
動 

体
つ
く
り
運
動 

オリエンテーション 

集団行動 

体力を高める運動 

新体力テスト 

○ ○  ○ a:体つくり運動の楽しさや心地よさ

を味わうことができるよう、体力

の違いに配慮しようとすること、

自己の責任を果たそうとすること

など、健康・安全を確保して学習

に取り組もうとしている。 

b:ねらいに応じて健康の保持増進や

調和のとれた体力の向上を図るた

めの運動の計画を立てるととも

に、自己の課題に応じた運動の取

り組み方を工夫している。 

d:運動を継続する意義、体の構造、

運動の原則などを理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

 

球
技 

ネ
ッ
ト
型 

ネット型 

バドミントン 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、作戦など

についての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全を確

保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

水
泳 

水泳 

クロール 

背泳ぎ 

平泳ぎ 

バタフライ 

翠翔メドレー 

○ ○ ○ ○ a:水泳の楽しさや喜びを味わうこと

ができるように勝敗を冷静に受け

止め、マナーやルールを大切にし

ようとすることや自己責任を果た

そうとすることなどや、水泳の事

故防止に関する心得など、健康や

安全を確保して、自主的に取り組

もうとしている。 

b:生涯にわたって水泳を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的な泳

法を身に付けている。 

d:技術の名称や行い方、運動観察の

方法を理解している。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち115 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

球
技 

 

ネ
ッ
ト
型 

ネット型 

テニス 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、自己責任

を果たそうとすること、作戦など

についての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全を確

保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

球
技 

 

ゴ
ー
ル
型 

ゴール型 

バスケットボール 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、自己責任

を果たそうとすること、作戦など

についての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全を確

保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち116 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

３
学
期 

体
育
理
論 

生涯スポーツの見方・考え

方 

ライフスタイルにおうじたス

ポーツ 

日本のスポーツ振興 

スポーツと環境 

 

○ ○  ○ a:豊かなスポーツライフの設計につ

いて、意見交換や自身の考えを発

表するなどの活動を通し、学習に

自主的に取り組もうとしている。 

b:豊かなスポーツライフの設計につ

いて、必要な情報を比較したり分

析したりしてまとめた考えを説明

できる。 

d:豊かなスポーツライフの設計につ

いて、言ったり書きだしたりして

いる。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

体育理論の

テスト 

 

 

球
技 

 

ネ
ッ
ト
型 

 

ゴ
ー
ル
型 

選択球技 

 

ネット型 

 テニス 

ゴール型 

サッカー 

バスケットボール 

 

 ○ ○ ○ a:球技の楽しさや喜びを味わうこと

ができるよう、フェアプレイを大

切にしようとすること、自己責任

を果たそうとすること、作戦など

についての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全を確

保して、自主的に取り組もうとし

ている。 

b:生涯にわたって球技を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:球技の特性に応じてゲームを展開

するための作戦に応じた技能や仲

間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解し

ている。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 
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教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 最新高等保健体育【改訂版】（大修館書店） 

副教材等 最新高等保健体育ノート 【改訂版】（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・健康・安全について理解しよう。 

・健康的な生活行動について学ぼう。 

・日常生活で直面するであろう健康課題を知り、その解決方法を考えよう。 

・健康や安全についての社会的な取組みや個人での対応について知ろう。 

・身近な健康問題に興味をもとう。 

 

２ 学習の到達目標 

・健康的な生活行動とはどのようなことか理解し、実践できるようになる。 

・身近な健康問題に興味をもち、その解決方法について考えることができるようになる。 

・健康や安全に対する社会的な取組みを知り、個人的な対応と関連づけて実践できるようになる。 

・心と体を一体としてとらえ、健康・安全について総合的に理解する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

健康を保持増進するために

は、自らの健康を適切に管

理すること及び環境を改善

していくことが重要である

ということに関心を持ち、

個人及び社会生活におけ

る健康・安全課題につい

て、意欲的に学習に取り

組もうとする。 

健康を保持増進するための課

題や個人及び社会生活におけ

る健康・安全課題についての解

決をめざし、知識を活用した学

習活動などにより、総合的に考

え、比較・分析・判断すること

ができる。 

健康を保持増進するための

課題や個人及び社会生活に

おける健康・安全課題につい

ての解決に役立ち、自らの健

康を適切に管理すること及

び環境を改善していくため

の基礎的な事項を理解して

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用いた学習活動 

実習 

 

定期テスト 

学習状況の観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用いた学習活動 

実習 

 

定期テスト 

学習状況の観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用いた学習活動 

実習 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 
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１
学
期 

 
 

 

現
代
社
会
と
健
康 

 

健康の考え方と成り立ち 

1.健康についてはさまざまな

考え方がある 

2.健康はさまざまな要因から

成り立っている 

 ○ ○ 

a:「健康」について資料を探したり、見たり読んだりするなどの

学習活動に取り組もうとする。 

b:「健康」について理解したことや自身の考えを基に課題を見つ

けたり、整理したり、説明することができる。 

c:「健康」は様々な要因の影響を受けながら成り立っていること

を理解し、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

私たちの健康のすがた 

1.わが国の健康水準は 

 向上を続けてきた         

2.健康問題は時代とともに

変化する 

○  ○ 

a:健康水準の向上について健康指標を調べたり、資料を見たり読

んだりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:健康水準向上の背景について考え、自身の考えを整理し、説明

することができる。 

c:健康水準や疾病構造の変化に伴って「健康のすがた」が変わっ

てきていることを理解し、新たな健康課題について、説明、記

述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

 

健康に関する意思決定・行

動選択 

1.適切な意思決定・行動選

択は重要である 

2.適切な意思決定・行動選

択するために 

3.健康にかかわる環境づくり

が重要である 

○ ○  

a:健康を保持増進する時の意思決定や行動選択に関連している

要因を調べるなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:個人、社会生活や事例などと比較・分析し、課題を見つけたり、

筋道を立てて説明したりすることができる。 

c:適切な意思決定や行動選択をおこなう過程について理解し、個

人の力だけでなく健康にかかわる環境づくりについて、説明、

記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

 

生活習慣とその予防 

1.生活習慣と関連の深い病

気を生活習慣病という 

2.生活習慣病を予防しよう 
 ○ ○ 

a:生活習慣病について調べたり、資料を見たり読んだりするなど

の学習活動に取り組もうとする。 

b:生活習慣病の要因と自身の日常の生活行動を比較・分析し、課

題を見つけたり、説明したりすることができる。 

c:生活習慣病の例をあげ、なぜ生活習慣病と呼ばれるのかを理解

し、その予防法について、説明、記述できる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

食事と健康 

1.食事は健康の基礎である 

2.健康的な食事をとろう 

○ ○ ○ 

a:健康な生活を送る上での食事の意味について資料を探したり、

調べたりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:自身の食生活と健康的な食事について比較・分析し、課題を見

つけたり、説明したりすることができる。 

c:健康的な食事について理解し、自身の食生活を見直したり、健

康的な食事のポイントについて例をあげて説明、記述したりす

ることができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

 

運動・休養と健康 

1.適度な運動が健康をつく

る 

2.休養が疲労を回復し、活

力をよみがえらせる 

 

○ ○ ○ 

a:健康な生活を送る上での運動の意味や運動の種類とその効果

について資料を探したり、調べたりするなどの学習活動に取り

組もうとする。 

b:運動が健康に及ぼす影響について調べたことを基に、自身の生

活と比較･分析し、課題を見つけたり、説明したりすることが

できる。 

c:健康づくりのための運動や休養の必要性について理解し、運動

の行い方・休養の取り方を説明・記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 
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２
学
期 

  

現
代
社
会
と
健
康 

 

喫煙と健康 

1.喫煙は、健康に大きな影

響をもたらす 

2.喫煙を始めるとなかなかや

められなくなる 

3.たばこ対策は全世界で進

められている 

 ○ ○ 

a:「喫煙」による健康被害、有害物質について調べたり、資料を

見たり読んだりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:「喫煙」がもたらす健康被害について自身の生活や社会生活の

事例を基に喫煙対策について分析することができる。 

c:喫煙者やその周囲の人に起こる健康被害について理解し、日本

や世界各国における喫煙対策について、例をあげて説明、記述

することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

飲酒と健康 

1.アルコールは、脳や体に

影響を及ぼす 

2.長期間の過度の飲酒は多

くの問題を引き起こす 

3.さまざまな飲酒対策がおこ

なわれている 

 ○ ○ 

a:アルコールが脳や体に及ぼす影響やその健康影響について調

べるなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:飲酒による健康影響について、自身の考えや課題解決策を導き

出すことができる。 

c:飲酒による健康への短期的影響と長期的影響について理解し、

個人や社会環境への対策について、例をあげて説明、記述がで

きる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

実習 

 

薬物乱用と健康 

1.「1 回だけ」でも薬物は人

生を台なしにする 

2.自分の周囲や社会にも薬

物は悪影響をもたらす 

3.薬物には多面的な対策が

必要である 

○ ○ ○ 

a:薬物乱用について資料を探したり、見たり読んだりするなどの

学習活動に取り組もうとする。 

b:薬物乱用が個人及び周囲の人々、社会にも影響を及ぼすことを

理解し、薬物乱用への対策について考えることができる。 

c:薬物乱用が心身の健康や社会に与える影響について理解し、そ

の防止に向けた個人や社会環境への対策について説明、記述す

ることができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

感染症とその予防 

1.病原体が原因の病気を感

染症という 

2.問題となる感染症は変化

してきている 

3.感染症の予防は、社会と

個人で取り組む 

 ○ ○ 

a:感染症について、現在流行している感染症についての資料を探

したり、調べたりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:感染症を予防し流行を防ぐために必要な対策を、個人でできる

対策、社会的な対策に分類して考えることができる。 

c:感染症問題に関して例をあげ、感染症の予防対策について、個

人でできる対策と社会的な対策に分類して、説明、記述するこ

とができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

性感染症・エイズとその予防

1.性感染症・エイズが若者の 

 間で問題となっている     

2.性感染症・エイズは予防で

きる 

 ○ ○ 

a:性感染症・エイズとその予防について資料を探したり、調べた

りするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:性感染症・エイズの現状を知り、感染拡大の理由やどのように

予防するのかを考え、意見交換や説明することができる 

c:性感染症・エイズとその予防には、社会的な対策を前提とした

個人の取組みが必要であることについて理解し、説明、記述す

ることができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

欲求と適応機制 

1.欲求は成長とともに多様

化する 

2.欲求不満や葛藤をやわら

げる心の働きがある 

○ ○ ○ 

a:欲求・欲求不満・適応機制について調べ、自身の行動を振り返

って整理して記述するなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:欲求の種類や分類を理解し、適応機制について、自身の行動を

振り返って考えることができる。 

c:欲求の種類を理解し、欲求不満に対処するための適応機制の例

をあげて説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 
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心身の相関とストレス 

1.心と体は一体となって働い

ている 

2.ストレスは、心と体に影響

を及ぼす 

 ○ ○ 

a:心身相関やストレスについて考え、心と体の関係性やストレス

の原因について調べたりする学習活動に取り組もうとする。 

b:心と体の関連性やストレスの原因について、自身の生活を振り

返って考えることができる。 

c:心と体の働きが相互に影響しあう関係やストレスの心理・社会

的要因と物理的要因について、例をあげて説明、記述すること

ができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

心の健康のために 

1.ストレスにはさまざまな対

処法がある 

2.自己実現は、心の健康に

つながる 

 ○ ○ 

a:ストレスに対する対処法について調べたり、自身の実生活と置

き換えて考えたりする学習活動に取り組もうとする。 

b:ストレスに対する対処法について調べ、どのようにストレスと

関わっていくことが必要か、自身の生活を振り返って考えるこ

とができる。 

c:ストレスに対する対処法について理解し、自己実現と心の健康

の関係についてまとめたり、例をあげて説明、記述したりする

ことができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

交通事故の現状と要因 

1.若者では自動車と二輪車

の事故が多い 

2.３つの要因がかかわって

交通事故が起こる 

○  ○ 

a:交通事故の現状とその原因について資料を探したり、見たり読

んだりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:交通事故の現状を踏まえ、調べたことを基に課題を見つけた

り、整理したりすることができる。 

c:交通事故は、車両の特性や、当事者の意識や行動、周囲の環境

が関連して起こることを理解し、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

交通事故を防ぐために 

1.運転者には資質と責任が

必要である 

2.安全な交通社会づくりが

進められている  ○ ○ 

a:運転者に必要な資質と責任や交通事故による傷害がない安全

な社会づくりについて資料を調べたり、まとめたりする学習活

動に取り組もうとする。 

b:運転者に必要な資質と責任や交通事故による傷害がない安全

な社会づくりについて学習したことを個人および社会生活に

関する事例と比較・分析するなどして、説明することができる。 

c:事故を防止し、安全な社会づくりをするには自他の生命を尊重

し、個人の心身状態や適切な行動や環境の整備が重要であるこ

とを理解し、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

応急手当の意義とその基本

1.適切な応急手当は命を救    

 い、痛みをやわらげる 

2.応急手当の最初のポイン

トは確認と観察である 
○  ○ 

a:応急手当の必要性や意義について調べ、応急手当が必要な場面

でどのような行動が必要かを考えたり、手順をまとめたりする

などの学習活動に取り組もうとする。 

b:応急手当が必要な場面でどのような行動が必要か考え、手順を

まとめて説明することができる。 

c:応急手当の意義や必要性について理解し、応急手当が必要な場

面でどのように行動すべきか、ポイントをあげて、説明、記述

することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

日常的な応急手当 

1.けがに応急手当がある 

2.熱中症には適切な手当が

大切である ○  ○ 

a:日常生活のどのような場面で傷害等が発生するか調べたり、考

えたりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:日常生活で起こりうる傷害や熱中症などの疾病について理解

したことを基に、どのような応急手当が必要か考え、手順をま

とめて、説明することができる 

c:日常的なけがや熱中症の応急手当の手順や方法を理解し、説

明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

３
学
期 

 

現
代
社
会
と
健
康 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち121 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

心肺蘇生法の原理とおこな

い方 

1.心肺蘇生法は原理にもと

づいている 

2.心肺蘇生法には適切な手

順がある 

○ ○ ○ 

a:心肺蘇生法の手順や AED の使い方を実践し、その注意点を考え

るなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:心肺蘇生法や AED の実践や、他者が実施した手順や方法が正し

いかを判断して、互いに教え合いながら活動ができる。 

c:胸骨圧迫、人工呼吸、AED による除細動の原理や心肺蘇生法の

手順やポイントを理解し、実践、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

実習 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:思考・判断  c:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち122 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 最新高等保健体育【改訂版】（大修館書店） 

副教材等 最新高等保健体育ノート【改訂版】（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・年齢とともに出会うさまざまな健康問題について理解しよう。 

・思春期の体の変化や心身の発達にかかわる健康課題について学ぼう。 

・健康を支える社会のしくみとその活用方法について知ろう。 

・自然環境・食品・労働と健康とのかかわりについて理解しよう。 

・自然環境や食品、労働に関する健康課題を学び、その解決方法について考えよう。 

・身近な健康問題に興味をもとう。 

 

２ 学習の到達目標 

・健康的な生活を送るため、年齢とともに出会う健康問題について理解できるようになる。 

・身近な健康問題に興味をもち、その解決方法について考えることができるようになる。 

・健康や安全に対する社会的な取組みを知り、個人的な対応と関連づけて実践できるようになる。 

・心と体を一体としてとらえ、健康・安全について総合的に理解する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

健康を保持増進するために

は、自らの健康を適切に管理

すること及び環境を改善して

いくことが重要であるという

ことに関心を持ち、個人及び

社会生活における健康・安全

課題について、意欲的に学習

に取り組もうとする。 

健康を保持増進するための課題や個

人及び社会生活における健康・安全

課題についての解決をめざし、知識

を活用した学習活動などにより、総

合的に考え、比較・分析・判断する

ことができる。 

健康を保持増進するための課題や

個人及び社会生活における健康・

安全課題の解決に役立ち、自らの

健康を適切に管理すること及び環

境を改善していくための基礎的な

事項を理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用いた学習活動 

 

  

定期テスト 

学習状況の観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用いた学習活動 

 

 

定期テスト 

学習状況の観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用いた学習活動 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a ｂ c 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち123 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

思春期と健康 

１． 思春期には生殖器が

発達する 

２． 思春期には不安や悩

みが多い 

 

 ○ ○ 

a：思春期における体の変化や心の発達にかかわる思春期の健康

課題について資料を探したり、調べたりするなどの学習活動

に取り組もうとする。 

b：思春期における体の変化や心の発達について、自身の生活と

比較・分析し、課題を見つけたり、説明したりすることがで

きる。 

c：思春期における体の変化や心の発達にかかわる健康課題につ

いて理解し、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

 

 

性への関心・欲求と性行動 

１． 性意識には男女で差

がある 

２． 不正確な情報にまど

わされない 

 

 

○ ○ ○ 

a：性意識の男女差や性情報について資料を探したり、調べたり

するなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：性意識の男女の差や性情報について調べたことを基に、自身

の生活と比較・分析し、自身が選択する行動について考える

ことができる。 

c：性意識に男女差があることや性情報が性行動の選択に影響を

及ぼすことを理解し、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

妊娠・出産と健康 

１． 母体の健康を維持し

よう 

２． 母子保健サービスを

活用しよう 

 

 

○ ○ ○ 

a：妊娠・出産の過程や母子保健サービスについて資料を探した

り、自分の住んでいる地域のサービスを調べたりするなどの

学習活動に取り組もうとする。 

b：妊娠・出産の過程について調べたことを基に、健康課題をま

とめたり、説明したりすることができる。 

c：妊娠・出産の過程における健康課題や活用できる母子保健サ

ービスについて理解し、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

避妊法と人工妊娠中絶 

１． 安全で確実な避妊法

を選ぶ必要がある 

２． 人工妊娠中絶は女性

にとって大きな負担と

なる 

 

 ○ ○ 

a：家族計画の意義や避妊法および人工妊娠中絶について資料を

探したり、調べたりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：家族計画の意義や避妊法および人工妊娠中絶について調べた

ことを基に、安全で確実な避妊法について考え、人工妊娠中

絶が心身に及ぼす影響について説明することができる。 

c：家族計画の意義や適切な避妊法および人工妊娠中絶が心身に

及ぼす影響について理解し、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

結婚生活と健康 

１． 心身の発達が結婚生

活の基盤となる 

２． よいコミュニケーション

が結婚生活をささえる 

 

 ○ ○ 

a：心身の発達と結婚生活の関係について資料を探したり、調べ

たりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：心身の発達と結婚生活の関係について調べたことを基に、家

族計画・妊娠・出産に関連づけながら結婚生活を健康的に送

るために必要なことを考え、説明することができる。 

c：心身の発達と結婚生活の関係について理解し、結婚生活を健

康的に送るために必要な考え方や行動について、例をあげて

説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

中高年と健康 

１． 中高年期を健やかに

すごすために 

２． 中高年期の健康を支

える取り組みが進んで

いる 

 ○ ○ 

a：加齢にともなう心身の変化や健康課題および中高年期の健康

を支える社会的な取り組みについて資料を探したり、調べた

りするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：中高年期の健康課題について調べたことを基に、中高年期を

健康的に過ごすために自身の生活習慣を見直したり、社会的

な取り組みについてまとめたり、説明したりすることができ

る。 

c：加齢にともなう心身の変化や健康課題について理解し、中高

年期を健康的に過ごすための社会的な取り組みについてまと

めたり、説明、記述したりすることができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち124 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

医薬品とその活用 

１． 正しい使い方が医薬

品の効果を高める 

２． 医薬品の安全性を守

る取り組みがある 

 

 

 

○  ○ 

a：医療品の種類や正しい使用法、医薬品の副作用と薬害、医薬

品の安全性を守る取り組みになどについて資料を探したり、

調べたりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：医薬品について調べたことを基に、正しい使用法や副作用と

薬害についてまとめたり、安全性を守る取り組みについて、

例をあげて説明したりすることができる。 

c：医薬品の正しい使用法や副作用について理解し、医薬品の安

全性を守る取り組みについて、例をあげて説明、記述するこ

とができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

医療サービスとその活用 

１． だれもが必要な医療

をうけられる 

２． 医療機関にはさまざま

な役割がある 

３． 医療サービスを上手

に活用しよう 

 

 ○ ○ 

a：医療機関の役割や医療保険のしくみ、医療サービス、臓器移

植などについて資料を探したり、調べたりするなどの学習活

動に取り組もうとする。 

b：医療機関の役割や医療サービスについて調べたことを基に、

病院の選び方や医療サービスを上手に活用するために必要な

ことを自身の生活を振り返って考えることができる。 

c：医療機関の役割や医療サービスについて理解し、医療サービ

スを活用するときの留意点や適切な医療サービスの選択につ

いてまとめたり、説明、記述したりすることができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

 

保健サービスとその活用 

１． 保健行政は健康づくり

を支援する 

２． 私たちはいろいろな

保健サービスを活用

できる 

 

○ ○ ○ 

a：保健行政の役割や保健サービスについて調べたり、家庭に届

けられている広報や保健所や保健センターからの情報を集め

たりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b:保健行政の役割や保健サービスについて調べたことを基に、保

健行政の役割や活用できる保健サービスの例をあげて説明で

きる。 

c：保健行政の役割や保健サービスの活用について理解し、例を

あげて説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

 

さまざまな保健活動や対策 

１． 多くの活動が私たち

の健康を支えている 

２． ヘルスプロモーション

にもとづく活動と私た

ち 

○  ○ 

a：民間機関や国際機関などの保健活動や対策について資料を探

したり、調べたりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：民間機関や国際機関などの保健活動や対策について調べたこ

とを基に、行われている活動について例をあげて説明できる。 

c：民間機関や国際機関などの保健活動や対策について理解し、

例をあげて説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

大気汚染と健康 

１． 大気を汚染する物質

が放出されている 

２． 大気汚染は健康にさ

まざまな影響を及ぼ

す 

 

 

 

 ○ ○ 

a：大気汚染の原因とその健康影響および地球規模の環境問題に

ついて資料を探したり、調べたりするなどの学習活動に取り

組もうとする。 

b：大気汚染や地球規模の環境問題について調べたことを基に、

その原因と健康影響について例をあげて説明したり、個人が

できる対策を考え、実践したりすることができる。 

c：大気汚染の原因とその健康影響および地球規模の環境問題に

ついて理解し、例をあげて説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち125 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

水質汚濁、土壌汚と健康 

１． 水質汚濁は健康に影

響を及ぼすことがある 

２． 土壌汚染は健康にさ

まざまな影響を及ぼ

す 

 ○ ○ 

a：水質汚濁や土壌汚染の原因とその健康影響について資料を探

したり、調べたりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：水質汚濁や土壌汚染について調べたことを基に、その原因と

健康影響について例をあげて説明したり、個人ができる対策

を考え、実践したりすることがができる。 

c：水質汚濁や土壌汚染の原因とその健康影響について理解し、

例をあげて説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

  

環境汚染を防ぐ取り組み 

１． 環境汚染の状況は変

化している 

２． 環境汚染を防ぐさまざ

まな取り組みがある 

 
○ ○ ○ 

a：こんにちの環境汚染の特徴や環境汚染を防ぐ取り組みについ

て資料を探したり、調べたりするなどの学習活動に取り組も

うとする。 

b：こんにちの環境汚染の特徴について調べたことを基に、自身

の生活を振り返って比較・分析し、日常生活の中でできるこ

とを考えて実践したり、環境汚染を防ぐ社会的な取り組みに

ついて例をあげて説明したりすることができる。 

c：こんにちの環境汚染の特徴や環境汚染を防ぐための社会的な

取り組みを理解し、個人が日常生活の中でできる対策を考え、

例をあげて説明・記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

３
学
期 

社
会
生
活
と
健
康 

ごみ処理と上下水道の整備 

１． ごみを適切に処理す

るために 

２． 安全で質のよい水を

確保するために 

 ○ ○ ○ 

a：わが国のごみの処理の現状や上下水道のしくみと整備の現状

について調べるとともに、自身が住んでいる地域のごみ処理

の現状や上下水道のしくみを調べるなどの学習活動に取り組

もうとする。 

ｂ：ごみ処理の現状や上下水道のしくみと整備の現状について調

べたことを基に、自身が住んでいる地域の現状と比較・分析

し、課題をみつけたり、説明したりすることができる。 

c：ごみ処理の現状や上下水道のしくみと整備の現状について理

解し、循環型社会および安全な水を確保するためのしくみや

課題についてまとめたり、説明、記述したりすることができ

る。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

食品の安全を守る活動 

１． 食品の安全は私たち

の健康を左右する 

２． 行政、生産・製造者が

それぞれの役割を果

たす 

３． 私たちも食品の安全

を守る役割を担ってい

る 

○ ○ ○ 

a：行政や生産・製造者がおこなう食品の安全のための対策や食

中毒の現状や予防法、食品表示などについて資料を探したり、

調べたりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：行政や生産・製造者がおこなう対策や食中毒について調べた

ことを基に、行政や生産・製造者がおこなう対策と消費者が

おこなう対策について、例をあげて説明することができる。 

c：行政や生産・製造者のおこなう対策や消費者がおこなう対策

について理解し、例をあげて説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

事例を用い

た学習活動 

働くことと健康 

１． 働き方とともに健康問

題も変わってきた 

２． 労働災害を防ぐため

に 

○  ○ 

a：働く人の健康問題や労働災害について資料を探したり、調べ

たりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：働く人の健康問題や労働災害について調べたことを基に、働

く人の健康問題の変化について説明したり、労働災害の例を

あげてその予防法について説明したりすることができる。 

c: 健康問題が変化してきていることや労働災害について理解し、

その予防法について、説明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち126 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

働く人の健康づくり 

１． 働く人の健康を保持

増進するために 

２． 余暇の有効活用は人

生の質を高める 

 ○ ○ 

a：職場がおこなう健康増進対策について資料を探したり、調べ

たりするなどの学習活動に取り組もうとする。 

b：職場がおこなう健康増進対策について調べたことを基に、職

場がおこなう対策について例をあげて説明したり、余暇の大

切さと活用の仕方について考えたりすることができる。 

c: 職場がおこなう健康増進対策について理解し、例をあげて説

明、記述することができる。 

学習状況の

観察 

ノート 

ワークシート 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:思考・判断  c:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち127 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教書 音楽Ⅰ「Tutti」 （教育出版） 

副教材等 自主教材プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野

を年間通して学習します。 

・学習の到達度は、授業で配付するワークシートや実技テストで評価します。 

・音楽の学習は、クラスメートとともに実際にやってみて、試してみてこそ価値あるものとなり、

そうして感性が豊かになります。 

・音楽が、生涯ずっと、みなさんの心の支えとなり、生きていく力となることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に

関心をもち、歌唱、

器楽、創作、鑑賞の

学習に主体的に取

り組もうとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱、器楽、創

作の音楽表現を工夫

し、どのように歌う

か、演奏するか、音楽

をつくるかについて

表現意図をもってい

る。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身に付

け、創造的に表して

いる。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

提出作品 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 
 

期 

題
材
名 

学習内容 

主な評価の観点 

題材の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち128 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

1
学
期 

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
豊
か
な
声
で
歌
い
あ
げ
よ
う
！

～
出
会
い
の
う
た
～ 

【歌唱】 

校歌 

いざたて戦人 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:歌う喜びを味わい、イメージをもって歌

う学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

b:音楽を形づくっている要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す雰囲気や特質を

感受しながら、歌詞の内容と関わらせて

どのように歌うか、表現意図をもってい

る。 

c:表現したいことを伝えるための歌唱の

技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

ギター演奏 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:アンサンブルに関心をもち、その持ち味

を生かして演奏する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

c:リズム譜を読譜し、表現したいことを伝

えるための技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

【創作】 

クラッピングア

ンサンブルを

つくろう 

  

○ 

  b:リズムの特徴や反復、変化を知覚し、そ

の働きを感受しながら、表現したい音楽

をイメージして、どのように音楽をつく

るかについて表現意図をもっている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

鑑
賞
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ 

～
音
楽
を
聴
く
力
を
つ
け
よ
う
～ 

【鑑賞】 

バレエ音楽 

ボレロ（ラヴェ

ル） 

 

○ 

   

○ 
a:管弦楽で扱われる楽器の音色や旋律、リ

ズムの特徴と表現上の効果との関わり

に関心をもち、鑑賞する学習に主体的に

取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気な

どを感受しながら、それらの価値を考え

たりして、音楽に対する理解を深め、よ

さや美しさを創造的に味わって聴いて

いる。 

観察 

ワークシート 

2
学
期 

日
本
語
の
美
し
い
語
感
を
生
か
し
て
表
現
し
よ
う 

【歌唱】 

大地讃頌 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:曲想や歌詞が表す情景や心情、楽曲の背

景との関わりに関心をもち、イメージを

もって歌う学習に主体的に取り組もう

としている。 

b:リズム、速度、旋律、強弱を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受し、どのように歌うかについて表現

意図をもっている。 

c:曲想を歌詞や楽曲の背景と関わらせて、

イメージをもって音楽表現するために

必要な発声、日本語の発音、呼吸法、読

譜などの技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち129 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

楽
器
に
挑
戦
！ 

【器楽】 

ギター 

ベース 

キーボード 

ドラムス 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:楽器の音色や奏法の特徴に関心をもち、

それらを生かして演奏する学習に主体

的に取り組んでいる。 

b:音色やリズムなど音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受し、どのように演

奏するかについて表現意図をもってい

る。 

c:音色や奏法の特徴を生かした技能を身

に付け、創造的に表している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

日
本
の
民
謡
の
特
徴
や 

日
本
の
心
を
感
じ
取
ろ
う 

【鑑賞】 

「民謡の特徴

１」 

「民謡の特徴

２」 

  

○ 

    

 

 

○ 
a:我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴に関心をもち、鑑賞する学習

に主体的に取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚、感受

しながら、我が国や郷土の伝統音楽の種

類とそれぞれの特徴を理解して、それら

の価値を考えたりして、民謡に対する理

解を深め、よさや美しさを創造的に味わ

って聴いている。 

観察 

ワークシート 

日
本
の
音
階
で
旋
律
を
つ
く
ろ
う
！ 

【創作】 

「民謡音階」

「都節音階」

「律音階」「沖

縄音階」から

音階を選択

し、旋律を創

作 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:我が国や郷土の音階の特徴に関心をも

ち、イメージをもって音楽をつくる学習

に主体的に取り組もうとしている。 

b:我が国や郷土の音階の特徴を知覚し、そ

の醸し出す雰囲気を感受しながら、どの

ように音楽をつくるかについて表現意

図をもっている。 

c:イメージに沿った旋律やリズムの組み

合わせ方、記譜の仕方など必要な創作技

能を身に付け、創造的に表している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
等
で
で
弾
き
語
り
に
挑
戦
し
て

み
よ
う 

【器楽】 

HOWEVER 

 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:基礎的な奏法の特徴に関心をもち、弾き

語りで演奏する学習に主体的に取り組

もうとしている。 

b:旋律と和音の特徴を知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気などを感受

しながら、を生かして表現を工夫してい

る。 

c:弾き語りするために必要なギターの基

礎的な演奏技能を身に付け、創造的に表

している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

３
学
期 

鑑
賞
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ 

～
声
の
魅
力
を
探
ろ
う
～ 

【鑑賞】 

オペラ「トゥー

ランドット」より

「誰も寝ては

ならぬ」(プッ

チーニ) 

  

○ 

    

 

 

○ 
a:総合芸術オペラの特徴に、関心をもち、

鑑賞する学習に主体的に取り組もうと

している。 

d:声の音色と表現上の効果との関わりを

知覚、感受し、アリア「誰も寝てはなら

ぬ」とその演奏を解釈したり、それらの

価値を考えたりして、オペラに対する理

解を深め、よさや美しさを創造的に味わ

って聴いている。 

観察 

ワークシート 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち130 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

旋
律
の
美
し
さ
や
言
葉
の
響
き
を
感
じ
取

っ
て
歌
お
う 

【歌唱】 

カーロミーオ

ベン 

（斉唱・原語） 

TheCruel 

War 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:曲想と文化的・歴史的背景との関わりに

関心をもち、歌う学習に主体的に取り組

もうとしている。 

b:旋律、リズム、速度など音楽を形づくっ

ている要素を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受し、曲種に応

じた発声の特徴を生かした表現を工夫

し、どのように歌うかについて表現意図

をもっている。 

c:表現したいことを伝えるための歌唱の

技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

文
楽
に
親
し
む 

【鑑賞】 

文楽（人形浄

瑠璃） 

「 義 経 千 本

桜」から 

＜道行初音

旅＞ 

  

○ 

   

○ 
a:我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴に関心をもち、鑑賞する学習

に主体的に取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚、感受

しながら、我が国や郷土の伝統音楽の種

類とそれぞれの特徴を理解して、それら

の価値を考えたりして、文楽に対する理

解を深め、よさや美しさを創造的に味わ

って聴いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う 

【歌唱】 

アメイジング

グレイス （混

声４） 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:曲想と文化的・歴史的背景との関わりに

関心をもち、合唱をする学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:旋律、ハーモニーを知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を感受し、ど

のように歌うかについて表現意図をも

っている。 

c:曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関わ

らせて感じ取り、イメージをもって合唱

するために必要な歌唱の技能（発声、言

葉の発音、呼吸法、姿勢や身体の使い方）

を身に付け、協力し合い創造的に表して

いる。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 原則として、「歌唱」「器楽」「創作」の分野は a,b,c の３観点で、「鑑賞」の分野は a,d の２観 

点で評価をする。 

 

 ※ 年間を通して全ての観点について評価することとなるが、学習内容（題材）の各項目において 

重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち131 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科

書 
音楽Ⅱ「Tutti」 （教育出版） 

副教材等 自主教材プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野

を年間通して学習します。 

・学習の到達度は、授業で配付するワークシートや実技テストで評価します。 

・音楽の学習は、クラスメートとともに実際にやってみて、試してみてこそ価値あるものとなり、

そうして感性が豊かになります。 

・音楽が、生涯ずっと、みなさんの心の支えとなり、生きていく力となることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に

関心をもち、歌唱、

器楽、創作、鑑賞の

学習に主体的に取

り組もうとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱、器楽、創

作の音楽表現を工夫

し、どのように歌う

か、演奏するか、音楽

をつくるかについて

表現意図をもってい

る。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身に付

け、創造的に表して

いる。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

提出作品 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 
 

期 

題
材
名 

学習内容 

主な評価の観点 

題材の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち132 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

1
学
期 

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
豊
か
な
声
で
歌
い
あ
げ
よ
う
！ 

【歌唱】 

Swingin’with 

  the Saints 

 

ありがとう 

落葉松 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:歌う喜びを味わい、イメージをもって歌

う学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

b:音楽を形づくっている要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す雰囲気や特質を

感受しながら、歌詞の内容と関わらせて

どのように歌うか、表現意図をもってい

る。 

c:表現したいことを伝えるための歌唱の

技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

ギターベース 

キーボード 

ドラムス 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:アンサンブルに関心をもち、その持ち味

を生かして演奏する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

c:リズム譜を読譜し、表現したいことを伝

えるための技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

【創作】 

アンサンブル

をつくろう 

  

○ 

  b:リズムの特徴や反復、変化を知覚し、そ

の働きを感受しながら、表現したい音楽

をイメージして、どのように音楽をつく

るかについて表現意図をもっている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

鑑
賞
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ 

～
音
楽
を
聴
く
力
を
つ
け
よ
う
～ 

【鑑賞】 

展覧会の絵 

 

○ 

   

○ 
a:管弦楽で扱われる楽器の音色や旋律、リ

ズムの特徴と表現上の効果との関わり

に関心をもち、鑑賞する学習に主体的に

取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気な

どを感受しながら、それらの価値を考え

たりして、音楽に対する理解を深め、よ

さや美しさを創造的に味わって聴いて

いる。 

観察 

ワークシート 

2
学
期 

日
本
語
の
美
し
い
語
感
を
生
か
し
て
表
現
し
よ
う 

【歌唱】 

朧月夜 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:「朧月夜」の曲想や歌詞が表す情景や心

情、楽曲の背景との関わりに関心をも

ち、イメージをもって歌う学習に主体的

に取り組もうとしている。 

b:「朧月夜」のリズム、速度、旋律、強弱

を知覚し、それらの働きが生み出す特質

や雰囲気を感受し、どのように歌うかに

ついて表現意図をもっている。 

c:曲想を歌詞や楽曲の背景と関わらせて、

イメージをもって音楽表現するために

必要な発声、日本語の発音、呼吸法、読

譜などの技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち133 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

篠
笛
に
挑
戦
！ 

【器楽】 

夕やけ 小や

けをふいてみ

よう 

さくらさくら 

赤とんぼ 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:篠笛の音色や奏法の特徴に関心をもち、

それらを生かして演奏する学習に主体

的に取り組んでいる。 

b:音色やリズムなど音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受し、どのように演

奏するかについて表現意図をもってい

る。 

c:篠笛の音色や奏法の特徴を生かした技

能を身に付け、創造的に表している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

日
本
の
民
謡
の
特
徴
や 

日
本
の
心
を
感
じ
取
ろ
う 

【鑑賞】 

「民謡の特徴

３」 

「民謡の特徴

４」 

  

○ 

    

 

 

○ 
a:我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴に関心をもち、鑑賞する学習

に主体的に取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚、感受

しながら、我が国や郷土の伝統音楽の種

類とそれぞれの特徴を理解して、それら

の価値を考えたりして、民謡に対する理

解を深め、よさや美しさを創造的に味わ

って聴いている。 

観察 

ワークシート 

日
本
の
音
階
で
旋
律
を
つ
く
ろ
う
！ 

【創作】 

「民謡音階」

「都節音階」

「律音階」「沖

縄音階」から

音階を選択

し、旋律を創

作 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:我が国や郷土の音階の特徴に関心をも

ち、イメージをもって音楽をつくる学習

に主体的に取り組もうとしている。 

b:我が国や郷土の音階の特徴を知覚し、そ

の醸し出す雰囲気を感受しながら、どの

ように音楽をつくるかについて表現意

図をもっている。 

c:イメージに沿った旋律やリズムの組み

合わせ方、記譜の仕方など必要な創作技

能を身に付け、創造的に表している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

グ
ル
ー
プ
演
奏 

【器楽】 

各グループで

決定 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:発展的な奏法の特徴に関心をもち、弾き

語りで演奏する学習に主体的に取り組

もうとしている。 

b:旋律と和音の特徴を知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気などを感受

しながら、を生かして表現を工夫してい

る。 

c:演奏するために必要な基礎的な演奏技

能を身に付け、創造的に表している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

３
学
期 

鑑
賞
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ 

～
声
の
魅
力
を
探
ろ
う
～ 

【鑑賞】 

オペラ「魔笛」

より(モーツア

ルト) 

  

○ 

    

 

 

○ 
a:総合芸術オペラの特徴に、関心をもち、

鑑賞する学習に主体的に取り組もうと

している。 

d:声の音色と表現上の効果との関わりを

知覚、感受し、アリア・重唱とその演奏

を解釈したり、それらの価値を考えたり

して、オペラに対する理解を深め、よさ

や美しさを創造的に味わって聴いてい

る。 

観察 

ワークシート 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち134 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

旋
律
の
美
し
さ
や
言
葉
の
響
き
を
感
じ
取

っ
て
歌
お
う 

【歌唱】 

Ave Maria 

（斉唱・原語） 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:曲想と文化的・歴史的背景との関わりに

関心をもち、歌う学習に主体的に取り組

もうとしている。 

b:旋律、リズム、速度など音楽を形づくっ

ている要素を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受し、曲種に応

じた発声の特徴を生かした表現を工夫

し、どのように歌うかについて表現意図

をもっている。 

c:表現したいことを伝えるための歌唱の

技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

雅
楽
・能
に
親
し
む 

【鑑賞】 

雅楽 

「越天楽」 

能 

「安宅」 

  

○ 

   

○ 
a:我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴に関心をもち、鑑賞する学習

に主体的に取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚、感受

しながら、我が国や郷土の伝統音楽の種

類とそれぞれの特徴を理解して、それら

の価値を考えたりして、文楽に対する理

解を深め、よさや美しさを創造的に味わ

って聴いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う 

【歌唱】 

Ave verum 

corpus（混声

４） 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:曲想と文化的・歴史的背景との関わりに

関心をもち、合唱をする学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:旋律、ハーモニーを知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を感受し、ど

のように歌うかについて表現意図をも

っている。 

c:曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関わ

らせて感じ取り、イメージをもって合唱

するために必要な歌唱の技能（発声、言

葉の発音、呼吸法、姿勢や身体の使い方）

を身に付け、協力し合い創造的に表して

いる。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 原則として、「歌唱」「器楽」「創作」の分野は a,b,c の３観点で、「鑑賞」の分野は a,d の２観 

点で評価をする。 

 

 ※ 年間を通して全ての観点について評価することとなるが、学習内容（題材）の各項目において 

重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち135 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「Joy of  Music」 （教育芸術出版） 

副教材等 自主教材プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野

を年間通して学習します。 

・学習の到達度は、授業で配付するワークシートや実技テストで評価します。 

・音楽の学習は、クラスメートとともに実際にやってみて、試してみてこそ価値あるものとなり、

そうして感性が豊かになります。 

・音楽が、生涯ずっと、みなさんの心の支えとなり、生きていく力となることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に

関心をもち、歌唱、

器楽、創作、鑑賞の

学習に主体的に取

り組もうとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱、器楽、創

作の音楽表現を工夫

し、どのように歌う

か、演奏するか、音楽

をつくるかについて

表現意図をもってい

る。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身に付

け、創造的に表して

いる。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

提出作品 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 
 

期 

題
材
名 

学習内容 

主な評価の観点 

題材の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち136 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

1
学
期 

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
豊
か
な
声
で
歌
い
あ
げ
よ
う
！ 

【歌唱】 

ふるさと 

Joyful Joyful 

奏 

糸 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:歌う喜びを味わい、イメージをもって歌

う学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

b:音楽を形づくっている要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す雰囲気や特質を

感受しながら、歌詞の内容と関わらせて

どのように歌うか、表現意図をもってい

る。 

c:表現したいことを伝えるための歌唱の

技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

じぶんの専門

の楽 器 を 選

ぶ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:アンサンブルに関心をもち、その持ち味

を生かして演奏する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

c:リズム譜を読譜し、表現したいことを伝

えるための技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

【創作】 

グループアン

サンブルをつ

くろう 

  

○ 

  b:リズムの特徴や反復、変化を知覚し、そ

の働きを感受しながら、表現したい音楽

をイメージして、どのように音楽をつく

るかについて表現意図をもっている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

鑑
賞
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ 

～
音
楽
を
聴
く
力
を
つ
け
よ
う
～ 

【鑑賞】 

バレエ音楽 

春の祭典（ス

トラビンスキ

ー） 

 

○ 

   

○ 
a:管弦楽で扱われる楽器の音色や旋律、リ

ズムの特徴と表現上の効果との関わり

に関心をもち、鑑賞する学習に主体的に

取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気な

どを感受しながら、それらの価値を考え

たりして、音楽に対する理解を深め、よ

さや美しさを創造的に味わって聴いて

いる。 

観察 

ワークシート 

2
学
期 

日
本
語
の
美
し
い
語
感
を
生
か
し
て
表
現
し
よ
う 

【歌唱】 

浜辺の歌 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:「浜辺の歌」の曲想や歌詞が表す情景や

心情、楽曲の背景との関わりに関心をも

ち、イメージをもって歌う学習に主体的

に取り組もうとしている。 

b:「浜辺の歌」のリズム、速度、旋律、強

弱を知覚し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受し、どのように歌うか

について表現意図をもっている。 

c:曲想を歌詞や楽曲の背景と関わらせて、

イメージをもって音楽表現するために

必要な発声、日本語の発音、呼吸法、読

譜などの技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち137 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

演
奏
発
表
会
に
挑
戦
！ 

【器楽】 

ソロやグルー

プ演奏のため

の練習 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:音色や奏法の特徴に関心をもち、それら

を生かして演奏する学習に主体的に取

り組んでいる。 

b:音色やリズムなど音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受し、どのように演

奏するかについて表現意図をもってい

る。 

c:音色や奏法の特徴を生かした技能を身

に付け、創造的に表している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

日
本
の
民
謡
の
特
徴
や 

日
本
の
心
を
感
じ
取
ろ
う 

【鑑賞】 

「民謡の特徴

５」 

「民謡の特徴

６」 

  

○ 

    

 

 

○ 
a:我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴に関心をもち、鑑賞する学習

に主体的に取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚、感受

しながら、我が国や郷土の伝統音楽の種

類とそれぞれの特徴を理解して、それら

の価値を考えたりして、民謡に対する理

解を深め、よさや美しさを創造的に味わ

って聴いている。 

観察 

ワークシート 

日
本
の
音
階
で
旋
律
を
つ
く
ろ
う
！ 

【創作】 

「民謡音階」

「都節音階」

「律音階」「沖

縄音階」から

音階を選択

し、旋律を創

作 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:我が国や郷土の音階の特徴に関心をも

ち、イメージをもって音楽をつくる学習

に主体的に取り組もうとしている。 

b:我が国や郷土の音階の特徴を知覚し、そ

の醸し出す雰囲気を感受しながら、どの

ように音楽をつくるかについて表現意

図をもっている。 

c:イメージに沿った旋律やリズムの組み

合わせ方、記譜の仕方など必要な創作技

能を身に付け、創造的に表している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

演
奏
発
表
会 

【器楽】 

ソロやグルー

プ演奏 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:より発展的な奏法の特徴に関心をもち、

弾き語りで演奏する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

b:旋律と和音の特徴を知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気などを感受

しながら、を生かして表現を工夫してい

る。 

c:弾き語りするために必要な演奏技能を

身に付け、創造的に表している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

３
学
期 

鑑
賞
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ 

～
声
の
魅
力
を
探
ろ
う
～ 

【鑑賞】 

映画「アマデ

ウス」より 

  

○ 

    

 

 

○ 
a:総合芸術映画の特徴に、関心をもち、鑑

賞する学習に主体的に取り組もうとし

ている。 

d:声の音色と表現上の効果との関わりを

知覚、感受し、その演奏を解釈したり、

それらの価値を考えたりして、理解を深

め、よさや美しさを創造的に味わって聴

いている。 

観察 

ワークシート 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち138 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

旋
律
の
美
し
さ
や
言
葉
の
響
き
を
感
じ
取

っ
て
歌
お
う 

【歌唱】 

魔王 

（斉唱・原語） 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:「魔王」曲想と文化的・歴史的背景との

関わりに関心をもち、歌う学習に主体的

に取り組もうとしている。 

b:旋律、リズム、速度など音楽を形づくっ

ている要素を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受し、曲種に応

じた発声の特徴を生かした表現を工夫

し、どのように歌うかについて表現意図

をもっている。 

c:表現したいことを伝えるための歌唱の

技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

文
楽
に
親
し
む 

【鑑賞】 

文楽（人形浄

瑠璃） 

「 新 版 歌 祭

文」から 

＜野崎村の

段＞ 

  

○ 

   

○ 
a:我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴に関心をもち、鑑賞する学習

に主体的に取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚、感受

しながら、我が国や郷土の伝統音楽の種

類とそれぞれの特徴を理解して、それら

の価値を考えたりして、文楽に対する理

解を深め、よさや美しさを創造的に味わ

って聴いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う 

【歌唱】 

行こうふたた

び 

ｱｳﾞｪ・マリ
ア 
 

（混声４） 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:曲想と文化的・歴史的背景との関わりに

関心をもち、合唱をする学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:旋律、ハーモニーを知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を感受し、ど

のように歌うかについて表現意図をも

っている。 

c:曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関わ

らせて感じ取り、イメージをもって合唱

するために必要な歌唱の技能（発声、言

葉の発音、呼吸法、姿勢や身体の使い方）

を身に付け、協力し合い創造的に表して

いる。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 原則として、「歌唱」「器楽」「創作」の分野は a,b,c の３観点で、「鑑賞」の分野は a,d の２観 

点で評価をする。 

 

 ※ 年間を通して全ての観点について評価することとなるが、学習内容（題材）の各項目において 

重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち139 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校生の美術Ⅰ （日文出版） 

副教材等 自主教材プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」、感じ取った

こと・目的や機能から考える「映像メディア表現」と「鑑賞」の分野について学習します。 

・一人ひとり、思いや見方、感じ方が違います。表現形式の特性や形体・色彩などについて着目

して、自分なりの感じ方や見方、表現を深めていきましょう。違った見方を「鑑賞」で共有す

ると、また更に広がったり深まったりします。 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグルー

プワークの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち140 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

美
術
っ
て
な
ん
だ
ろ
う 

【鑑賞】【絵画・彫刻】 

・オリエンテーション 

教科書等を鑑賞し、多

様な表現形式につい

て学び、「美術Ⅰ」の

学習イメージを持つ。 

・クロッキー 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:美術の多様な表現に関心を持ち、こ

れからの学習に意欲を高めている。 

d:美術作品などのよさや美しさを感

じ取り、美術の働きや文化ついての

理解を深めている。 

b:対象を見つめて、形体の特徴をつか

み、構成などを工夫している。 

c:クロッキーの目的を理解し、鉛筆の

特性を生かして表現している。 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

作品 

１
２
色
相
環
図
・
四
季
の
イ
メ
ー
ジ 

【デザイン】 

・色彩基礎 

・色彩構成 

  画用紙にアクリル絵の

具で着色する。 

四季それぞれのイメー

ジに合うように明度・

彩度・配色・構成等を

工夫し表現する。 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:四季のイメージを表現することに

関心を持ち、形や色彩などの働きを

考えながら構想を練ったり、表現し

たりしようとしている。 

b:条件や美しさとなどから、形や色彩

などの働きを考えて表現の構想を

練っている。 

c:アクリル絵の具の特性を生かし、表

現方法を工夫して、条件や計画を基

に表現している。 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

幾
何
学
模
様
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
画 

・日常目にしている食
品をどこまで本物に
近づけることがで 

 きるか、リアリティ

ーを追求する。 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:生活や社会を心豊かにする美術の

働きやデザインの目的や条件、機能

や用途などを考えて表現すること

に関心を持ち、表現や鑑賞の活動に

主体的に取り組もうとしている。 

b:アピールする事物などデザインの

目的、機能、美しさなどから主題を

生成し、描画材や表現形式の特性、

形や色彩などの働きを考えて表現

の構想を練っている。 

c:目的や意図に応じて材料や用具の

特性を生かし、表現方法を工夫し

て、目的や計画を基に表現してい

る。 

d:作者の意図や表現の工夫、よさや美

しさなどを感じ取り、生活や社会を

心豊かにする美術の働きや作品な

どついて理解を深めている 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

鑑賞ワーク

シート 

作品 

２
学
期 

 

日
本
の
美
術
、
発
見
！ 

【鑑賞】 

・絵巻物、障壁画、浮世

絵などの作品から、班

で１作品選び、表現の

特徴や工夫について

話し合い、まとめる。 

・作品について調べる。 

・班ごとに発表する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

a:日本の伝統的な美術の表現の特質

に関心を持ち、日本及び諸外国の美

術文化について理解しようとして

いる。 

d:日本の伝統的な美術の表現の特質

や様式、主題や表現方法、日本及び

諸外国の美術文化について理解を

深めている。 

ワークシート 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち141 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

紙
粘
土
を
用
い
た
立
体
造
型
（
食
品
サ
ン
プ
ル
作
る
） 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・デッサン ・制作 

  石粉粘土で成形し、

乾燥後削るなどして

細部を作る。 

  アクリル絵の具で着彩

する。 

・相互鑑賞 

・日常目にしている食
品をどこまで本物
に近づけることが
できるか、リアリテ
ィーを追求する。  

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:モチーフの特徴を表現することに

関心を持ち、表現や鑑賞の活動に主

体的に取り組もうとしている。 

b:表現形式の特性を生かし、形体、色

彩などを工夫して表現の構想を練

っている。 

c:粘土やアクリル絵の具、用具の特性

を生かし、表現方法を工夫して表現

している。 

d:よさや美しさ、表現の工夫などを感

じ取り、作品について理解を深めて

いる。 

デッサン 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 

八
尾
翠
翔
高
校
３
０
秒
Ｃ
Ｍ 

【映像メディア表現】 

【鑑賞】 

・アピールしたいテーマ

ごとにグループにな

り、アイデアスケッチ

（絵コンテ）を作成す

る。 

 

・班で協力してカメラで撮

影をする。 

 

・コンピューターで編集を

行う。 

 

・相互鑑賞 

 プレゼンテーション 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:目的を基に写真やコンピューター

など映像メディアの特性を生かし

て表現することに関心をもち、表現

や鑑賞の活動に主体的に取り組も

うとしている。 

b:映像メディアの特性を踏まえ、目的

を基に主題を生成し、視点や動きな

ど視覚的要素を工夫して表現の構

想を練っている。 

c:カメラやコンピューター、プロジェ

クターなどの様々な用具の特性を

理解し、効果的な表現方法や編集を

工夫して表現している。 

d:映像メディア表現の特質や視覚的

効果を生かした独自の表現効果な

どを感じ取り、作品の主題や作者の

表現意図、効果的な表現の工夫など

を読み取り、作品や作者について理

解している。 

 

 

制作の様子 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

制作途中の

作品 

 

 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

作品 

３
学
期 

多
色
刷
り
版
画
（
木
版
画
） 

・多色刷りのプロセス
を学ぶ。 

・テーマになる詩から
イメージし、絵作りを
する。 

・色の刷り重ねを想像

し木版の風合いを

楽しむ。 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:テーマを基に自己の内面を見つめ

て表現することに関心を持ち、表現

や鑑賞の活動に主体的に取り組も

うとしている。 

b:テーマを基に感性や想像力を働か

せて、自己の内面を見つめて感じ取

ったことや考えたことから主題を

生成し、表現形式の特性を生かし

て、形体、色彩、構成などを工夫し

て創造的な表現の構想を練ってい

る。 

c:意図に応じて材料や用具の特性を

生かし、表現方法を工夫して、主題

を追及して表現している。 

d:他の生徒の作品などのよさや美し

さ、作者の心情や意図と表現の工夫

などを感じ取り、作品などについて

理解を深めている。 

 

ワークシート 

 

ア イデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

作品 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち142 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

展
覧
会
を
企
画
し
よ
う
！ 

【鑑賞】 

・作品カードの中から展

示する作品を班で選

択する。 

・作品説明や展覧会名

等を考え、キャプション

等を作る。 

・ミニ展覧会を開き、展覧

会の意図等を説明し

合う。 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

a:美術作品のよさや美しさ、作者の意

図や表現の工夫などに関心を持ち、

作品について理解しようとしてい

る。 

d:美術作品のよさや美しさ、作者の意

図や表現の工夫などを感じ取り、作

品に対する見方や感じ方、考えなど

を持ち、理解している。 

ワークシート 

活動の様子 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち143 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校美術２ （日文出版） 

副教材等 自主教材プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」、感じ取った

こと・目的や機能から考える「映像メディア表現」と「鑑賞」の分野について学習します。 

・一人ひとり、思いや見方、感じ方が違います。表現形式の特性や形体・色彩などについて着目

して、自分なりの感じ方や見方、表現を深めていきましょう。違った見方を「鑑賞」で共有す

ると、また更に広がったり深まったりします。 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグルー

プワークの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち144 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

ポ
ス
タ
ー
制
作 

・各自が取り組むテー
マに基づき、絵作りを
する。 

・自分がアピールした
いことをどう表現す
れば伝わるかを考 

 える。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:美術の多様な表現に関心を持ち、こ

れからの学習に意欲を高めている。 

d:美術作品などのよさや美しさを感

じ取り、美術の働きや文化ついての

理解を深めている。 

b:対象を見つめて、形体の特徴をつか

み、構成などを工夫している。 

c:クロッキーの目的を理解し、鉛筆の

特性を生かして表現している。 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

作品 

四
季
の
イ
メ
ー
ジ 

【デザイン】 

・色彩基礎 

・色彩構成 

  画用紙にアクリル絵の

具で着色する。 

四季それぞれのイメー

ジに合うように明度・

彩度・配色・構成等を

工夫し表現する。 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:四季のイメージを表現することに

関心を持ち、形や色彩などの働きを

考えながら構想を練ったり、表現し

たりしようとしている。 

b:条件や美しさとなどから、形や色彩

などの働きを考えて表現の構想を

練っている。 

c:アクリル絵の具の特性を生かし、表

現方法を工夫して、条件や計画を基

に表現している。 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

歩
く
Ｃ
Ｍ
！ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
袋
を
作
ろ
う 

【デザイン】【鑑賞】 

・紙袋の鑑賞 

・アイデアスケッチ 

グループごとに目的

やテーマを決める。 

テーマに沿った紙袋

デザインを各自で考え

る。 

・アイデアスケッチの相互

鑑賞（班） 

・制作 

 アクリル絵の具やクレヨ

ン、その他必要な素材

等を用いて、制作を行

う。 

・相互鑑賞・プレゼンテ

ージョン（全体） 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:生活や社会を心豊かにする美術の

働きやデザインの目的や条件、機能

や用途などを考えて表現すること

に関心を持ち、表現や鑑賞の活動に

主体的に取り組もうとしている。 

b:アピールする事物などデザインの

目的、機能、美しさなどから主題を

生成し、描画材や表現形式の特性、

形や色彩などの働きを考えて表現

の構想を練っている。 

c:目的や意図に応じて材料や用具の

特性を生かし、表現方法を工夫し

て、目的や計画を基に表現してい

る。 

d:作者の意図や表現の工夫、よさや美

しさなどを感じ取り、生活や社会を

心豊かにする美術の働きや作品な

どついて理解を深めている 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

鑑賞ワーク

シート 

作品 

２
学
期 

 

日
本
の
美
術
、
発
見
！ 

【鑑賞】 

・絵巻物、障壁画、浮世

絵などの作品から、班

で１作品選び、表現の

特徴や工夫について

話し合い、まとめる。 

・作品について調べる。 

・班ごとに発表する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

a:日本の伝統的な美術の表現の特質

に関心を持ち、日本及び諸外国の美

術文化について理解しようとして

いる。 

d:日本の伝統的な美術の表現の特質

や様式、主題や表現方法、日本及び

諸外国の美術文化について理解を

深めている。 

ワークシート 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち145 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

バ
ル
サ
材
を
用
い
た
立
体
造
型
（
昆
虫
を
作
る
） 

・昆虫の特徴を研究
し、参考写真などを基
にどこまで本物に 

 近づくことができ

るかを追求する。 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:モチーフの特徴を表現することに

関心を持ち、表現や鑑賞の活動に主

体的に取り組もうとしている。 

b:表現形式の特性を生かし、形体、色

彩などを工夫して表現の構想を練

っている。 

c:粘土やアクリル絵の具、用具の特性

を生かし、表現方法を工夫して表現

している。 

d:よさや美しさ、表現の工夫などを感

じ取り、作品について理解を深めて

いる。 

デッサン 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 

静
物
画
の
制
作
と
鑑
賞 

・石膏像や花瓶などを
モチーフに画面を構
成させる。 

・アクリル絵の具を用

いて立体感のつけ方

を習得させる。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:目的を基に写真やコンピューター

など映像メディアの特性を生かし

て表現することに関心をもち、表現

や鑑賞の活動に主体的に取り組も

うとしている。 

b:映像メディアの特性を踏まえ、目的

を基に主題を生成し、視点や動きな

ど視覚的要素を工夫して表現の構

想を練っている。 

c:カメラやコンピューター、プロジェ

クターなどの様々な用具の特性を

理解し、効果的な表現方法や編集を

工夫して表現している。 

d:映像メディア表現の特質や視覚的

効果を生かした独自の表現効果な

どを感じ取り、作品の主題や作者の

表現意図、効果的な表現の工夫など

を読み取り、作品や作者について理

解している。 

 

 

制作の様子 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

制作途中の

作品 

 

 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

作品 

３
学
期 

 

紙
粘
土
を
用
い
た
立
体
造
型
（
仮
面
を
作
る
） 

・映画や舞台などの特
殊メイクを参考に、人
の顔型を基に想 

 像力を駆使して仮

面を作る。 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:テーマを基に自己の内面を見つめ

て表現することに関心を持ち、表現

や鑑賞の活動に主体的に取り組も

うとしている。 

b:テーマを基に感性や想像力を働か

せて、自己の内面を見つめて感じ取

ったことや考えたことから主題を

生成し、表現形式の特性を生かし

て、形体、色彩、構成などを工夫し

て創造的な表現の構想を練ってい

る。 

c:意図に応じて材料や用具の特性を

生かし、表現方法を工夫して、主題

を追及して表現している。 

d:他の生徒の作品などのよさや美し

さ、作者の心情や意図と表現の工夫

などを感じ取り、作品などについて

理解を深めている。 

 

ワークシート 

 

ア イデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

作品 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち146 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

展
覧
会
を
企
画
し
よ
う
！ 

【鑑賞】 

・作品カードの中から展

示する作品を班で選

択する。 

・作品説明や展覧会名

等を考え、キャプション

等を作る。 

・ミニ展覧会を開き、展覧

会の意図等を説明し

合う。 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

a:美術作品のよさや美しさ、作者の意

図や表現の工夫などに関心を持ち、

作品について理解しようとしてい

る。 

d:美術作品のよさや美しさ、作者の意

図や表現の工夫などを感じ取り、作

品に対する見方や感じ方、考えなど

を持ち、理解している。 

ワークシート 

活動の様子 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち147 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校美術３ （日文出版） 

副教材等 自主教材プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」、感じ取った

こと・目的や機能から考える「映像メディア表現」と「鑑賞」の分野について学習します。 

・一人ひとり、思いや見方、感じ方が違います。表現形式の特性や形体・色彩などについて着目

して、自分なりの感じ方や見方、表現を深めていきましょう。違った見方を「鑑賞」で共有す

ると、また更に広がったり深まったりします。 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグルー

プワークの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち148 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

演
習
（っ
音
の
視
覚
科
化
） 

・ジャンル別に分けた音

楽を聞きトーナルカラ

ーを用いて直 

 線と面で音を視覚化

する。 

・直線の集合の仕方や面

の重なり方によってリ

ズム感が生じ 

 ることを理解し、曲調

のイメージから色を選

別する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:美術の多様な表現に関心を持ち、こ

れからの学習に意欲を高めている。 

d:美術作品などのよさや美しさを感

じ取り、美術の働きや文化ついての

理解を深めている。 

b:対象を見つめて、形体の特徴をつか

み、構成などを工夫している。 

c:クロッキーの目的を理解し、鉛筆の

特性を生かして表現している。 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

作品 

四
季
の
イ
メ
ー
ジ 

【デザイン】 

・色彩基礎 

・色彩構成 

  画用紙にアクリル絵の

具で着色する。 

四季それぞれのイメー

ジに合うように明度・

彩度・配色・構成等を

工夫し表現する。 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:四季のイメージを表現することに

関心を持ち、形や色彩などの働きを

考えながら構想を練ったり、表現し

たりしようとしている。 

b:条件や美しさとなどから、形や色彩

などの働きを考えて表現の構想を

練っている。 

c:アクリル絵の具の特性を生かし、表

現方法を工夫して、条件や計画を基

に表現している。 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

絵
本
作
り 

 

・物語を考え挿絵を書
き、20ページからなる
本の装丁を考え 

 る。 

・ターゲットとなる読
者の年齢を定め、字体
と挿絵との関係 

 を考える。 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:生活や社会を心豊かにする美術の

働きやデザインの目的や条件、機能

や用途などを考えて表現すること

に関心を持ち、表現や鑑賞の活動に

主体的に取り組もうとしている。 

b:アピールする事物などデザインの

目的、機能、美しさなどから主題を

生成し、描画材や表現形式の特性、

形や色彩などの働きを考えて表現

の構想を練っている。 

c:目的や意図に応じて材料や用具の

特性を生かし、表現方法を工夫し

て、目的や計画を基に表現してい

る。 

d:作者の意図や表現の工夫、よさや美

しさなどを感じ取り、生活や社会を

心豊かにする美術の働きや作品な

どついて理解を深めている 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

鑑賞ワーク

シート 

作品 

２
学
期 

 

日
本
の
美
術
、
発
見
！ 

【鑑賞】 

・絵巻物、障壁画、浮世

絵などの作品から、班

で１作品選び、表現の

特徴や工夫について

話し合い、まとめる。 

・作品について調べる。 

・班ごとに発表する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

a:日本の伝統的な美術の表現の特質

に関心を持ち、日本及び諸外国の美

術文化について理解しようとして

いる。 

d:日本の伝統的な美術の表現の特質

や様式、主題や表現方法、日本及び

諸外国の美術文化について理解を

深めている。 

ワークシート 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち149 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

ど
っ
ち
が
本
物
？
！
野
菜
の
彫
刻 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・デッサン 

・制作 

  石粉粘土で成形し、

乾燥後削るなどして

細部を作る。 

  アクリル絵の具で着彩

する。 

・相互鑑賞 

  

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:モチーフの特徴を表現することに

関心を持ち、表現や鑑賞の活動に主

体的に取り組もうとしている。 

b:表現形式の特性を生かし、形体、色

彩などを工夫して表現の構想を練

っている。 

c:粘土やアクリル絵の具、用具の特性

を生かし、表現方法を工夫して表現

している。 

d:よさや美しさ、表現の工夫などを感

じ取り、作品について理解を深めて

いる。 

デッサン 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 

八
尾
翠
翔
高
校
風
景
画 

・遠景と近景のバラン
スを考えて構図を決
める。 

・遠近感を出すための

描き方を習得する。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:目的を基に写真やコンピューター

など映像メディアの特性を生かし

て表現することに関心をもち、表現

や鑑賞の活動に主体的に取り組も

うとしている。 

b:映像メディアの特性を踏まえ、目的

を基に主題を生成し、視点や動きな

ど視覚的要素を工夫して表現の構

想を練っている。 

c:カメラやコンピューター、プロジェ

クターなどの様々な用具の特性を

理解し、効果的な表現方法や編集を

工夫して表現している。 

d:映像メディア表現の特質や視覚的

効果を生かした独自の表現効果な

どを感じ取り、作品の主題や作者の

表現意図、効果的な表現の工夫など

を読み取り、作品や作者について理

解している。 

 

 

制作の様子 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

制作途中の

作品 

 

 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

作品 

３
学
期 

 

木
彫
パ
ズ
ル 

・ピースごとに独立し
た形になっているパ
ズルを作成する。 

・電動のこぎりの使用
方法を習得する。 

・細やかな作業と丁寧

な仕上がりを目指す。 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:テーマを基に自己の内面を見つめ

て表現することに関心を持ち、表現

や鑑賞の活動に主体的に取り組も

うとしている。 

b:テーマを基に感性や想像力を働か

せて、自己の内面を見つめて感じ取

ったことや考えたことから主題を

生成し、表現形式の特性を生かし

て、形体、色彩、構成などを工夫し

て創造的な表現の構想を練ってい

る。 

c:意図に応じて材料や用具の特性を

生かし、表現方法を工夫して、主題

を追及して表現している。 

d:他の生徒の作品などのよさや美し

さ、作者の心情や意図と表現の工夫

などを感じ取り、作品などについて

理解を深めている。 

 

ワークシート 

 

ア イデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

作品 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち150 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

展
覧
会
を
企
画
し
よ
う
！ 

【鑑賞】 

・作品カードの中から展

示する作品を班で選

択する。 

・作品説明や展覧会名

等を考え、キャプション

等を作る。 

・ミニ展覧会を開き、展覧

会の意図等を説明し

合う。 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

a:美術作品のよさや美しさ、作者の意

図や表現の工夫などに関心を持ち、

作品について理解しようとしてい

る。 

d:美術作品のよさや美しさ、作者の意

図や表現の工夫などを感じ取り、作

品に対する見方や感じ方、考えなど

を持ち、理解している。 

ワークシート 

活動の様子 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち151 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新編書道Ⅰ （教育出版） 

副教材等 自主教材プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・小学校、中学校の書写の授業で学んだことを発展させて、芸術科書道では用具用材の違いによ

る表現の違い等を学びましょう。 

・平仮名から入り、篆隷行草から楷書に至るまで様々な書体を体験し、筆の弾力を使いこなし、

自分らしい文字を書くことが出来るようになることをめざします。 

・身近に飾れる作品を作ることで達成感を味わい、書を愛好する心情を育てます。 

 

２ 学習の到達目標 

書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、書

写能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばし、書の伝統と文化についての理解を深

める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法)  
観

点 

a:書への 

関心・意欲・態度 

b:書表現の 

構想と工夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の喜

びを味わい、書の伝

統と文化に関心をも

って、主体的に表現

や鑑賞の創造的活動

に取り組もうとす

る。 

書のよさや美しさを

感じ取り、感性を働か

せながら、自らの意図

に基づいて構想し、表

現を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、基礎的な

能力を生かし、効果

的な表現の技能を身

に付け表している。 

日常生活の書の効用

や書の伝統と文化に

ついて幅広く理解

し、その価値を考え、

書のよさや美しさを

創造的に味わってい

る。 

評
価
方
法 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  

月 題材名 学習内容・活動 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち152 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

４ 

 

 

 

書写と書

道 

楷 書 に
よ る 学
習 

・九成宮
醴泉銘 

・孔子廟
堂碑 

・雁塔聖

教序 

・国語科書写と芸術科

書道 

・正式書体・略式書体 

・「書写」と「

書道」との関連

と違いを理解す

る」 

○   ○ a:書写と書道の類似点・相違点、正式書体

・略式書体について興味を持ち、今後の

学習に意欲的に取り組もうとしている。 

b:国語科書写での基礎・基本を踏まえ

表現を工夫している。 

c:姿勢や執筆法の基本を身に付け表

現している。 

d:書道の類似点・相違点、正式書体・略式

書体について理解し、さまざまな書のよ

さを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 
 

５ 

 

６ 

仮名（ひ

らがな 

）から 

漢字かな

交じり 

の書へ 

 

・淡墨によるひらが

 な連綿 

・漢字仮名交じりの

書（ひらがなの連

綿と漢字による

表現） 

○ ○  

 

 

 

 

 

 

 a:墨色について関心を持ち、積極的に

表現技法を高めようとしている。 

b: 一番省略された用筆法や単純化された平

仮名の筆使いについて理解し、表現を工

夫している。 

c:平仮名の単純化された筆使いを身に付け

表現している。 

d:墨色は黒一色ではないことを理解し、そ

のよさを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 
 

６ 

 

 

 

７ 

漢字の書 

（五書体

の学習か

ら１文字

作品制作

へ） 

表具 

 

・五書体の学習 

・正式書体と略式書体 

・漢字一文字作品制 

 作 

 

・漢字一文字作品表

具 

・相互鑑賞会 

 

○ ○  

 

 

 

 

 

 

○ a:五書体（楷書・行書・草書・隷書・

篆書）の美とその表現技法について

関心を持ち、表現や鑑賞の活動に意

欲的に取り組もうとしている。 

b:各書体の基本的な用筆方法を理解

し、表現を工夫している。 

c:逆筆と順筆、筆の弾力を利用する用筆方

法を身に付け表している。 

d:文字の成り立ちに興味を持ち、代表的な

五書体の古典を知り、そのよさや美しさ

を味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品  

８ 漢字の書 

(硬筆) 

 

・楷書と行書 

・行書の基本点
画、筆脈を理解
する 
 

 

 ○  

 

 

 

 

 

 

 

○ a:国語科書写の基礎的な能力を身に

付け、その向上に努め、主体的に表

現や鑑賞の活動に取り組もうとし

ている。 

b:国語科書写で身に付けた基礎的な

能力を生かして表現を工夫してい

る。 

c:国語科書写で身に付けた基礎的な

技能を生かして表現している。 

d:日常生活の硬筆の書の効用につい

て理解し、そのよさを味わってい

る。 

観察 提出作品  



学校整理番号３１４ 

217枚のうち153 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

９ 

 

 

10 

 

  

11 

発泡スチ

ロール印

による姓

名印づく

り 

 

・自分の名前調べ 

（各書体） 

・名前の１文字白文

印の制作 

○  

 

 

 

 

○ ○ a:名前の各書体調べを通じて書体の

変遷について関心を持ち、表現や鑑

賞の活動に意欲的に取り組もうと

している 

b:篆刻における分間布白を理解し、表

現を工夫している。 

c: 印稿づくりにおいて小筆の弾力を活か

し、硬筆等にも応用できる技法を身に付

け表している。 

d:様々な石や銅の印影を鑑賞し、そのよさ

や美しさを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 

12 生活の中

の書 

 

・年賀状 

・ペン字 

（冬期休業中の課題） 

   

 ○  ○ a:仮名の美（連綿、散らし書きなど）

について関心を持ち、表現や鑑賞の

活動に意欲的に取り組もうとして

いる 

b:年賀状の基本的な表現方法を理解

し、自らの意図に基づいて工夫して

いる。 

c:基礎的・基本的な連綿や散らし書き

の技法を身に付け表している。 

d:暮らしの中に書を生かすことを理

解し、そのよさや美しさを味わって

いる。 

観察 提出作品 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

色紙作品

を 

作ろう 

 

自分の作

品につい

て語り他

人の作品

を味わお

う 

（作品発

表） 

・色紙作品制作 

語句 の選定 

文字調べ 

草稿作成 

半紙による作品制

作後色紙への清

書、押印 

・自分の作品につい

て工夫した点やポイ

ントを発表 

・相互批評会 

○ ○  ○ a:文字の選定、作品の構想、完成に至

る創作活動について関心を持ち、表

現や鑑賞の活動に意欲的に取り組

もうとしている 

b:各書体のよさを感じ取り、作品の意

図を明確にし、表現を工夫してい

る。 

c:作品の意図を明確にするための表

現の技能を身に付け表している。 

d:互いの作品を鑑賞し、そのよさや美

しさを創造的に味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 

 

※ 表中の観点について a:書への関心・意欲・態度   b:書表現の構想と工夫 

c:創造的な書表現の技能    d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち154 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 書道Ⅱ （東書出版） 

副教材等 自主教材プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・小学校、中学校の書写の授業で学んだことを発展させて、芸術科書道では用具用材の違いによ

る表現の違い等を学びましょう。 

・平仮名から入り、篆隷行草から楷書に至るまで様々な書体を体験し、筆の弾力を使いこなし、

自分らしい文字を書くことが出来るようになることをめざします。 

・身近に飾れる作品を作ることで達成感を味わい、書を愛好する心情を育てます。 

 

２ 学習の到達目標 

書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、書

写能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばし、書の伝統と文化についての理解を深

める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法)  
観

点 

a:書への 

関心・意欲・態度 

b:書表現の 

構想と工夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の喜

びを味わい、書の伝

統と文化に関心をも

って、主体的に表現

や鑑賞の創造的活動

に取り組もうとす

る。 

書のよさや美しさを

感じ取り、感性を働か

せながら、自らの意図

に基づいて構想し、表

現を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、基礎的な

能力を生かし、効果

的な表現の技能を身

に付け表している。 

日常生活の書の効用

や書の伝統と文化に

ついて幅広く理解

し、その価値を考え、

書のよさや美しさを

創造的に味わってい

る。 

評
価
方
法 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  

月 題材名 学習内容・活動 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち155 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

４ 

 

 

 

オ リエン

テーショ

ン 

仮 名 の
書 

・単体・
連綿・変
体 仮 名
を学ぶ 

・俳句創
作 

・芸術科書道 

・正式書体・略式書体 

・小筆の扱い、
持ち方について 

・連綿・変体仮
名について 

・散らし書きに
学ぶ 

・料紙に仕上げ
る 

 

○   ○ a:書写と書道の類似点・相違点、正式書体

・略式書体について興味を持ち、今後の

学習に意欲的に取り組もうとしている。 

b:国語科書写での基礎・基本を踏まえ

表現を工夫している。 

c:姿勢や執筆法の基本を身に付け表

現している。 

d:書道の類似点・相違点、正式書体・略式

書体について理解し、さまざまな書のよ

さを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 
 

５ 

 

６ 

隷 書 の
学習 

  
曹 全
碑・張遷
碑 

 

・隷書の筆遣い、
字形について理
解し臨書する 
 

○ ○  

 

 

 

 

 

 

 a:墨色について関心を持ち、積極的に

表現技法を高めようとしている。 

b: 一番省略された用筆法や単純化された平

仮名の筆使いについて理解し、表現を工

夫している。 

c:平仮名の単純化された筆使いを身に付け

表現している。 

d:墨色は黒一色ではないことを理解し、そ

のよさを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 
 

６ 

 

 

 

７ 

篆 書 の
学習 

 甲 骨
文・石鼓
文・泰山
刻石 
 

・篆書の筆遣い、
字形について理
解し臨書する 
 

○ ○  

 

 

 

 

 

 

○ a:五書体（楷書・行書・草書・隷書・

篆書）の美とその表現技法について

関心を持ち、表現や鑑賞の活動に意

欲的に取り組もうとしている。 

b:各書体の基本的な用筆方法を理解

し、表現を工夫している。 

c:逆筆と順筆、筆の弾力を利用する用筆方

法を身に付け表している。 

d:文字の成り立ちに興味を持ち、代表的な

五書体の古典を知り、そのよさや美しさ

を味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品  

８ 漢字の書 

(硬筆) 

 

・楷書と行書 

（夏期休業中の課題と

しても扱う。） 

 

 ○  

 

 

 

 

 

 

 

○ a:国語科書写の基礎的な能力を身に

付け、その向上に努め、主体的に表

現や鑑賞の活動に取り組もうとし

ている。 

b:国語科書写で身に付けた基礎的な

能力を生かして表現を工夫してい

る。 

c:国語科書写で身に付けた基礎的な

技能を生かして表現している。 

d:日常生活の硬筆の書の効用につい

て理解し、そのよさを味わってい

る。 

観察 提出作品  



学校整理番号３１４ 

217枚のうち156 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

９ 

 

 

10 

 

  

11 

刻 字 の
学習 

・好きな字を選
び、半紙に筆で
書く（草稿作成） 

・布字、運刀を
理解する 

・色づけ・ニス
ぬりで仕上げる 

 

○  

 

 

 

 

○ ○ a:名前の各書体調べを通じて書体の

変遷について関心を持ち、表現や鑑

賞の活動に意欲的に取り組もうと

している 

b:篆刻における分間布白を理解し、表

現を工夫している。 

c: 印稿づくりにおいて小筆の弾力を活か

し、硬筆等にも応用できる技法を身に付

け表している。 

d:様々な石や銅の印影を鑑賞し、そのよさ

や美しさを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 

12 漢字仮

名交じ

りの書 

① 

・年賀状 

・ペン字 

 

   

 ○  ○ a:仮名の美（連綿、散らし書きなど）

について関心を持ち、表現や鑑賞の

活動に意欲的に取り組もうとして

いる 

b:年賀状の基本的な表現方法を理解

し、自らの意図に基づいて工夫して

いる。 

c:基礎的・基本的な連綿や散らし書き

の技法を身に付け表している。 

d:暮らしの中に書を生かすことを理

解し、そのよさや美しさを味わって

いる。 

観察 提出作品 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

草 書 の
学習 

 十 七
帖・書譜 
 

作品展

示、批評

会 

（作品発

表） 

・色紙作品制作 

語句 の選定 

文字調べ 

草稿作成 

半紙による作品制

作後色紙への清

書、押印 

・自分の作品につい

て工夫した点やポイ

ントを発表 

・相互批評会 

○ ○  ○ a:文字の選定、作品の構想、完成に至

る創作活動について関心を持ち、表

現や鑑賞の活動に意欲的に取り組

もうとしている 

b:各書体のよさを感じ取り、作品の意

図を明確にし、表現を工夫してい

る。 

c:作品の意図を明確にするための表

現の技能を身に付け表している。 

d:互いの作品を鑑賞し、そのよさや美

しさを創造的に味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 

 

※ 表中の観点について a:書への関心・意欲・態度   b:書表現の構想と工夫 

c:創造的な書表現の技能    d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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教科 芸術 科目 書道Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 書道Ⅲ （東書出版） 

副教材等 自主教材プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・小学校、中学校の書写の授業で学んだことを発展させて、芸術科書道では用具用材の違いによ

る表現の違い等を学びましょう。 

・平仮名から入り、篆隷行草から楷書に至るまで様々な書体を体験し、筆の弾力を使いこなし、

自分らしい文字を書くことが出来るようになることをめざします。 

・身近に飾れる作品を作ることで達成感を味わい、書を愛好する心情を育てます。 

 

２ 学習の到達目標 

書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、書

写能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばし、書の伝統と文化についての理解を深

める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法)  
観

点 

a:書への 

関心・意欲・態度 

b:書表現の 

構想と工夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の喜

びを味わい、書の伝

統と文化に関心をも

って、主体的に表現

や鑑賞の創造的活動

に取り組もうとす

る。 

書のよさや美しさを

感じ取り、感性を働か

せながら、自らの意図

に基づいて構想し、表

現を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、基礎的な

能力を生かし、効果

的な表現の技能を身

に付け表している。 

日常生活の書の効用

や書の伝統と文化に

ついて幅広く理解

し、その価値を考え、

書のよさや美しさを

創造的に味わってい

る。 

評
価
方
法 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

観察 

レポート 

ワークシート 

ポートフォリオ 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  

月 題材名 学習内容・活動 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 
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４ 

 

 

 

オ リエン

テーショ

ン 

 

 

 

 

 

・書道Ⅲでの学
習内容を理解す
る 
 

○   ○ a:書写と書道の類似点・相違点、正式書体

・略式書体について興味を持ち、今後の

学習に意欲的に取り組もうとしている。 

b:国語科書写での基礎・基本を踏まえ

表現を工夫している。 

c:姿勢や執筆法の基本を身に付け表

現している。 

d:書道の類似点・相違点、正式書体・略式

書体について理解し、さまざまな書のよ

さを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 
 

５ 

 

６ 

自 分 の
名 前 を
書く 

・単体・
連綿・変
体 仮 名
を学ぶ 
 

作 品 制
作 Ｉ 
 

・楷書・行書・
草書・隷書で自
分の名前を書く 

・書きたいと思
う書体・書風に
ついての理解を
深め、特徴を 

 理解して、筆

法を学ぶ  

○ ○  

 

 

 

 

 

 

 a:墨色について関心を持ち、積極的に

表現技法を高めようとしている。 

b: 一番省略された用筆法や単純化された平

仮名の筆使いについて理解し、表現を工

夫している。 

c:平仮名の単純化された筆使いを身に付け

表現している。 

d:墨色は黒一色ではないことを理解し、そ

のよさを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 
 

 

 

 

 

７ 

作 品 制
作 Ⅱ 

 

・五書体の学習 

・正式書体と略式書体 

・漢字一文字作品制 

 作 

 

○ ○  

 

 

 

 

 

 

○ a:五書体（楷書・行書・草書・隷書・

篆書）の美とその表現技法について

関心を持ち、表現や鑑賞の活動に意

欲的に取り組もうとしている。 

b:各書体の基本的な用筆方法を理解

し、表現を工夫している。 

c:逆筆と順筆、筆の弾力を利用する用筆方

法を身に付け表している。 

d:文字の成り立ちに興味を持ち、代表的な

五書体の古典を知り、そのよさや美しさ

を味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品  

８ 作 品 表
装 

 

・漢字一文字作品表

具 

・相互鑑賞会 

 

 ○  

 

 

 

 

 

 

 

○ a:書写の基礎的な能力を身に付け、そ

の向上に努め、主体的に表現や鑑賞

の活動に取り組もうとしている。 

b:書写で身に付けた基礎的な能力を

生かして表現を工夫している。 

c:書写で身に付けた基礎的な技能を

生かして表現している。 

d:日常生活の硬筆の書の効用につい

て理解し、そのよさを味わってい

る。 

観察 提出作品  
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９ 

 

 

10 

 

  

11 

石印によ

る姓名印

づくり 

 

・自分の名前調べ 

（各書体） 

・名前の１文字白文

印の制作 

○  

 

 

 

 

○ ○ a:名前の各書体調べを通じて書体の

変遷について関心を持ち、表現や鑑

賞の活動に意欲的に取り組もうと

している 

b:篆刻における分間布白を理解し、表

現を工夫している。 

c: 印稿づくりにおいて小筆の弾力を活か

し、硬筆等にも応用できる技法を身に付

け表している。 

d:様々な石や銅の印影を鑑賞し、そのよさ

や美しさを味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 

12 生活の中

の書 

 

作 品 制
作 Ⅱ 

 （皿） 

 

・年賀状 

・ペン字 

 

 ・各自の作品に
合うように裏打
ちし、表装する 

  

 ○  ○ a:仮名の美（連綿、散らし書きなど）

について関心を持ち、表現や鑑賞の

活動に意欲的に取り組もうとして

いる 

b:年賀状の基本的な表現方法を理解

し、自らの意図に基づいて工夫して

いる。 

c:基礎的・基本的な連綿や散らし書き

の技法を身に付け表している。 

d:暮らしの中に書を生かすことを理

解し、そのよさや美しさを味わって

いる。 

観察 提出作品 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

皿作品を 

作ろう 

 

自分の作

品につい

て語り他

人の作品

を味わお

う 

（作品発

表） 

・皿紙作品制作 

語句 の選定 

文字調べ 

草稿作成 

作品制作後皿へ

の清書、押印 

・自分の作品につい

て工夫した点やポイ

ントを発表 

・相互批評会 

○ ○  ○ a:文字の選定、作品の構想、完成に至

る創作活動について関心を持ち、表

現や鑑賞の活動に意欲的に取り組

もうとしている 

b:各書体のよさを感じ取り、作品の意

図を明確にし、表現を工夫してい

る。 

c:作品の意図を明確にするための表

現の技能を身に付け表している。 

d:互いの作品を鑑賞し、そのよさや美

しさを創造的に味わっている。 

観察 レポート ワークシート ポートフォリオ 提出作品 

 

※ 表中の観点について a:書への関心・意欲・態度   b:書表現の構想と工夫 

c:創造的な書表現の技能    d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 
New One World 

準拠ワークブック 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業で

す。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。

授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習することが

大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきち

んと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 

・自分の好きなことについ

て、短い話をすることがで

きる。 

・日常生活の習慣や行動につ

いて話すことができる。 

・簡単な相槌をうったり、簡

単な質問や聞き返しができ

る。 

コミュ英 I 

 

インタビ

ューテス

ト、スピ

ーチ 

・SV をしっかり理

解し、内容を整

理して、相手に

伝わる文を書く

ことができる。 

コミュ英 I 

 

ライティ

ングテス

ト、定期

考査 

・教師による英語での

簡単な指示を理解す

ることができる。 

・まとまった文章を聞

いて、大まかな内容

を理解することがで

きる。 

・リズムやイントネー

ションなどの英語の

音声的な特徴に注意

しながら聞くことが

できる。 

コミュ英 I 

 

リスニン

グ テ ス

ト、定期

考査 

・説明や物語などを読

んで、情報や考えなど

の概要をとらえるこ

とができる。 

・説明や物語などを読

んで、情報や考えなど

の要点や詳細をとら

え宇ことができる。 

・説明や物語などを聞

き手に伝わるように

音読することができ

る。 

・内容の要点を示す語

句や文、つながりを示

す句などに注意しな

がら読むことができ

る。 

コミュ英 I 

 

リ ス ニ

ン グ テ

スト、音

読 テ ス

ト、定期

考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

コミュニケーションに関心

をもち、積極的に言語活動を

行い、コミュニケーションを

図ろうとしているかを的確

に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標を

的確に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法 

で実施。 

英語やその運用についての知識

を身に付けているとともに、その

背景にある文化などを理解して

いるかどうかを的確に評価でき

る方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

     単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson1 海外旅行の魅 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
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( 6 時間) 力を知るとと

もに、旅行を

楽しむために

必要なものに

ついて理解す

る。 

・ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

・活動に積極的に取り組

み，より多くの相手とコ

ミュニケーションの機

会をつくろうとしてい

る。 

・ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続けている。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・聞き手に伝えることを意

識した音読をする。 

・ペアで音読活動を毎時間

行い、聞き手に伝わる読

み方を意識する。 

・聞き手に伝えることを意

識した音読をすること

ができる。 

・授業時間を利用して音

読テストを実施する。 

（１時間×２回で実施） 

「外国語理解の能力」  

・海外旅行の楽しさや旅行

する際に必要なものを，

聞いたり読んだりした

ことが理解できる。 

・身の周りに関わることに

ついて、自分の考えを適

切に表現できる。 

・友だちが表現している内

容について理解できる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・基本的な文構造（SV, 

SVC, 

SVO,SVOO,SVOC），to

不定詞の用法を理解し

ている 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・基本的な文型及び時制の

使い方を理解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson2 

( 6 時間) 

日本人の食生

活にふれると

ともに，世界

や日本におけ

るパンの歴史

について理解

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） ・各セクションを読む前

に、それぞれのトピック

に関しての自分の意見

をペアで伝え合う。 

（本単元では設定しない）  

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・本レッスンで取り上げら

れている内容に関して、

自分の考えを話す。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・データを読み解いたり，

パンの歴史について，聞

いたり読んだりしたこ

とが理解できる。 

・内容の要点を示す語句や

文に注意しながら，読ん

だことが理解できる。 

・日常生活の中の疑問につ

いての説明を読んで、そ

の概要や要点を捉える

ことができる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較表現（比較級，as～

as），受け身，進行形の用

法を理解している。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・比較表現（比較級，as～

as），受け身，進行形の用

法を理解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson 3 

(６時間) 

ネコの生態に

ついてふれな

がら，ネコの

持つさまざま

な特徴につい

て理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） ・聞き取れなかったところ

は質問をしたり、メモを

取るなどをして聞き続

ける。 

（本単元では設定しない） 

 

 

「外国語表現の能力」 

・基本的な相槌表現を使用

し、会話を続ける。 

・ワークシートを用いて、

ペアで相槌をうちながら

お弁当やその他の話題に

関する会話を続ける練習

をする。 

・相槌表現を理解し、実際

のコミュニケーション

の場で使用することが

できる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

・定期考査において、知

識が身についているか

どうかを判断する。 

「外国語理解の能力」 
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・英語の音声的な特徴，話

される速度，声の大きさ

などに慣れながら，聞き

取ることができる。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見なが

ら、ネコの特性について

読み、イメージとともに

その内容を理解する。 

・ネコについての説明を読

んで、その特性に関する

情報の概要や要点を捉

えることができる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞，SVO（＝that

節），分詞の形容詞とし

ての用法を理解してい

る。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・動名詞，SVO（＝that

節），分詞の形容詞とし

ての用法を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson４ 

 

夏季休暇中

の課題とす

る 

日本のアニメ

に つ い て ふ

れ，アニメの

歴史や影響力

について理解

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） （本単元では設定しない）  

「外国語表現の能力」 

・日本のアニメについて，

自分の考えを友だちに

伝えることができる。 

・セクションごとに、日本

のアニメについて、例示

する表現等を用いて簡

潔な説明文を書く。 

・日本のアニメについての

説明を読み、その内容に

ついて簡潔に説明する

文章を書くことができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・文の構造を理解しなが

ら，書かれていることの

内容を理解できる。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見なが

ら、日本のアニメについ

て読み、イメージととも

にその内容を理解する。 

・日本のアニメについての

説明を読んで、その情報

の概要や要点を捉える

ことができる。 

・課題成果物により、内

容が理解できているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形，過去完了形，

比較表現（最上級）の用

法を理解している。 

・本文中で使われている意

味や用法を確認する。 

・現在完了形，過去完了形，

比較表現（最上級）の用

法を理解している。 

・課題成果物において、

知識が身についている

かどうかを判断する。 

Lesson5 

(６時間) 

さまざまなイ

ベントについ

て ふ れ な が

ら，その成り

立ちや考え方

について理解

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら話

す。 

・本文中で紹介されている

イベントを一つ選んで

ペアで話し合う。 

・ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら話

している。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・身の回りにあるイベント

について，友だちに説明

することができる。 

・ワークシートを用い、イ

ベントに関する情報を書

き込み、ペアまたはグル

ープで説明をする。 

・取り上げたイベントにつ

いて、写真を示しながら

説明をすることができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取り組

み状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・文章を読んで，イベント

の起源などの内容を理

解できる。 

・関連した画像などを見な

がら、イベントについて

読み、イメージととも

に、その内容を理解す

る。 

・取り上げたイベントにつ

いて、写真を示しながら

説明されていることに

ついて、読んだことを理

解することができる。 

 

・定期テストの筆記テス

ト及び小テストにおい

て、内容理解を問う出

題により、内容理解が

できているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞 who（主格）、

関係代名詞 which,that

（主格）、関係代名詞

whom,which,that(目的

格）の用法を理解してい

る。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・関係代名詞 who（主格）、

関係代名詞 which,that

（主格）、関係代名詞

whom,which,that(目的

格）の用法を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson6 苦しんでいる 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
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（６時間） 人 々 に 対 し

て，さまざま

な方法で援助

することがで

きることを理

解する。 

・「We Are the World」に

関するドキュメンタリ

ーを見て制作の過程を

話し合う。 

・歌詞の内容をまとめたワ

ークシートを使い、ペア

でインタビューの練習

をする。 

・楽曲の制作過程を理解し

ている。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・「We Are the World」が

生まれた背景を簡潔に

まとめて，表現できる。 

・楽曲制作の過程をプレゼ

ンテーションする練習を

する。 

・ボランティアや支援活動

について，自分の考えを

伝えることができる。 

・授業時間を利用してス

ピーキングテストを実

施する。 

「外国語理解の能力」 

・世界には苦しんでいる

人々がたくさんいるこ

とを知り，さまざまな支

援活動があることを理

解できる。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見なが

ら、楽曲制作の秘密につ

いて読み、イメージとと

もにその内容を理解す

る。 

・世界には苦しんでいる

人々がたくさんいるこ

とを知り，さまざまな支

援活動があることを理

解できる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVC（＝疑問詞節）、

SVO+to 不定詞、疑問詞

＋to 不定詞の用法を理

解している。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・SVC（＝疑問詞節）、

SVO+to 不定詞、疑問詞

＋to 不定詞の用法を理

解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson7 

（８時間） 

身の周りにあ

る環境や科学

に つ い て 知

り，今後、我々

は何をしなけ

ればならない

の か 理 解 す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

・環境問題に関する情報を

ワークシートにまとめ、

それを参考にしながら

ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・既習の表現を適切に用

い、主張と理由を含めた

簡潔な文章を書く。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認し、応

用しながら、主張と理由

を含む簡潔な文章を書く

練習をする。 

・既習の表現を適切に用

い、主張と理由を含めた

簡潔な文章を書くこと

ができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・様々な人類の課題や環境

問題について知り，課題

解決などを理解できる。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見ながら

様々な人類の問題につい

て読み、イメージととも

に、その内容を理解する。 

・様々な人類の問題に関す

る説明を読んで、租情報

の概要や要点を捉える

ことができる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・It is ～(for...)+to 不定詞

／It is ～that...／

SVOC(=現在分詞、原形

不定詞）の用法を理解し

ている。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・It is ～(for...)+to 不定詞

／It is ～that...／

SVOC(=現在分詞、原形

不定詞）の用法を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson8 

（８時間） 

日本における

ベートーベン

交響曲第九番

の歴史につい

て理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「一万人の第九」などの

映像を見せ、日本国内に

おける「第九」の扱いに

ついて話し合う。 

・映像から知り得た内容

を、既習の表現を用いて

グループで発表する。 

・「第九」について学んだ

内容に関して具体例を

示しながら、英語で説明

をする。 

・ペアまたはグループで

の言語活動を観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・日本における「第九」の

歴史についてまとめて

伝えたり，書いて伝えた

りすることができる。 

・「第九」に関して学んだ

こととグループ内でまと

めた感想を、全体の前で

発表する。 

・事実を忠実に相手に伝え

ることができる。 

・授業時間を利用して、

プレゼンテーションテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 
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・歴史考察を踏まえ，日本

における「第九」の起源

について理解できる。 

・音楽に関する語句や表現

を知りどのような状況下

で「第九」が演奏された

のか適切に理解できる。 

・歴史考察を踏まえ，日本

における「第九」の起源

について理解できる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞 what、関係

副詞 where、関係副詞

when、関係副詞 why, how

の用法を理解している。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・関係代名詞 what、関係

副詞 where、関係副詞

when、関係副詞why, how

の用法を理解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson9 

（８時間） 

オリンピック

の成り立ちと

歴史を読み、

オリンピック

の理念につい

て理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

 

「外国語表現の能力」 

・読んだ内容を適切にまと

め，的確に書いたり，発

表したりしてできる。 

・本文から知り得た内容に

ついて既習の表現を用い

て英文で書くことができ

る。 

・オリンピックの歴史や理

念について，友だちと話

し合ったり，意見の交換

をしたりできる。 

・授業時間を利用してラ

イティングテストを行

う。 

「外国語理解の能力」 

・事実を的確に捉え，情報

や要点を正しく捉える

ことができる。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見なが

ら、オリンピックの歴史

について読み、イメージ

とともに、その内容を理

解する。 

・本文を読んで、その情報

の概要や要点を捉える

ことができる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文（現在分詞）、

現在完了進行形、現在完

了＋受け身の用法を理

解している。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・分詞構文（現在分詞）、

現在完了進行形、現在完

了＋受け身の用法を理解

している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson10 

（10 時間） 

グローバル化

のメリットと

デメリットを

知り、高校生

にとって何が

できるのかを

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） （本単元では設定しない） （本単元では設定しない）  

「外国語表現の能力」 

・友だちの意見や考え方に

対して，積極的に賛成意

見や反対意見を言おう

としている。 

・友だちの意見や考え方に

対して，積極的に賛成意

見や反対意見を言おうと

している。 

・友だちの意見や考え方に

対して，積極的に賛成意

見や反対意見を言おう

としている。 

・授業時間を利用して、

ディベートを実施す

る。 

 

「外国語理解の能力」 

・スピーチやディベートの

中で，相手の意向を的確

にまとめて，発表でき

る。  

・関連した画像などを見な

がら、グローバル化に関

する理解を深める。 

・グローバル化に関する友

だちの発表を聞いて，概

要や要点を適切に理解

できる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVOO(=that 節）、SVOO

（＝疑問詞節）仮定法過

去、as if ＋仮定法過去の

用法を理解している。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・SVOO(=that 節）、SVOO

（＝疑問詞節）仮定法過

去、as if ＋仮定法過去の

用法を理解している。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、知識が身

に付いているかを判断

する。 
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教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 Grove、準拠ワークブック 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業で

す。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。

授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習することが

大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきち

んと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「２年総合英語」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 

・聞いたり読んだりしたこ

と、興味関心のあることに

ついて自分の考えを述べる

ことができる。 

・簡単な語や表現を使って互

いの意見交換をすることが

できる。 

 

コミュ英Ⅱ 

 

インタビ

ューテス

ト、スピ

ーチ 

プレゼン

テーショ

ン 

・聞いたり読んだ

りしたこと、興

味関心のあるこ

とについて、情

報や考えなどに

ついて、簡単な

文章を書くこと

ができる。 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

 

ライティ

ングテス

ト、定期

考査 

 

総合英語

Ⅱ 

ワークシ

ート、定

期考査 

 

英語探求 

・事物に関する紹介や

報告、対話や討論な

どを聞いて、情報や

考えなどの概要を捉

えることができる。 

・英語の音声的な特徴

や内容の発展などに

注意しながら聞くこ

とができる。 

 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

 

リスニン

グ テ ス

ト、定期

考査 

 

総合英語

Ⅱ 

ワークシ

ート、定

期考査 

 

英語探求 

・一定量の英文を速読

して概要をとらえる

ことができる。 

・一定量の英文を精読

して要点や詳細を捉

えることができる。 

 

など 

コミュ英

Ⅱ 

 

リ ス ニ

ン グ テ

スト、音

読 テ ス

ト、定期

考査 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

コミュニケーションに関心

をもち、積極的に言語活動を

行い、コミュニケーションを

図ろうとしているかを的確

に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標を

的確に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法 

で実施。 

英語やその運用についての知識

を身に付けているとともに、その

背景にある文化などを理解して

いるかどうかを的確に評価でき

る方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち166 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

４ 学習の活動 

     単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson1 

( 6 時間) 

 

１学期中間 

2013 年，世界

遺産に登録さ

れた富士山の

歴史と現在の

姿を通して，

富士山の今後

について考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

・新出語以外の未知語の意

味を文章の前後関係か

ら推測できるよう読み

進めていく。 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続けて

いる。 

・意味調べ課題の提出に

より判断する。 

 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・本レッスンで取り上げら

れている内容に関して、

自分の考えを英語で話

す。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」  

・日本が世界に誇る富士山 

 の歴史と現状に関する

話を読み、概要・要点を

捉える。 

・教科書本文の概要・要点

を理解しながら読み進

める。 

・日本が世界に誇る富士山 

 の歴史と現状に関する

話を読み、概要・要点を

捉えることができる。 

・定期テスト及び小テス

トの内容理解を問う問

題により、内容理解が

できているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「S+V」、「S+V+C」、 

 「S+V+O」、 

 「S+V+O+O」、 

 「S+V+O+C」、 

 「S+V+C(=that 節）」

を理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・文法問題を繰り返し演習

し、問題形式に慣れる。 

・「S+V」、「S+V+C」

「S+V+O」、

「S+V+O+O」

「S+V+O+C」、 

 「S+V+C(=that 節）」を

理解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

及び小テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson2 

( 6 時間) 

 

１学期期末 

ロッククライ

マーの白石阿

島さんが、難

しい挑戦から

得たものにつ

いて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず積極

的に情報や考えを話そ

うとする。 

・読んだ内容から印象に 

 残った言葉について話

す。 

・白石さんに関する情報を

ワークシートにまとめ、

それを参考にしながら

ペアで白石さんについ

て紹介し合う。 

・間違うことを恐れず積極

的に情報や考えを話そ

うとしている。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取り組

み状況の判断状況とし

て活用する。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・ロッククライマーの白石

さんについて、適切に話

すことができる。 

・ワークシートに白石さん

に関する情報を書き込

み、ペアやグループで説

明をする。 

・ロッククライマーの白石

さんについて、適切に話

している。 

・スピーキングテストに

より評価する。 

「外国語理解の能力」 

・ロッククライマーの白石

さんのスピーチ文を読

み、概要を捉える。 

・教科書本文の概要を理解

しながら読み進める。 

・ロッククライマーの白石

さんのスピーチ文を読

み、概要を捉えることが

できる。 

・定期テストの内容理解

を問う問題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「現在完了形」「過去完 

 了形」「過去完了進行 

 形」を理解する。 

 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、文法の定着を図

る。 

・「現在完了形」「過去完 

 了形」「過去完了進行 

 形」を理解している 

 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson ３ ニュージーラ 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち167 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

(６時間) 

 

１学期期末 

ンドの海岸に

迷いこんだ１

羽のペンギン

がどのように

して海に帰さ

れたのかを知

る。 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

・本文の大まかな概要を捉

えながら読み進める。 

・理解できないことや未知

の語があっても推測する

などして読み続けている。 

・授業プリントを判断材

料とする。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） 

 

・聞いた内容を英語で表現

する。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・教科書本文を読んで、ペ

ンギンが発見されてか

ら海に帰されるまでの

経緯を理解する。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら、内容を

時系列に沿って理解す

る。 

・教科書本文を読んで、ペ

ンギンが発見されてか

ら海に帰されるまでの

経緯を理解している。 

・定期テスト及び小テス

トの内容理解を問う問

題により、内容理解が

できているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「助動詞」、「助動詞 

 +完了形」、「受け身」 

 を理解する。 

 

 

 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・「助動詞」、「助動詞 

 +完了形」、「受け身」 

 を理解している。 

 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson４ 

 

夏季休暇中

の課題とす

る 

アフリカの水

問題に立ち向

かうためにデ

ザイナーのヴ

ィットーリさ

んが開発した

装置について

知る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測し

たり調べたりするなど

して読み続ける。 

（本単元では設定しない） ・理解できないことや未知

の語があっても推測し

たり調べたりするなど

して読み続ける。 

・課題成果物において判

断する。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） （本単元では設定しない） （本単元では設定しな

い） 

「外国語理解の能力」 

・ヴィットーリさんが開発

した装置についての文

章を読み、その情報の概

要や要点を捉える。 

（本単元では設定しない） ・ヴィットーリさんが開発

した装置についての文

章を読み、その情報の概

要や要点を捉えること

ができる。 

・定期テストの内容理解

を問う問題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「助動詞を含む受け 

 身」、「S+V(+O)+ 

 O(=that 節)」、 

 「S+V(+O)+O(=疑問詞

節)」、「未来進行形」 

 を理解する。 

（本単元では設定しない） ・「助動詞を含む受け 

 身」、「S+V(+O)+ 

 O(=that 節)」、 

 「S+V(+O)+O(=疑問詞

節)」、「未来進行形」 

 を理解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson5 

（８時間） 

 

２学期中間 

私たちの食卓

に欠かせない

トマトの知ら

れざる歴史を

知り、世界に

広まった道の

りをたどる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や未知

の語があっても、推測す

るなどして聞き続ける。 

・聞き取れなかったところ

は質問をしたり、メモを

取るなどをして聞き続

ける。 

・聞き取れない箇所や未知

の語があっても、推測す

るなどして聞き続ける。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せる。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・毎時間の最初にペアで教

科書本文の内容を英語で

説明する。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・トマトの知られざる歴史

に関する文章を聞き、そ

の内容を理解できる。 

・教科書本文を何度も音読

し、英語の音声に慣れる

とともに概要を捉える。 

・トマトの知られざる歴史

に関する文章を聞き、そ

の内容を理解している。 

・考査におけるリスニン

グテストにより評価す

る。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち168 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「進行形の受け身」、 

 「『S+V+O(=that 節）』 

 の受け身」

「『S+V+O+O』 

『S+V+O+C』の受け身」、  

 「完了形の受け身」を理

解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・「進行形の受け身」、 

 「『S+V+O(=that 節）』 

 の受け身」

「『S+V+O+O』 

『S+V+O+C』の受け身」、  

 「完了形の受け身」を理

解している。 

 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson6 

（８時間） 

 

２学期中間 

厳しい環境を

利用して独自

の豊かな暮ら

しを送ってい

るアイスラン

ドの人々につ

いて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

・本文を読んで、日本とア

イスランドとの共通点

や相違点について話し

合い、それらを明確にし

て理解を深める。 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続けて

いる。 

・授業プリントを提出さ

せる。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・本レッスンで取り上げら

れている内容に関して、

自分の考えを英語で話

す。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・アイスランドに関する文

章を読んで、その情報の

概要や要点を捉える。 

・セクションごとにアイス

ランドに関する情報を

ワークシートにまとめ

ながら、その内容を理解

する。 

・アイスランドに関する文

章を読んで、その情報の

概要や要点を捉える。 

・定期テストの内容理解

を問う問題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「比較」、「to 不定詞の 

 用法」「It is+～(for～) 

 ＋to 不定詞」、「動名 

 詞」、「S+V(=be 動詞） 

 +形容詞＋that 節」を理

解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・「比較」、「to 不定詞の 

 用法」「It is+～(for～) 

 ＋to 不定詞」、「動名 

 詞」、「S+V(=be 動詞） 

 +形容詞＋that 節」を理

解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson7 

（８時間） 

 

２学期期末 

ジャムを購入

するときの実

験を通して、

選択をする際

の考え方を探

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や未知

の語があっても、推測す

るなどして聞き続ける。 

・本文の音声を繰り返し聞

き、音読活動とディクテ

ーションを行う。 

・聞き取れない箇所や未知

の語があっても、推測す

るなどして聞き続ける。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せる。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・教科書本文の内容を英語

で伝える。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・人間が選択をする際の考

え方に関する文章を聞

き、その内容を理解でき

る。 

・教科書本文を何度も音読

し、英語の音声に慣れる

とともに概要を捉える。 

・ディクトグロスで英文の

再構築を行う。 

・人間が選択をする際の考

え方に関する文章を聞

き、その内容を理解でき

る。 

・考査におけるリスニン

グテストにより評価す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち169 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

・「分詞構文」「S+V+O+C 

 (=原形不定詞）」、「分 

 詞構文（～するとき、 

 ～なので）」、関係代名 

 詞の非制限的用法」を理

解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・「分詞構文」「S+V+O+C 

 (=原形不定詞）」、「分 

 詞構文（～するとき、 

 ～なので）」、関係代名 

 詞の非制限的用法」を理

解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson8 

（８時間） 

 

２学期期末 

紙を用いた建

築 物 を 使 っ

て、世界中の

災害現場で社

会貢献を行っ

ている建築家

の坂茂氏につ

いて知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

・教科書本文の概要を捉え

ながら読み進める。 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

・宿題プリントを提出さ

せる。 

「外国語表現の能力」 

・既習の表現を適切に用

い、主張と理由を含めた

簡潔な文章を書く。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認し、応

用しながら、主張と理由

を含む簡潔な文章を書く

練習をする。 

・既習の表現を適切に用

い、主張と理由を含めた

簡潔な文章を書いてい

る。 

・宿題の内容を取り組み

状況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

・坂茂さんに関する文章を

読んで、その情報の概要

や要点を捉える。 

・セクションごとに坂茂さ

んに関する情報をメモし

ながら、その内容を理解

する。 

・坂茂さんに関する文章を

読んで、その情報の概要

や要点を捉える。 

・定期テストの内容理解

を問う問題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「分詞構文」、 

 「S+V+O+C(=原形不定 

 詞)」、「分詞構文 

 （「～なので」、「～す 

 るとき」）、「関係代名 

 詞の非制限的用法」を理

解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・「分詞構文」、 

 「S+V+O+C(=原形不定 

 詞)」、「分詞構文 

 （「～なので」、「～す 

 るとき」）、「関係代名 

 詞の非制限的用法」を理

解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson9 

（８時間） 

 

学年末 

妻や母親が作

った温かい昼

食を届けるム

ンバイの伝統

的なシステム

に つ い て 学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず積極

的に情報や考えを話そ

うとしている。 

・ムンバイのデリバリーシ

ステムやその他の国の

伝統的な昼食のシステ

ムについて、写真や絵を

用いて自分の言葉で説

明する練習を毎時間設

ける。 

・間違うことを恐れず積極

的に情報や考えを話そ

うとしている。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・スピーキングテストに

より評価する。 

「外国語表現の能力」 

・ムンバイのデリバリーシ

ステムについて、必要な

情報を適切に話すこと

ができる。 

・ムンバイのデリバリーシ

ステムについて、写真や

絵を用いて自分の言葉

で説明する練習を毎時

間実施する。 

・ムンバイのデリバリーシ

ステムについて、必要な

情報を適切に話すことが

できている。 

・スピーキングテストに

より評価する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しない） ・関連した画像や動画など

を見ながらムンバイのデ

リバリーシステムについ

て読み、イメージととも

に、その内容を理解する。 

（本単元では設定しない） ・定期テストの内容理解

を問う問題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「関係副詞」、「仮定法 

  過去仮定法過去完 

   了)」、「関係副詞の 

  非制限的用法」、「仮 

  定法を含む表現」を理解

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・「関係副詞」、「仮定法 

  過去仮定法過去完 

   了)」、「関係副詞の 

  非制限的用法」、「仮 

  定法を含む表現」を理解

・定期テストの筆記テス

トにおいて、知識が身

に付いているかを判断

する。 
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する。 している。 

Lesson10 

（８時間） 

 

学年末 

地球温暖化が

進んだ結果、

アルプスの山

やナキウサギ

の生態に影響

が出始めてい

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

・新出語以外の未知語の意

味を文章の前後関係か

ら推測できるよう読み

進めていく。 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続けて

いる。 

・意味調べ宿題を提出さ

せる。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・教科書本文の内容を英語

で伝える。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・アイスランドの人々の独

自の暮らしについて、写

真を示しながら説明さ

れていることについて、

読んだことを理解する。 

・関連した画像や動画を観

ながらアイスランドの

人々の暮らしについて読

み、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・アイスランドの人々の独

自の暮らしについて、写

真を示しながら説明さ

れていることについて、

読んだことを理解して

いる。 

・定期テストの内容理解

を問う問題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「S+V(=seem[appear な 

 ど]+to 不定詞」、「完了 

 不定詞」、「省略」、 

 「形容詞+to 不定詞」を

理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・「S+V(=seem[appear な 

 ど]+to 不定詞」、「完了 

 不定詞」、「省略」、 

 「形容詞+to 不定詞」を

理解している。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、知識が身

に付いているかを判断

する。 
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教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ３ 第３学年 
・MY WAY English CommunicationⅡ 

・コンチェルト・Listening Reading 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、これまでの英語の授業を更に発展させ英語４技能の力をつける授業です。そのため、

聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積極的

に活動に参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュ二ケーション英語Ⅲ」（３単位）及び「総合英語」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・身近なトピックに

ついて、簡単な英

語を幅広く使っ

て説明したり、自

分の意見を伝え

たりすることが

できる。 

・自分の関心事であ

れば、社会の状況

について、自分の

意見を加えてあ

る程度すらすら

と発表すること

ができる。 

コミュ英

Ⅲ 

総英Ⅲ 

英語探求

（２年選

択）       

ディスカ

ッション

プレゼン

テーショ

ン 

・興味のある社会的

なトピックに関

して、読んだり聞

いたりした内容

の要点を文章で

書くことができ

る。 

コ ミ ュ 英

Ⅲ 

総英Ⅲ 

英 語 探 求

（ ２ 年 選

択）    

ラ イ テ ィ

ン グ テ ス

ト 

ワ ー ク シ

ート 

・120wpm 以上の

速さで、発音、

リズム、イント

ネーション、音

声変化などを正

確に聞き取りな

がら、まとまり

のある日常生活

での情報や説明

をほぼ正確に理

解することがで

きる。 

コ ミ ュ 英

Ⅲ 

総英Ⅲ 

英 語 探 求

（ ２ 年 選

択）      

リ ス ニ ン

グ テ ス ト

（ 内 容 理

解・ディク

テ ー シ ョ

ン） 

ワ ー ク シ

ート 

・まとまりの

ある説明文

を理解し、実

用的な文章

から必要な

情報を得る

ことができ

る。 

 

 

・400 語以上

の社会性の

高い分野の

文章を理解

することが

できる。 

コミュ英Ⅲ 

総英Ⅲ 

英語探求（２

年選択）         

リーディング

テスト 

ワークシート 

 

 

 

 

英文読解探求     

リーディング

テスト 

ワークシート 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法 

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 

skill 1-6 

(1 学期中

間) 

世界のさま
ざまなあい
さつとそれ
に込められ
た意味につ
いて。など 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないこ
とや未知の語が
あっても推測す
るなどして読み
続けることがで
きる。 

・教科書記載のリー
ディングスキル
を用いて、教科書
本文や課題文を
読み進めていく。 

・理解できないこ
とや未知の語
があっても推
測するなどし
て読み続けて
いる。 

・ワークシートや
ワークブック
を提出し、その
完成度から関
心・意欲を評価
する。 

「外国語表現の能力」 
（本単元では設定
しない） 

・音読やリテリング
で、教科書の内容
を英語で伝える。 

（本単元では設
定しない） 

 

「外国語理解の能力」 

＜読むこと＞ 
以下リーディン
グスキルを習得
する。 

・SV を意識しなが
ら文章を読み進
めることができ
る。 

・意味のまとまり
に注意しながら
文章を読み進め
ることができる 

・指示代名詞や人
称代名詞が何を
指しているかを
理解しながら読
み進めることが
できる。 

・未知語の推測を
しながら文章を
読み進めること
ができる。 

・パラグラフの構
成を意識して文
章を読み進める
ことができる。 

・列挙や例示を示
すディスコース
マーカーを意識
して文章を読み
進めることがで
きる。 

・教科書記載のリー
ディングスキル
を用いて、教科書
本文や課題文を
読み進めていく。 

・左単元の目標、
リーディング
スキルを用い
てまとまりの
ある文章を理
解している。 

・定期考査におい
て長文読解問
題を出題する。 

・授業内で、リー
ディングスキ
ルが使用可能
な長文問題を
小テストとし
出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・教科書本文の新
出語彙の意味、
発音やアクセン
トを理解する。 

・教科書本文を読み
進めながら、新出
語彙の意味、発音
やアクセントを
確認していく。 

・教科書本文の新
出語彙の意味、
発音やアクセ
ントを理解し
ている。 

・定期考査におい
て語の意味、発
音やアクセン
トを問う問題
を出題する。 
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Reading 

skill 7-11 

(1 学期期

末) 

NY の廃線
跡に建設さ
れたハイラ
イン公園に
ついて。な
ど 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないこ
とや未知の語が
あっても推測す
るなどして読み
続けることがで
きる。 

・教科書記載のリー
ディングスキル
を用いて、教科書
本文や課題文を
読み進めていく。 

・理解できないこ
とや未知の語
があっても推
測するなどし
て読み続けて
いる。 

・ワークシートや
ワークブック
を提出し、その
完成度から関
心・意欲を評価
する。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定
しない） 

・音読やリテリング
で、教科書の内容
を英語で伝える。 

（本単元では設
定しない） 

 

「外国語理解の能力」 

＜読むこと＞ 
以下リーディン
グスキルを習得
する。 

・時間的順序を示
すディスコース
マーカーを意識
しながら文章を
読み進めること
ができる。 

・比較・対照を示
すディスコース
マーカーを意識
しながら文章を
読み進めること
ができる。 

・原因・結果を示
すディスコース
マーカーを意識
しながら文章を
読み進めること
ができる。 

・スキミングがで
きる。 

・スキャニングが
できる 

 

・教科書記載のリー
ディングスキル
を用いて、教科書
本文や課題文を
読み進めていく。 

・左単元の目標、
リーディング
スキルを用い
てまとまりの
ある文章を理
解している。 

・定期考査におい
て長文読解問
題を出題する。 

・授業内で、リー
ディングスキ
ルが使用可能
な長文問題を
小テストとし
出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・教科書本文の新
出語彙の意味、
発音やアクセン
トを理解する。 

・教科書本文を読み
進めながら、新出
語彙の意味、発音
やアクセントを
確認していく。 

・教科書本文の新
出語彙の意味、
発音やアクセ
ントを理解し
ている。 

・定期考査におい
て語の意味、発
音やアクセン
トを問う問題
を出題する。 

単元 

(配当時間) 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson1-4 

(2 学期中

間) 

英国におけ
るナローボ
ートの役割
の変遷と、
現代での人
気の理由に
ついて。な
ど 
 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・段落同士のつな
がりを意識しな
がら英文を読め
ようとすること
ができる。 

・作文に情報を多
く盛り込み、積
極的に内容を伝
えることができ
る。 

・聞き取れない箇
所や未知の語句
があっても、推
測するなどして
聞き続けること
ができる 

・読んだり聞いたり
した内容の要点
を文章で表現す
ることを目標に、
身近で社会的な
トピックを読み、
聞き進めていく。 

・英文内容の要点
をまとめるた
めに、英文を積
極的に読み、聞
き、書こうとし
ている。 

・ワークシートを
提出し、その完
成度から関
心・意欲を評価
する。 

「外国語表現の能力」 
＜書くこと＞ 

・読んだり聞いた
りした英文の要
点を文章で書く
ことができる。 

・教科書本文や課題
文の内容を英語
でまとめる。 

・読んだり聞いた
りした文の要
点を捉え、一貫
性のある文に
まとめ、書くこ
とができる。 

・定期考査におい
てライティン
グ問題を出題
する、もしくは 
授業内で、小テ
ストとし出題
する。 

「外国語理解の能力」 

＜読むこと＞ 

・パラグラフの構成
を意識して文章を
読み進めることが
できる。 

＜聞くこと＞ 

・出来事や説明を聞
いて重要な語句を
手掛かりに概要や
要点を理解するこ
とができる。 

 

・1 学期に学んだリ
ーディングスキ
ルを用いて、教科
書本文や課題文
を読み進めてい
く。 

・教科書本文や課題
文の音声を聞き、
内容を時系列や
問題の観点に沿
って区別する。 

・パラグラフの構
成を意識して
文章を読み進
めている。 

・出来事や説明を
聞いて重要な
語句を手掛か
りに概要や要
点を理解して
いる。 

・定期考査におい
て長文読解問
題、リスニング
問題を出題す
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・教科書本文の新
出語彙の意味、
発音やアクセン
トを理解する。 

・教科書本文を読み
進めながら、新出
語彙の意味、発音
やアクセントを
確認していく。 

・教科書本文の新
出語彙の意味、
発音やアクセ
ントを理解し
ている。 

・定期考査におい
て語の意味、発
音やアクセン
トを問う問題
を出題する。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson5-6 

(2 学期末) 

Lesson5 

人工知能の進

化と、社会に

与える影響に

ついて。 

 

Lesson6 

電子書籍と紙

の書籍の特徴

について。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐
れず積極的に情
報や考えを話そ
うとしている。 

・互いに協力しな
がら、質問した
り、意見を交換
したりしてい
る。 

・教科書本文の内容
について、自分の
意見を相手に伝
える練習をし、ス
ピーキングテス
トにおいてそれ
を評価する。 

・スピーキングのた
めの下準備とし
て自分の意見を
まとめる作文を
行う。 

・アイコンタクト
をしたり、会話
が途切れない
よう相槌を打
ったりしてい
る。 

・スピーキングの
ための作文課
題に積極的に
取り組んでい
る。 

・スピーキングテ
ストにおいて
コミュニケー
ションへの関
心・意欲を評価
する。 

・ワークシートを
提出し、その完
成度から関
心・意欲を評価
する。 

「外国語表現の能力」 
＜話すこと（や
りとり）＞ 

・説得力のある、
自分の考えを述
べることができ
る。 

・互いの意見交換
をすることがで
きる。 

 

・上に同じ  ・説得力のある自
分の考えを発
音正しく流暢
に SV の一致し
た文で発話し
ている。 

 

・スピーキングテ
ストにおいて
評価する。 

・定期考査におい
てライティン
グ問題を出題
する、もしくは
授業内で、小テ
ストとし出題
する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定
しない） 

・教科書本文の内容
を読み、聞き進め
る。 

（本単元では設
定しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・教科書本文の新出
語彙の意味、発音
やアクセントを理
解する。 

・教科書本文を読み進
めながら、新出語彙
の意味、発音やアク
セントを確認して
いく。 

・教科書本文の新出
語彙の意味、発音
やアクセントを
理解している。 

・定期考査におい
て語の意味、発
音やアクセン
トを問う問題
を出題する。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち176 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson7-8 

(2 学期末) 

Lesson7 

各国における

ソバの生産と

消 費 に つ い

て。 

 

Lesson8 

ミツバチとス

ズメの減少か

ら 考 え ら れ

る、環境の変

化とその影響

について。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないこ
とや未知の語が
あっても推測す
るなどして読み
続けることがで
きる。 

・教科書記載のリー
ディングスキル
を用いて、教科書
本文や課題文を
読み進めていく。 

・理解できないこ
とや未知の語
があっても推
測するなどし
て読み続けて
いる。 

・ワークシートや
ワークブック
を提出し、その
完成度から関
心・意欲を評価
する。 

「外国語表現の能力」 
（本単元では設定
しない） 

・音読やリテリング
で、教科書の内容
を英語で伝える。 

（本単元では設
定しない） 

 

「外国語理解の能力」 

＜読むこと＞ 

・1 学期に学んだリ
ーディングスキル
を用い、文章を読
み進めることがで
きる。 

＜聞くこと＞ 

・出来事や説明を聞
いて重要な語句を
手掛かりに概要や
要点を理解するこ
とができる。 

 

・1 学期に学んだリ
ーディングスキ
ルを用いて、教科
書本文や課題文
を読み進めてい
く。 

・教科書本文や課題
文の音声を聞き、
内容を時系列や
問題の観点に沿
って区別する。 

・1 学期に学んだリ
ーディングスキ
ルを用い、文章を
読み進めている。 

・出来事や説明を
聞いて重要な
語句を手掛か
りに概要や要
点を理解して
いる。 

・定期考査におい
て長文読解問
題、リスニング
問題を出題す
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・教科書本文の新出
語彙の意味、発音
やアクセントを理
解する。 

・教科書本文を読み進
めながら、新出語彙
の意味、発音やアク
セントを確認して
いく。 

・教科書本文の新出
語彙の意味、発音
やアクセントを
理解している。 

・定期考査におい
て語の意味、発
音やアクセン
トを問う問題
を出題する。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち177 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson9 

(3 学期) 

アウンサン
スーチーさ
んの生き方
と、信念を
貫くことの
尊さについ
て。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐
れず積極的に情
報や考えを話す
ことができる。 

・作文に情報を多
く盛り込み、積
極的に内容を伝
えることができ
る。  

・自分に影響を与え
た人物を紹介す
るプレゼンテー
ションを行う。 

・授業のはじめなど
に自身の考えを
アウトプットす
るスピーキング
活動（プレゼンテ
ーションの練習
など）を行う。 

・教科書の内容をも
とに英作文を行
う。 

・プレゼンテーシ
ョンをする際
に、積極的にア
イコンタクト
やデリバリー
をしている。 

・授業や宿題で友
人からの評価
をもらうなど
して英作文に
積極的に取り
組んでいる。 

・英作文をする際
などに積極的
に未知の単語
を調べている。 

・プレゼンテーシ
ョンの完成度
をもとに評価
する。 

・単語意味調べノ
ート、ワークシ
ートを提出し、
評価する。 

「外国語表現の能力」 
＜話すこと（発
表）＞ 

・自分の考えを述
べることができ
る。 

・正確な発音で、
リズムやイント
ネーションに注
意しながらプレ
ゼンテーション
できる。 

 

・上に同じ  
 

・自分の考えを発
音正しく流暢
に SV の一致し
た文で発話し
ている。 

・プレゼンテーシ
ョンの完成度
をもとに評価
する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定
しない） 

・教科書本文を読み
聞き進める。 

（本単元では設
定しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

（本単元では設定
しない） 

・教科書本文を読み
聞き進める。 

（本単元では設
定しない） 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち178 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新家庭基礎 21（実教出版） 

副教材等  データ＆グラフ 生活ガイドブック 2019（教育図書） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○家庭生活に関心をもち、積極的に取り組みましょう 

 ・生活の様々な現象や課題を自らよく考え、理解しましょう。自分の意見を積極的に発表し、

友人の意見も尊重できる雰囲気のよい授業を行っていきましょう。 

 ・実践的・体験的な学習を通して、科学的な理解に基づいた確かな技術を身に付けます。 

 ・学んだことを自分の生活の問題として捉え、よりよい生活をめざします。 

 

２ 学習の到達目標 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術 

を習得させ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力と

実践的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族・家
庭及び福祉、衣食
住、消費生活などに
ついて関心をもち、
その充実向上をめ
ざして主体的に取
り組むとともに、実
践的な態度を身に
付けている。 

人の一生と家族・家庭
及び福祉、衣食住、消
費生活などについて
生活の充実向上を図
るための課題を見い
だし、その解決をめざ
して思考を深め、適切
に判断し、工夫し創造
する能力を身に付け
ている。 

人の一生と家族・家
庭及び福祉、衣食住、
消費生活などに関す
る基礎的・基本的な
技術を身に付けてい
る。 

人の一生と家族・家
庭及び福祉、衣食
住、消費生活などに
関する基礎的・基本
的な知識を身に付
けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
プリントの記述 
調理計画、製作計
画、実習記録表 
レポート、発表 
自己評価 等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
調理計画、製作計画、
実習記録表 
レポート、発表 
定期考査の結果 
自己評価・相互評価等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
製作品 
レポート、発表 
定期考査 
自己評価・相互評価
等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
調理計画、製作計
画、実習記録表 
レポート、発表 
定期考査の結果等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち179 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

４
月 

「自
立
す
る
」ど
は
？ 

多
様
化
す
る
社
会
を
生
き
る 

○これからの生き方をどうデ

ザインする？ 

○青年期の自立をどう実現す

る？ 

 

○家族をめぐる法律はどうな

っている？ 

 ＊民法クイズ 

 

○多様な生き方の保障とは？ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:青年期の生き方について関心

を持ち、意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

b:生涯発達の視点から家族・家庭

と社会との関わりについての

課題を見いだし、その解決をめ

ざして考え、表現している。 

c:事例研究などを通して、家族や

家庭の在り方について検討す

る技術を身に付けている。 

d:生涯発達の視点から、家族・家

庭の意義、社会との関わりなど

について理解し、人の一生を自

分の問題として捉えるための

知識を身に付けている。 

授業観察 

プリント 

定期考査 

５
月 

支
え
あ
い
・共
に
生
き
る 

○支えあいのしくみはどうなっ

ているか？ 

 

○高齢者とそれを支える仕組

みはどうなっているか？ 

 

○障害者の現状とそれを支え

る仕組みは？ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:高齢者の生活について関心を

持ち、実践的・体験的な活動を

通して意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

b:高齢者の生活について、家族や

地域の生活を見つめて課題を

見いだし、その解決をめざして

考え、表現している。 

c:高齢者と適切に関わることが

でき、高齢者の自立生活を支え

る技術を身に付けている。 

d:高齢者の生活について理解し、

家族・地域・社会の果たす役割

を認識するために必要な知識

を身に付けている。 

授業観察 

プリント 

定期考査 

６
月 

衣
生
活 

○衣服でこんなトラブルが？ 

 

○衣服は何で出来ている？ 

 

 

○洗濯・手入れ、考えてる？ 

 

○衣服を着る意味とは？ 

＊被服実習（全 4 回） 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:被服管理と着装、健康で快適な

衣生活、ライフスタイルと環境

に関心をもち、意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

b:被服管理と着装、健康で快適な

衣生活などについて、課題を見

いだし、その解決をめざして考

え、適切に判断し表現してい

る。 

c:生活に必要となるミシンの使

用法やボタン付けなどの裁縫

技術を身につける。 

d:被服の機能と着装、被服材料、

被服の構成、被服管理などにつ

いて科学的に理解し、健康で快

適な衣生活を主体的に営むた

めに必要な知識を身に付けて

いる。 

授業観察 

プリント 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

製作計画 

製作品 

自己評価 

定期考査 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち180 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

７
月 

環
境 

○生活を見つめてみよう 

 

○環境のために出来ることっ

て？ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

a:環境問題について関心を持ち、

実践的・体験的な活動を通して

意欲的に学習に取り組もうと

している。 

b:環境について、国内や世界で起

こっている環境に対する課題

を見いだし、その解決をめざし

て考え、表現している。 

c:環境問題を解決するための活

動を見出し、実生活に取り入れ

れ、実践に結びつけることが出

来る。 

d:様々な現代の環境問題につい

て理解し、私たちの果たす役割

を認識するために必要な知識

を身に付けている。 

授業観察 

プリント 

発表 

定期考査 

８
月 

 

○ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動 

 ＊自由テーマ 

調査研究、個人発表 

○ ○ ○ ○ a:ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動について関心を

もち、主体的に学習に取り組も

うとしている。 

b:生活上の課題を見いだし、その

解決をめざして科学的に探究

し、表現している。 

c:計画に沿ってホームプロジェ

クトや学校家庭クラブ活動を

実践することができる。 

d:ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動の実践に必要な

知識を身に付けている。 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

発表 

自己評価 

相互評価 

９
月 

子
ど
も 

○子どもが育つ環境はどうな

っている？ 

 

○子どもはどのような権利を

持っている？ 

 

○子どもを育てるのにどのよう

な支援がある 

 

○子どもが発達するとはどう

いうこと？ 

 

○子どもの生活で気をつけた

いことは？ 

 

○子どもにとっての遊びと

は？ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:子どもの発達と保育について

関心を持ち、実践的・体験的な

活動を通して意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

b:子どもの発達と保育について、

家族や地域の生活を見つめて

課題を見いだし、その解決をめ

ざして考え、表現している。 

c:子どもと適切に関わることが

できたり子どもの健やかな発

達を支える技術を身に付けて

いる。 

d:子どもの発達と保育について

理解し、家族・地域・社会の果た

す役割を認識するために必要な

知識を身に付けている。 

 

授業観察 

プリント 

発表 

定期考査 

 



学校整理番号３１４ 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

10

月 

 

11

月 

食
生
活 

○体と心の健康をつくる食生

活とは？ 

 

○どれだけの栄養が必要

か？ 

 

○栄養素のはたらきとは？ 

○食品をどう見分けるか？ 

 

○食品を扱う際に注意する点

とは？ 

 

＊調理実習（3 回） 

和食・洋食・中国風料理 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:食事と健康、安全と環境に配慮

した食生活、ライフスタイルと

環境に関心をもち、意欲的に学

習に取り組もうとしている。 

b:食事と健康、安全と環境に配慮

した食生活について、課題を見

いだし、その解決をめざして考

え、適切に判断し表現してい

る。 

c:生涯を通して健康で安全かつ

環境に配慮した食生活を営む

ために必要な栄養、食品、調理、

食品衛生等の技術を日常食の

調理実習を通して身に付けて

いる。 

d:栄養、食品、調理、食品衛生、

ライフスタイルと環境などに

ついて実験・実習を中心とした

学習を通して科学的に理解し、

健康で安全な食生活を主体的

に営むために必要な知識を身

に付けている。 

授業観察 

プリント 

調理計画 

実習記録業 

レポート 

定期考査 

11

月 

 

12

月 

共
同
生
活 

○共生生活ってなんだろう？ ○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a:共生社会と福祉について家庭

や社会の一員として関心を持

ち、意欲的に学習に取り組もう

としている。 

b:共生社会を成立させるための

課題を見いだし、その解決をめ

ざし社会の一員として何がで

きるか考え、工夫している。 

c:地域で行われているコミュニ

ティ活動や NPO 活動などにつ

いて、情報を収集・整理したり、

参加したりする技術を身に付

けている。 

d:共生社会と福祉について理解

し、生涯を通して家族・家庭の生

活を支える福祉や社会的な支援

が果たす役割を認識するための

知識を身に付けている 
 

授業観察 

プリント 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

定期考査 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち182 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１月 住
生
活 

○人間にとって住まいはなぜ

必要か？ 

 

 

○住まい選びの視点とは？ 

 

○住まいの間取りから何が読

み取れるか？ 

 

○健康で安全な住まいとは？ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:住居と住環境、安全で環境に配

慮した住生活に関心を持ち、意

欲的に学習に取り組もうとし

ている。 

b:住居と家族の生活、安全で環境

に配慮した住生活について課

題を見いだし、その解決をめざ

して考え、適切に判断し表現し

ている。 

c:安全で快適、かつ健康な住生活

を営むために、住居の計画や選

択に必要な情報を収集・整理す

る技術を身に付けている。 

d:住居の機能、住環境などについ

て科学的に理解し、安全で快

適、かつ健康な住生活を主体的

に営むために必要な知識を身

に付けている。 

授業観察 

プリント 

発表 

定期考査 

２月 

・ 

３月 

消
費
生
活 

○情報化の中での消費生活

とは？ 

 

○住まいの間取りから何かが

読み取れるか？ 

 

○健康で安全な住まいとは？ 

 

○共に生きる住まい・まちと

は？ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:消費生活と生涯を見通した経

済の計画・管理、生活設計につ

いて関心を持ち、意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

b:消費生活と生涯を見通した経

済の計画・管理、生活設計につ

いて、考え、工夫している。 

c:消費生活と生涯を見通した経

済の計画・管理、生活設計を立

案するための技術を身に付け

ている。 

d:現在及び将来の消費生活と経

済の計画・管理、生活設計のた

めに必要な知識を身に付けて

いる。 

授業観察 

プリント 

定期考査 

自己評価 

相互評価 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:思考・判断・表現 

ｃ:技能         ｄ:知識・理解 

 

 ※ ＊は、実習・実験など実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習活動を示している。 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち183 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「新・見てわかる社会と情報」 （日本文教出版） 

副教材等 新・社会と情報 情報ノート （日本文教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的・体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、日常使っている

機械（コンピュータ）に対して、理解を深め、良い使い方は何かを考えましょう。 

・コンピュータやネットワークを利用したコミュニケーションについて、ワークショップや演習

等を通して考え、友だちを含めた多様な考え方を学び、自分の考えを持ちましょう。 

２ 学習の到達目標 

１．情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させる。 

２．情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集、処理、表現させる。 

３．効果的にコミュニケーションを行う能力を養い、情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報を多角的・多面
的に吟味し、その価
値を見極めていこ
うとする態度 

・自らの情報活用を振
り返り、評価し改善
しようとする態度 

・情報モラルや情報に
対する責任につい
て考え行動しよう
とする態度 

・情報社会に主体的に
参画し、その発展に
寄与しようとする
態度 

・さまざまな事象を
情報とその結び
付きの視点から
捉える力 

・問題の発見・解決
に向けて情報技
術を適切かつ効
果的に活用する
力 

・複数の情報を結び
付けて新たな意
味を見いだす力 

・情報と情報技術
を活用するた
めの基礎・基本
的な技能を身
に付け、目的に
応じて、情報お
よび情報技術
を適切に扱っ
ている 

 
 

・情報と情報技術を適
切に活用するための
知識とそれを活用し
て問題を発見・解決
するための方法につ
いての理解 

・情報社会の進展とそ
れが社会に果たす役
割と及ぼす影響、お
よび、情報に関する
法・制度やマナーの
意義と情報社会にお
いて個人が果たす役
割や責任についての
理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやプリントの
記述 
実習作品 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
ノートやプリント
の記述 
レポート、発表 
定期考査の結果 
自己評価・相互評価 
等 

学習状況の観察 
課題作品 
発表 
実技テストの結
果 
等 

学習状況の観察 
ノートやプリントの記
述 
定期考査の結果  
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 
 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
関 思 技 知 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち184 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○中学校までの学習、

経験等、生徒の既存技

術・知識の調査を行う。 

 

○コンピュータの起動

や終了方法、OS やデ

ータの基本操作の練習

を行う 

 

○コンピュータ教室を

使用するにあたって、マ

ナーを理解する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:パスワードの重要性について関心

をもっているか。  

 情報機器や授業に対して関心を示

しているか。 

b:コンピュータ教室でのマナーの必

要性を理解しているか。  

c: マウスやキーボードの操作ができ

るか。 

d:情報機器の名称を覚えているか。 

プリント 

ノート 

１
学
期 

情
報
社
会
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち 

○情報を活用しよう 

 

○情報モラルを身につ

けよう 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

○ 

 

 

〇 

 

〇 

 

a: 個人情報を適切に保護するための

方法を積極的に発言しようとして

いるか。 

b: 情報化の進展が社会を発展・充実

させてきたことや、それに伴って

生じてきた、様々な課題とその解

決方法、対処方法を発表できるか。 

C:情報に適したメディアを選択でき

るか。 

d: インターネットの利点や問題点な

どの特質について理解できるの

か。 

 

授業観察 

ノート 

小テスト 

１
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
こ
な
そ
う 

○コンピュータを使って

みよう 

 

○文書を作成してみよ

う 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

a: わかりやすく情報を伝達しようと

する意欲がみられるか。 

b: 目的や対象を明確にして、表現や

デザインの工夫を行っているか。 

c: 図やグラフなどを使用して、わか

りやすく表現できるか。 

d:情報の伝達する際の注意事項につ

いて理解しているか。 

プリント 

ノート 

授業観察 

実技テスト 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち185 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

情
報
を
整
理
し
て
伝
え
よ
う 

○問題解決をしてみよ

う 

 

○データを分析してみ

よう 

 

○情報をわかりやすく

伝えよう 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

a: 率先して問題解決に取り組もうと

しているか。 

b: 問題を明確化して解決への手順を

示せるか。 

c: 表計算ソフトを利用して統計処理

とグラフ化ができるか。 

d:問題解決のための情報収集やアイ

デア収集・分類の手法を理解して

いるか。 

実習作品 

授業観察 

実技テスト 

２
学
期 

情
報
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

○情報化が社会に及ぼ

す影響と課題 

 

○情報セキュリティの確

保 

 

○情報社会における法

と個人の責任 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

〇 

 

 

○ 

 

 

○ 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

a:個人情報の保護に関心を示し、管

理しようとする態度があるのか。 

b:著作権等の例外規定を正確に判断

できるか。 

c:個人情報や知的財産権などでトラ

ブルの事例について自分で適切な

対処することが出来るか。 

d:知的財産権や個人情報保護につい

て理解しているか。 

授業観察 

ワークシート 

小テスト 

 

３
学
期 

情
報
社
会
の
し
く
み
を
知
ろ
う 

○情報通信ネットワーク

とコミュニケーション 

 

○情報のディジタル化 

 

○情報通信ネットワーク

のしくみ 

 

○望ましい情報社会を

築く 

〇 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

○ 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

a: インターネットの仕組みやサービ

スに興味・関心を持っているか。 

b: 技術の進歩によるメリット・デメ

リットの両面を考えることができ

ているか。 

c: 目的に応じてコミュニケーション

ツールを適切に利用する技能をも

っているか。 

d:情報のディジタル化の原理を理解

しているか。 

授業観察 

ワークシート 

小テスト 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち186 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 情報 科目 情報の科学 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 情科 308   情報の科学 新訂版 

副教材等 情報の科学 新訂版 学習ノート 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１．ネットワーク上でトラブルに巻き込まれないように、情報の性質やネットワーク・情報機器・

情報モラルや法律についてしっかり学びましょう。 

２．自分の考えをもち、相手にうまく説明できるようになりましょう。また、友だちや周りの人の多

様な意見を受け入れ、柔軟な考え方ができるようになりましょう。 

２ 学習の到達目標 

１．情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させる。 

２．情報と情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための科学的な考え方を習得させる。 

３．情報社会の発展に主体的に寄与する能力と態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報を多角的・多面
的に吟味し、その価
値を見極めていこ
うとする態度 

・自らの情報活用を振
り返り、評価し改善
しようとする態度 

・情報モラルや情報に
対する責任につい
て考え行動しよう
とする態度 

・情報社会に主体的に
参画し、その発展に
寄与しようとする
態度 

・さまざまな事象を
情報とその結び
付きの視点から
捉える力 

・問題の発見・解決
に向けて情報技
術を適切かつ効
果的に活用する
力 

・複数の情報を結び
付けて新たな意
味を見いだす力 

・情報と情報技術
を活用するた
めの基礎・基本
的な技能を身
に付け、目的に
応じて、情報お
よび情報技術
を適切に扱っ
ている 

 
 

・情報と情報技術を適
切に活用するための
知識とそれを活用し
て問題を発見・解決
するための方法につ
いての理解 

・情報社会の進展とそ
れが社会に果たす役
割と及ぼす影響、お
よび、情報に関する
法・制度やマナーの
意義と情報社会にお
いて個人が果たす役
割や責任についての
理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
学習ノートの記述 
実習作品 
発表 
等 

学習状況の観察 
学習ノートの記述 
発表 
小テストの結果 
等 

学習状況の観察 
実習作品 
発表 
実技テストの結
果 
等 

学習状況の観察 
学習ノートの記述 
小テストの結果  
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 
 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
関 思 技 知 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち187 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１
学
期 

情
報
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

〇情報の表し方 

 

〇情報のディジタル化 

・ディジタルデータの特

徴 

・コンピュータにおける

数値、文字、画像、音

声の表現 

 

〇コンピュータとの仕組

み 

 CPU 

 ソフトウェア など 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:コンピュータの仕組みに興味をも

ち、学習に積極的に取り組もうと

している。 

b:情報をディジタル化することの利

点や問題点について考えることが

できる。 

c:情報機器を用いて情報をディジタ

ル化することができる。また、デ

ィジタル化した情報を編集し、発

信することができる。 

d:コンピュータ内部での情報の表し

方や処理の仕組みを理解してい

る。ディジタル化の利点について

理解している。 

授業観察 

学習ノート 

実習作品 

テスト 

１
学
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
と
情
報
シ
ス
テ
ム 

〇ネットワークの動作の

仕組み 

〇情報システムと情報

セキュリティ 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

a:情報セキュリティの仕組みに関心

をもち、情報通信ネットワークを

安全に活用しようとしている。 

b:情報システムや提供されるサービ

スの活用のあり方、社会生活に及

ぼす影響と役割について考えてい

る。 

c:効果的に情報を共有するため、情

報通信ネットワークや情報機器を

活用することができる。 

d:プロトコルや情報伝達の仕組みに

ついて理解し、安全に活用するた

めのセキュリティ対策について理

解している。 

授業観察 

学習ノート 

発表 

テスト 

２
学
期 

問
題
解
決
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用 

○問題解決 

○アルゴリズム 

○モデル化とシミュレー

ション 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

a:問題解決の方法と手段について関

心をもち、問題解決に取り組もう

としている。 

b:問題解決のためのさまざまな方法

を考え、目的に応じて、適切な解

決方法を選択することができる。 

アルゴリズムを記述し、プログラ

ムを作成することができる。 

c:問題解決のための、さまざまな技

法を使うことができ、目的に応じ

て適切な方法を活用できる。 

d:基本的なアルゴリズムを理解して

いる。 

授業観察 

学習ノート 

実習作品 

テスト 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち188 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２
学
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用 

○ネットワークの活用 

○データベース 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:ネットワークやデータベースにつ

いて、身の回りにある情報システ

ムや提供されるサービスについて

関心を持とうとしている。 

b:情報を蓄積・管理することで、ど

のようなことが可能になるかを考

えることができる。問題解決にお

いての情報の有用性について考え

ることができる。 

c:必要な情報を素早く検索できる。 

d:データベースの役割と概念を理解

している。 

授業観察 

学習ノート 

テスト 

３
学
期 

情
報
技
術
と
社
会 

〇情報化による生活の

変化 

・POS システム 

・GPS 

・情報格差 

・情報社会における法

律 

著作権 

個人情報の保護 

など 

 

〇情報技術による社会

の発展 

 

〇情報技術を活用した

作品制作 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

a:情報社会において、情報の発信者

および受信者として、情報モラル

や法を踏まえて、適切に行動をし

ようとしている。 

b:情報技術、法や制度および人間と

の関係に基づいて情報社会の安全

や発展について考えることができ

る。 

c:情報モラルを踏まえて、情報技術

を活用することができる。 

d:情報化が人間に及ぼす影響につい

て理解する。よりよい情報社会を

構築するための考え方や工夫につ

いて理解する。 

授業観察 

学習ノート 

実習作品 

発表 

テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 

 

 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち189 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 家庭 科目 子どもの発達と保育 単位数 ２単位 年次 3 年次 

使用教科書 子どもの発達と保育「育つ・育てる・育ち合う」（教育図書） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○保育に関心をもち、積極的に取り組みましょう 

 ・子どもの成長・発達について詳しく学び、自分たちの子どもの頃はどのようなものだったか

や、これから親になることもふまえて実生活に即した学習を行います。 

 ・保育の職業に就きたいと考える生徒も多く、保育の現場を知り、より具体的なイメージを持

てることの出来るような実習・体験を行っていきます。 

 

２ 学習の到達目標 

 子どもの発達の特性や発達過程、保育などに関する知識と技術を習得させ、子どもの発達や子

育て支援に寄与する能力を育てる。乳幼児期の環境・発達の重要性、個人差を理解させる。座学

のみではなく、実習・実践学習をもち、保育に関する知識・技術の定着をはかる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

保育について関心
をもち、子育て支援
に寄与する能力の
向上をめざして主
体的に取り組むと
ともに、実践的な態
度を身に付けてい
る。 

保育環境の充実向上
を図るための課題を
見いだし、その解決を
めざして思考を深め、
適切に判断し、工夫し
創造する能力を身に
付けている。 

保育に関する基礎
的・基本的な技術を
身に付けている。 

子どもの発達・子育
ての環境・子育ての
知識に関する基礎
的・基本的な知識を
身に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
プリントの記述 
製作計画、実習記録
表 
レポート、発表 
自己評価 等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
製作計画、実習記録表 
レポート、発表 
定期考査の結果 
自己評価・相互評価等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
製作品 
レポート、発表 
定期考査 
自己評価・相互評価
等 

学習状況の観察 
プリントの記述 
製作計画、実習記録
表 
レポート、発表 
定期考査の結果等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち190 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

４
月 

子
ど
も
の
発
達
の
特
性 

○生涯発達における乳幼児

期の重要性 

○発達と環境 

 

○発達観・児童観とは 

 

＊沐浴 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:子どもの発達と特性について

関心を持ち、意欲的に学習に取

り組もうとしている。 

b:子どもの権利に関する歴史を

理解し、現代の社会環境につい

ての課題を見いだし、その解決

をめざして考え、表現してい

る。 

c:乳幼児の発達を通して、日常の

世話をおこなう技術を身に付

けている。 

d:子どもの発達・環境からの影

響・子どもに関する社会福祉制

度の知識など身に付けている。 

授業観察 

プリント 

定期考査 

レポート 

５
月
・６
月
７
月
・ 

子
ど
も
の
発
達
過
程 

○身体発育と運動機能の発

達 

○乳幼児期の体の発育 

 

○乳幼児期の発達の特徴 

 

○人間関係の発達 

○心の発達 

 

＊壁面製作 

 

＊保育園見学 

＊保育園体験実習 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○

○ 

 

 

 

○

○ 

a:乳幼児期の発育・愛情関係の形

成過程・言語・知能の発達につ

いて関心を持ち、意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

B：子どもの身体的・心理的な発

達を見つめて課題を見いだし、

その解決をめざして考え、表現

している。 

c:子どもの身体的・心理的発達を

理解することにより子どもと

適切に関わる態度・技術を身に

付けている。 

d: 乳幼児期の発育・愛情関係の

形成過程・言語・知能の発達を

より詳しく理解するために必

要な知識を身に付けている。 

授業観察 

プリント 

定期考査 

製作計画 

製作品 

実習記録 

自己評価 

相互評価 

８
月
・９
月1

0

月 

 
子
ど
も
の
生
活 

○子どもの健康と生活 

○子どもの食事 

＊レトルト離乳食 試食実習 

＊調理実習 《離乳食》 

 

○子どもの衣服 

○子どもの遊びと生活 

○子どもの健康管理 

 

＊ペープサート 

 《企画・作成・発表》 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:子どもの生活全般に関心をも

ち、意欲的に学習に取り組もう

としている。 

b:子どもの生活環境・しつけ・基

本的生活習慣などについて、課

題を見いだし、その解決をめざ

して考え、適切に判断し表現し

ている。 

C 子育てに必要となる日常的な

生活技術を身につける。 

d:子どもの衣生活・食生活・遊

び・健康管理など実生活に結び

つく重要な事柄を理解し、健康

で快適な衣生活を主体的に営

むために必要な知識を身に付

けている。 

授業観察 

プリント 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

製作計画 

製作品 

発表 

実習記録 

自己評価 

相互評価 

定期考査 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち191 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

1
1

月
・12

月 

子
ど
も
の
保
育 

○保育の意義と目標 

 

○保育の方法 

 

○保育の環境 

 

＊絵本の読み聞かせ実習 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:子どもの保育ついて関心を持

ち、実践的・体験的な活動を通

して意欲的に学習に取り組も

うとしている。 

b:子どもにとって良い保育とは

どのようなものか考え、その考

え・方法を表現している。 

c:学習した保育を実生活に生か

すことができる実践的な技術

を身につける。 

d:保育の意義・方法を生かすため

に必要な発達の特徴・生活環境

などの家庭保育・集団保育の知

識を身に付けている。 

授業観察 

プリント 

発表 

レポート 

自己評価 

相互評価 

定期考査 

１
月
・２
月 

子
ど
も
の
福
祉
と
子
育
て
支
援 

○子どもの福祉 

 

○子育て支援 

 

＊子どものお弁当作り 

《実習計画・調理実習》 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:子どもの福祉について関心を

もち、主体的に学習に取り組も

うとしている。 

b:子どもの福祉に関する歴史・現

代の課題を見出し、その解決を

目指して考え、表現している。 

c:子どもの生活・福祉に関する実

践的な学習をすることが出来

る。 

d:児童福祉に関する知識を身に

付けている。 

プリント 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

発表 

実習記録 

自己評価 

相互評価 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:思考・判断・表現 

ｃ:技能         ｄ:知識・理解 

 

 ※ ＊は、実習・実験など実践的・体験的な学習活動を示している。 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち192 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 家庭 科目 食文化 単位数 ２単位 年次 2 年次 

使用教科書  

副教材等 食文化概論（公益法人 全国調理師養成施設協会） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○食に関心をもち、積極的に取り組みましょう 

 ・食に関する様々な知識を身につけ、食を通して様々な時代背景や世界の状況を学びましょう。 

 ・実践的・体験的な学習を通して、科学的な理解に基づいた確かな技術を身に付けます。 

 ・安全で安心な調理実習を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

世界の「食」を自然環境・社会環境と関連させて地域ごとにその特徴を捉え、それぞれに特有の食

文化が形成されてきたことを学ぶ。また、日本の食文化を変遷、テーマ別に学んで現代にいたる自

国の文化の一端を理解する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界の「食」、「文
化」などについて関
心をもち、その充実
向上をめざして主
体的に取り組むと
ともに、実践的な態
度を身に付けてい
る。 

食生活の充実向上を
図るための課題を見
いだし、その解決をめ
ざして思考を深め、適
切に判断し、工夫し創
造する能力を身に付
けている。 

調理に関する安全で
基礎的・基本的な技
術を身に付けてい
る。 

栄養や食文化に関
する基礎的・基本的
な知識を身に付け
ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
プリントやワーク
シートの記述 
調理計画、実習記録
表 
レポート、発表 
自己評価 等 

学習状況の観察 
プリントやワークシ
ートの記述 
調理計画、実習記録表 
レポート、発表 
定期考査の結果 
自己評価 等 

学習状況の観察 
プリントやワークシ
ートの記述 
レポート、発表 
定期考査、 
自己評価 等 

学習状況の観察 
プリントやワーク
シートの記述 
調理計画、実習記録
表 
レポート、発表 
定期考査の結果等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b c d 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち193 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

１ 食
と
文
化 

○食文化の成り立ち 

・食文化とはなにか 

 

・食文化の相対性 

 

 

○多様な食文化 

・自然環境と食文化 

 

・宗教と食物繊維 

 

・食法・調理法などの多様性 

 

 

○食文化の共通化と国際化 

・食の伝播と変容 

 

 

・異文化交流による食の国際

化 

 

・食生活の変容と食文化の創

造 

 

・生活の食事情 

 

 

＊調理実習 1 

＊調理実習 2 

＊調理実習 3 

＊調理実習 4 

 

 

＊夏休みの課題 

 世界の食事を調べてみよ

う！ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:食文化とは何かという観点に

注目し、意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

b:世界の食事情を理解し現代社

会と食文化についての課題を

見いだし、その解決をめざして

考え、表現している。 

c:調理実習に関する基礎的な技

術を身に付けている。 

d:食の国際化、異文化理解など食

文化を通じて国際状況を理解

し、食がもつ国際的な役割を理

解するために必要な知識を身

につける。 

 

 

授業観察 

プリント 

定期考査 

調理計画 

レポート 

実習記録表 

自己評価 

     等 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち194 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

２ 日
本
の
食
文
化 

○日本の食文化史 

・原始（縄文・弥生時代） 

 

・古代（古典・飛鳥・奈良・平

安時代） 

 

・中世（鎌倉・室町・安土桃山

時代） 

 

・近世（江戸時代） 

 

・近代（明治・大正・昭和時代

初期） 

 

・現代（終戦以降） 

 

 

○日本料理の食文化 

・日本料理の特徴 

 

・日本料理様式 

 

・日本料理の食事作法 

 

 

○行事食と郷土料理 

 

・食文化の地域性 

 

・行事食 

 

 

・郷土料理 

 

 

○現代食生活と未来の食文

化 

 

・食生活の現状 

 

・食文化の未来 

 

＊調理実習５ 

＊調理実習６ 

＊調理実習７ 

＊調理実習８ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

a:日本の食文化を通して、日本の

歴史、生活様式、文化などを意

欲的に学習しようとしている。 

b:日本の食生活を見つめ、現代の

食の課題を見いだし、その解決

をめざして考え、表現してい

る。 

c:日本の様々な食の知識を身に

つけ、それを日常的に生かして

いく技術を身に付けている。 

d:日本における食の歴史や、その

背景、現代における食の重要性

を認識するために必要な知識

を身に付けている。 

授業観察 

プリント 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

調理計画 

実習記録表 

自己評価 

定期考査 

      等 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち195 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

３ 世
界
の
料
理
と
食
文
化 

○西洋料理の食文化 

 

・西洋料理の変遷 

 

・西洋料理の特徴 

 

・西洋料理の様式 

 

 

・西洋料理の食事作法 

 

 

○中国料理の食文化 

 

・中学料理の変遷 

 

・中国料理様式 

 

 

・中国料理の食事作法 

 

 

 

○その他の国の料理の食文

化 

 

・アジアの料理 

 

 

・中東の料理 

 

・中南米の料理 

 

＊調理実習９ 

＊調理実習 10 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:海外の食文化を学ぶことで、海

外の文化、生活、歴史などを主

体的に学習し、取り組もうとし

ている。 

b:海外の国々の料理を学ぶこと

で、諸外国の文化や日本の国際

理解について思考し、適切に表

現している。 

c:調理実習における基本的な技

術を身につけた上で、発展的な

調理法を学び、習得している。 

d:国際的な食文化を通して、海外

の国々の文化や生活習慣を学

び、より実生活に即した国際理

解に必要な知識を身に付けて

いる。 

授業観察 

プリント 

ﾚﾎﾟｰト 

調理計画 

実習記録表 

自己評価 

定期考査 

      等 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:思考・判断・表現 

ｃ:技能         ｄ:知識・理解 

 

 ※ ＊は、ワークショップ、実習・実験など実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習活動を示して

いる。 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち196 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 理数 科目 理数物理 単位数 ６単位 年次 ３年次 

使用教科書 使用しない 

副教材等 改訂物理（東書）、スタディー物理（第一学習社）、チェック＆演習物理（数研） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「物理基礎」と同じく多様な物理的現象から法則を見出すのですが「物理」の場合、物理基礎を

土台にし、さらに複雑な物理現象を数式化し、その数式化された法則を利用する事が多くなって

いきます。だから、物理基礎よりも数式を利用し、数式を自由に使いこなすことが必要になりま

す。そのためには物理基礎より、問題を多数解き、物理基礎とは逆に解くことで理解していく方

法を実行していってください。一つの公式で色々な現象に応用できる事を理解できれば面白みが

出てくると思います。物理の法則が色々な現象にもある条件のもとでは理解できます。まずは簡

単な問題を解きながら公式を記憶し、理解していってください。それが終われば標準の問題を解

いていってください。 

２ 学習の到達目標 

物理現象の観察や実験からその法則性を見出す。物理現象には大きく「粒子」と「波」という二

つの考え方がある。「粒子」では物質は全て原子からできていて、様々な物理的現象（電気にお

いても）を原子、分子の運動を基礎として考え、理解する。また、「波」は物質ではないので、

エネルギーの伝搬だとして考え、それを式にして理解する。そこから発展し、「粒子」もエネル

ギーの考えを取り入れて、二つの考えをエネルギーを媒介にして理解する。目に見えないエネル

ギーという考えを取り入れることにより効率的なエネルギー消費について考え、生活を豊かにで

きることに理解する。物理基礎と同じく、利用可能なエネルギーを作り出す方法には生命を尊重

し、自然環境の保全に寄与する態度と、未来の社会づくりに貢献できる力を身に付ける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活の物理現象

の関係に関心をもち、

意欲的に探究しよう

とするとともに、科学

的な見方や考え方を

身に付けている。 

物理現象の中に問題を

見いだし、探究する課

程を通して、事象を科

学的に考察し、導き出

した考えを適切に表現

している。 

物理現象に関する観

察、実験などを行い、

その中から法則を見

出し、自然の事物・

現象を科学的に探究

する技能を身に付け

ている。 

物理現象について、

原理・原則を理解

し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートの記述 

プリントの記述 

実験の記録 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートの記述 

プリントの記述 

実験の記録 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートの記述 

プリントの記述 

実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートの記述 

プリントの記述 

実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち197 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

力
と
運
動
・熱
と
気
体 

平面内の運動 
○    a:物体の運動に関心を持ち、法則性を導

き出すことへ意欲的に探求している。 

b:各運動の原因としての色々な力の大き

さや向きを考え、さらにその物体の形

も考慮に入れ、その考えを数式で表現

し理解している。 

c:運動の背後のエネルギーの存在や変移

の実験等を行い、記録、整理する。そ

して、それを表現し、理解している。 

d:物質(気体も含める)の運動が衝突も含

め、運動方程式、運動量、エネルギー

の法則で決まる事を理解、記憶し、問

題を解き、物理現象に利用できている。 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

プリントの

記述 

実験の記録 

定期考査の

結果 

剛体 
 ○   

運動量の保存 
  ○ ○ 

円運動と万有引力 
 ○  ○ 

気体のエネルギーと

状態変化 

   ○ 

２
学
期 

波
・電
気
と
磁
気 

波の伝わり方 
○    a:波や電気の現象に関心を持ち、エネル

ギーの一つの形態として法則性を導き

出すことに意欲的に探求している。 

b:粒子とは違い、波は媒質の運動とエネ

ルギーの伝搬と考え、また、電気や磁

気も電子の運動とエネルギーの考えで

理解し、それを数式で表現している。 

c:波や電気、磁気の現象や性質の実験等

を行い、記録、整理する。そして、そ

れを表現し、理解している。 

d:波は媒質運動とエネルギーの伝達で、

また、電気、磁気の性質を数式でも理

解し、物理現象に利用できる。 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

プリントの

記述 

実験の記録 

定期考査の

結果 

 

音の伝わり方 
 ○ ○  

光 
   ○ 

電場 
○    

電流 
  ○  

電流と磁場 
   ○ 

電磁波 
  ○  

３
学
期 

原
子 

電子と光 
○  ○  a:原子の構造のきっかけになった電子や

光の性質、法則性を導き出すことに意

欲的に探求している。 

b: 電子や光の性質、法則性から原子の構

造を考え、数式で表現する。そこから

さらに構造を明らかにし、図式化し、

それを表現している。 

c:原子の構造の原因となった実験を観察

しその性質を明らかにしていく。 

d:原子の構造から放射線や核反応の仕組

みを理解し、その知識を安全な豊かな

生活に繋がっていく。その知識を身に

つけている。 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

プリントの

記述 

実験の記録 

 
原子と原子核 

 ○  ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち198 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 理数 科目 理数生物 単位数 ６単位 年次 ３年次 

使用教科書 生物 （数研出版） 

副教材等 リードα生物基礎+生物（数研出版）、ニューステージ新生物図表（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物基礎で学んだ内容をより深く学び、「バイオテクノロジー」、「発生と生殖」や「進化と

系統」などの新しい内容の学びを通して、生物学の本質に迫り興味を持って主体的に自然との共

存や持続可能な社会のあり方について考える力を身につけることを目指します。また、学習を通

して、身近な生命現象・生物現象について、その原理や法則を知り分析的、総合的に物事を捉え

ることができるようになる事を望みます。 

２ 学習の到達目標 

１．生物基礎の内容を踏まえ、より詳しく「細胞」、「代謝」、「遺伝子の発現」についての知

識を身につける。 

２．「生殖と発生」において、減数分裂や受精の過程やその意味合いを学び、組み換えを通して、

多様な遺伝子の組み合わせが生じることを知る。また、生物の初期発生を通して、細胞間の

相互作用を知り、遺伝子の発現との関わりをつかむ。 

３．「動物の反応と行動」「植物の環境応答」を通してそれぞれの生物が外界からの刺激を受け

取り一定の行動・反応を行っていることを理解する。 

４．「生物の進化と系統」を通して地球上に見られる多様な生物が、長い歴史の中で進化してき

たものであることを知り、環境など様々な要因の影響もあり、部分的な DNA の遺伝情報の変

異が蓄積した結果生じたということをつかむ。 

５．上記の学習を通じて、自然を尊重し、生命活動の神秘に関心をもち、自然と協調した社会の

在り方について主体的に考える力を身につけることを目指す。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生物基礎の内容を踏ま

え、日常生活や社会との

関連を図りながら生物

や生物現象の関係に関

心をもち、意欲的に探究

しようとするとともに、

生命現象や環境との関

わりについて、科学的な

見方や考え方を身に付

けている。 

生物基礎の内容を踏ま

え、生物や生物現象の

中に問題を見いだし、

探究する活動等を通し

て、事象を科学的に考

察し、導き出した考え

を適切に表現してい

る。  

生物や生物現象に関

する観察、実験などを

行い、基本操作を習得

するとともに、それら

の過程や結果を的確

に記録、整理し、自然

の事物・現象を科学的

に探究する技能を身

に付けている。 

生物基礎の内容に

加え、生物や生物

現象について、基

本的な概念や原

理・原則を理解し、

知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートや授業プリント

の記述 

課題等の仕上がり 

学習状況の観察 

ノートや授業プリント

の記述 

定期考査の結果 

調べ学習・発表等 

学習状況の観察 

ノートや授業プリン

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや授業プリ

ントの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち199 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

上に示す観点に基づいて、学期ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

体
内
環
境 

免疫   ○  a:気候とバイオーム、生態系のバランス

について関心をもち、意欲的に学習し

ようとする。 

b:「生物の多様性と生態系」に関する探

究活動を行い、事象や結果を考察し、

導き出した考えを表現している。 

c:生態系と物質循環について資料収集な

どを行い、それらを的確に記録、整理

している。 

d:陸上には様々な植生がみられ、植生は

長期的に移り変わっていくことを理解

し、知識を身に付けている。 

学習状況 

授業プリント 

ノート 

定期考査 

調べ学習・

発表等 生
物
の
多
様
と
生
態
系 

植生の多様性と分布 
   ○ 

気候とバイオーム 
○    

生態系と保全 
 ○   

生
命
現
象 

と
物
質 

細胞と分子 
  ○ ○ a:生体を構成する元素から個体までの階

層性をとらえようとしている。 

b：生体での元素と物質の関係、水の重要

性について説明することができる。 

c:ホタライトの実験を通して、酵素の性

質について考察し、ワークシートにま

とめることができている。 

d:代謝反応の経路をまとめ、異化・同化

の関連性を知るとともに、遺伝情報の

発現について、遺伝子の発現が転写レ

ベルで調節されていることを理解でき

ている。 

学習状況 

授業プリント 

ノート 

定期考査 

課題レポー

ト 
代謝 

○   ○ 

遺伝情報の発現 
○   ○ 

２
学
期 

発
生
と
生
殖 

生殖 
○    a:DNA と染色体の構造の関係・染色体に

ついて興味をもって学習できている。 

b:組換え価計算の問題に取り組み、自分

の解答を他者に説明できている。 

c:ブロッコリーからの DNA 抽出実験を行

い。DNA の性質と操作手順の関連性を

考えながら行うことができている。 

d:卵割の特徴や、ウニ・カエルの初期発

生の過程を理解できている。 

学習状況 

授業プリント 

ノート 

定期考査 

調べ学習・

発表等 発生 
   ○ 

生
物
の
環
境
応
答 

動物の反応と行動 
 ○  ○ a:神経も基本単位は細胞であることに興

味をもち、意欲的に学習活動に参加で

きている。 

b:軸索内の刺激の伝導速度の計算問題に

取り組み、自分の解答を他者に説明で

きている。 

c: 生態系と物質循環について資料収集

などを行い、それらを的確に記録、整

理している。 

d:生物多様性と生物多様性に影響を与え

る要因、個体群の絶滅を加速する要因

について理解できている。 

学習状況 

授業プリント 

ノート 

定期考査 

調べ学習・

発表等 植物の環境応答 
○    

生
態
と

環
境 

生物群集と生態系 
   ○ 

３
学
期 

生
物
の
進
化

と
系
統 

生命の起源と進化 
○ ○ 

 

  a:原始地球や生命の誕生過程について興

味をもち、意欲的に学習に参加できて

いる。 

b:生物が徐々に変化する過程を段階的に

とらえ、それを地球の環境の変化と重

学習状況 

授業プリント 

ノート 

定期考査 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち200 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

生物の系統 
○   ○ ね合わせ説明することができている。 

c:顕微鏡で原生生物の観察を行い、スケ

ッチすることができている。 

d:生物の進化と分類についての特徴を理

解できている。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち201 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ３ 第１学年 

① Breakthrough 

English Grammar in 

27 lessons 

② Listening Laboratory 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・総合英語Ⅰの授業は、文法の知識をつけ、それを「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能に応用

していくための授業です。文法のパターンを身につけるために、色々な問題に触れ、反復練習を行います。 

・英語の文法については、単に知識を頭に入れるだけではなく、実際のコミュニケーションでどのように使われるかというこ

とを意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・リスニングについては専用の教材を用意しているので、よく使う言い回しを身に付け、聞き取るだけでなく、それを口頭で

言えるように復習しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「総合英語Ⅰ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 

・自分の好きなことについ

て、短い話をすることができ

る。 

・日常生活の習慣や行動につ

いて話すことができる。 

 

総合英語 1 

 

スピーチ 

・SVOC をしっか

り理解し、内容を

整理して、相手に

伝わる文を書くこ

とができる。 

総合英語 I 

 

ドリルの

提出、定

期考査 

・教師による英語での

簡単な指示を理解する

ことができる。 

・まとまった文章を聞

いて、大まかな内容を

理解することができ

る。 

・シチュエーション毎

によく耳にする典型的

なフレーズになれる。 

総合英語 I 

 

リスニン

グ テ ス

ト、定期

考査 

・小さいパッセージなど

を読んで、情報や考えな

どの概要をとらえること

ができる。 

・文の構造を正確に捉え

て読むことができる。 

総合英語 I 

 

検 定 試

験 模 擬

テスト、

定 期 考

査 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

スピーチの発表等を通じて、

文法知識を生かし、自分の伝

えたいことを正確に伝える

努力をしているかを評価す

る。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標を

的確に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法 

で実施。 

英語と日本語の発想や文法の違

い等に目を向けさせる。 

定期テストにより評価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

     単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 
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指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 
Lesson1 

(２時間) 

 

文の種類 

（肯定文、否

定文、疑問

文、感嘆文、

命令文） 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） （本単元では設定しない） （本単元では設定しな

い） 

「英語表現の能力」 

・スピーチを聴いて、それ

に対する質問を作る。(疑

問文) 

・感想を感嘆文を使って言

う。 

・疑問文、感嘆文の構造を

理解し、実際に使ってみ

る。 

（本単元では設定しない） (本単元では設定しない) 

「英語理解の能力」 

・正確に肯定文、否定文、

疑問文、感嘆文、命令文の

構造を捉える。 

・肯定文、否定文、疑問文、

感嘆文、命令文の構造を捉

え、問題を解く。 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査。 

「言語や文化についての知識・理解」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

 

Lesson2 

( ２時間) 

第 1 文型か

ら第 3 文型

の学習。 

自動詞と他

動詞の違い

を学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の身近な話題をクラ

スメートに伝える。 

・各授業に２，３人ずつ、

近況を英語で報告させる 

・主語、動詞の揃った文を

作り、人に言いたいことを

伝えているかどうか。 

 

「英語表現の能力」 

・同上 ・同上 ・同上  

「英語理解の能力」 

・S,V,O,C について理解さ

せる。 

・主語と動詞が一番主要な

文の要素であることを理

解させる。 

・目的語と補語の違いに注

目させる。 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解を

問う出題により、内容理

解ができているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本語では主語を省略す

るケースが多いが、英語で

は殆どそのようなケース

が無いことに注目させる 

・英文を作らせる 

・近況報告の中で作った英

文を発表する 

・主語、動詞の揃った文を

作り、人に言いたいことを

伝えているかどうか。 

 

Lesson 3 & 4 

(4 時間) 

第４文型か

ら第５文型

の学習 

第 3 文型と

第 4 文型の

書き換え 

疑問詞を使

った疑問文

の学習 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） ・聞き取れなかったところ

は質問をしたり、メモを取

るなどをして聞き続ける。 

（本単元では設定しない） 

 

 

「英語表現の能力」 

・写真の説明文を正確に聞

き取る。 

・写真の説明文を聞きなが

ら自分でも発音する。 

・リスニング問題を解く。 

・スクリプトを読む。 

・リスニングテスト 

「英語理解の能力」 

・まぎらわしい母音の識別 ・まぎらわしい母音の識別

を行い自分でも発音する。 

・教材のリスニング問題を

解く 

・リスニングテスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・第４、５文型の使い方を

理解する。 

 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・第４、５文型の使い方を

理解している。 

・定期考査 

Lesson 5 基本時制 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
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(３時間) 未来時制 

助動詞 shall 

リスニング

問題 

・自分の身近な話題をクラ

スメートに伝える。 

・各授業に２，３人ずつ、

近況を英語で報告させる 
・現在形を使い、現在の習

慣について述べる。 

 

「英語表現の能力」 

・同上 ・同上 ・同上  

「英語理解の能力」 

・基本時制と未来時制の用

法を学ぶ。 

 

・構造のみならず、概念の

差に目を向けさせる。 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・状況を説明する文章を聴

き取り、正確に状況を把握

する。 

・疑問詞のまとめ ・リスニング問題を聞く ・リスニングテスト 

Lesson 6 

(３時間) 

現在進行形 

過去進行形 

動作動詞と

状態動詞 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の身近な話題をクラ

スメートに伝える。 

・各授業に 5～6 人ずつ近

況を英語で説明させる 
・現在形を使い、現在の習

慣について述べる。 

 

「英語表現の能力」 

・同上 ・同上 ・同上  

「英語理解の能力」 

・現在進行形・過去進行形

および動作動詞と状態動

詞の違いを学習する。 

 

・構造のみならず、概念の

差に目を向けさせる。 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・聞き取った説明文に近い

表現を把握する。 

・類似表現の理解 ・リスニング問題を聞く ・リスニングテスト 

Lesson 7 

（３時間） 

現在完了形 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

「英語表現の能力」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

 

「英語理解の能力」 

・現在完了形の形に慣れ

る。 

・過去形との違いを理解す

る。 

・現在完了形の形とその持

つ意味 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本語に無い現在完了形

の概念に触れる 

・同上 ・同上 ・定期考査 

Lesson8 

（３時間） 

過去完了形 

未来完了形 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日付の表現を理解する ・日付の表現を理解する ・会話の要旨を聴き取って

いるかどうか 

・リスニングテスト 

 

「英語表現の能力」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

「英語理解の能力」 
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・現在完了形、過去完了形、

未来完了形の共通点に注

目する 

・過去完了形 

・未来完了形 

・同じ文の中から時制のヒ

ントになる記述を見つけ

出し、適切な時制を使う 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

Lesson9 

（２時間） 

助動詞 

can,  

be able to,  

cannot, 

may， 

must 

have to 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

「英語表現の能力」 

・助動詞を使って自分ので

きることとできないこと

を述べる 

・同上   

「英語理解の能力」 

・助動詞の使い方に慣れる ・同上 ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞を含む文の意味を

理解する。 

・問題集の中で用いられて

いる意味や用法を確認す

る。 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

Lesson10 

（４時間） 

助動詞 

should 

ought to 

had better 

will 

would 

used to 

助動詞＋完

了形 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・位置関係の表現が使いこ

なせる 
・位置関係の表現 ・リスニング問題を聞く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・さまざまな助動詞の持つ

ニュアンスの差を感じな

がら、文を作る 

助動詞 

must, have to 

cannot, should 

ought to 

had better 

will, would, 

used to 

助動詞＋完了形 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・位置関係の表現が使いこ

なせる 
・位置関係の表現 ・リスニング問題を聞く ・リスニングテスト 

Lesson11 

（３時間） 

受動態の基

本 

助動詞のあ

る文の受動

態 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・まぎらわしい子音の識別 ・まぎらわしい子音を識別

し、自分でも発音する 

・リスニング問題を聞く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・受動態の基本を押さえな

がら英文を作る 

・受動態の基本 

・wh 疑問文の受動態 

・助動詞のある文の受動態 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・まぎらわしい子音の識別 ・まぎらわしい子音を識別

し、自分でも発音する 

・リスニング問題を聞く ・リスニングテスト 

Lesson12 注意すべき 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
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（４時間） 受動態の表

現 

リスニング

問題 

・道案内の定型表現が使い

こなせる 
・道案内の表現 ・簡単なスキットを作る ・スキット発表 

「英語表現の能力」 

・注意すべき受動態の表現

を理解しながら英文を作

る 

・注意すべき受動態 

・進行形・完了形の受動態 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・道案内の定型表現が使い

こなせる 

・道案内の表現 ・リスニング教材の問題が

解けているか 

・リスニングテスト 

Additional 

2,3,4,5,6 

（６時間） 

名詞・冠詞 

代名詞 

形容詞 

副詞 

前置詞 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・時間に関する重要表現が

使いこなせる 
・時間に関する重要表現を

把握し、自分でも使ってみ

る 

・簡単なスキットを作る ・スキット発表 

「英語表現の能力」 

・名詞・冠詞・代名詞・形

容詞・副詞・前置詞の用法

を理解しながら英文を作

る 

・名詞・冠詞 

・代名詞 

・形容詞 

・副詞 

・前置詞 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・時間に関する重要表現が

使いこなせる 
・時間に関する重要表現を

把握し、自分でも使ってみ

る 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Lesson13 

（３時間） 

不定詞の名

詞的用法 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・説明文を聞いて適切な画

像を選択する 
・説明文を聞いて適切な画

像を選択する 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・不定詞の名詞的用法と名

詞の用法を理解しながら

英文を作る 

・不定詞の名詞的用法 ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・音の連結を把握する ・音の連結を把握して自分

でも発音する 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Lesson14 

（３時間） 

不定詞の形

容詞的用法 

不定詞の副

詞的用法 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

「英語表現の能力」 

・不定詞の形容詞・副詞的

用法と形容詞・副詞の用法

を理解しながら英文を作

る 

・不定詞の形容詞的用法 

・不定詞の副詞的用法 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 
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・不定詞の３つの用法を使

い分けられているか 

・同上 ・同上 ・定期考査 

Lesson15 

（３時間） 

不定詞の意

味上の主語 

不定詞の重

要表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

「英語表現の能力」 

・不定詞の意味上の主語を

用いた英文を作る 

・不定詞の意味上の主語 

・不定詞の重要表現 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞の重要表現を使い

こなしているか 

・同上 ・同上 ・定期考査 

Lesson16 

（３時間） 

動名詞の用

法 

動名詞の慣

用表現 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・レストランでの定型表現

が使いこなせる 
・レストランでの表現を把

握し、自分でも使ってみる 

・簡単なスキットを作る ・スキット発表 

「英語表現の能力」 

・動名詞の用法と名詞の用

法を理解しながら英文を

作る 

・動名詞の用法 ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・レストランでの定型表現

が使いこなせる 
・レストランでの表現を把

握し、自分でも使ってみる 

・簡単なスキットを作る ・スキット発表 

Lesson17 

（３時間） 

動名詞の意

味上の主語 

動名詞と不

定詞使い分

け 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

「英語表現の能力」 

・動名詞と不定詞の使い分

けに注意して英文を作る 

・動名詞の意味上の主語 

・動名詞と不定詞の使い分

け 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞と不定詞の使い分

けができているか 

・同上 ・同上 ・定期考査 

Lesson18 

（３時間） 

分詞の用法 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・電話での定型表現が使い

こなせる 
・電話での対応について一

通り把握する 

・簡単なスキットを作る ・スキット発表 

「英語表現の能力」 

・分詞の用法と形容詞の用

法を理解しながら英文を

作る 

・分詞の用法 ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち207 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

「言語や文化についての知識・理解」 

・電話での定型表現が使い

こなせる 
・電話での対応について一

通り把握する 

・簡単なスキットを作る ・スキット発表 

Lesson19 

（４時間） 

分詞の慣用

表現用法 

分詞構文 

with O 分詞 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・短縮形の聞き取り ・短縮形の聞き取りと内容

把握ができるようにする 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・分詞の慣用表現を用いた

英文を作る 

・分詞の慣用表現 

・分詞構文 

・with O 分詞 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・短縮形の聞き取り ・短縮形の聞き取りと内容

把握ができるようにする 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Lesson20 

（３時間） 

関係代名詞

の主格・目的

格・所有格 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

「英語表現の能力」 

・関係代名詞の使い分けに

注意して英文を作る 

・関係代名詞の主格・目的

格・所有格 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の使い分けが

できているか 

・同上 ・同上 ・定期考査 

Lesson21 

（３時間） 

関係代名詞

what 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グラフの読み取り ・数値を表す英語を正確に

聞き取る 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・関係代名詞 what を用い

た英文を作る 

・関係代名詞 what ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・グラフの読み取り ・数値を表す英語を正確に

聞き取る 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Lesson22 

（３時間） 

関係副詞 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英文を聞いて表を完成さ

せる 

・聞き取った英語を正確に

理解してメモを取る 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・関係副詞を用いた英文を

作る 

・関係副詞 ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち208 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 
・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英文を聞いて表を完成さ

せる 

・聞き取った英語を正確に

理解してメモを取る 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Lesson23 

（３時間） 

原級・比較

級・最上級 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・通貨の単位を聞き取る ・聞き取った英語を正確に

理解してメモを取る 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・原級・比較級・最上級を

使い分けた英文を作る 

・原級・比較級・最上級 ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・通貨の単位を聞き取る ・聞き取った英語を正確に

理解してメモを取る 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Lesson24 

（３時間） 

注意すべき

比較表現 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・脱落音の把握 ・発言の主旨を正確に把握

する 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・注意すべき比較表現を用

いた英文を作る 

・注意すべき比較表現 ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・脱落音の把握 ・発言の主旨を正確に把握

する 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Lesson25 

（３時間） 

仮定法の基

本用法 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日常会話表現が使いこな

せる 

・対話から状況を読み取る ・簡単なスキットを作る ・スキット発表 

「英語表現の能力」 

・仮定法を用いた英文を作

る 

・仮定法の基本用法 ・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日常会話表現が使いこな

せる 

・対話から状況を読み取る ・簡単なスキットを作る ・スキット発表 

Lesson26 

（３時間） 

仮定法未来 

仮定法の慣

用表現 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・文の中での音の強弱を把

握する 

・アナウンス内容を正確に

把握する 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・仮定法の慣用表現を用い

た英文を作る 

・仮定法未来 

・仮定法の慣用表現 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち209 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 
・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文の中での音の強弱を把

握する 

・アナウンス内容を正確に

把握する 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Lesson27 

（３時間） 

時制の一致 

間接話法 

リスニング

問題 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・長めの説明文を聞き取る ・米国式と英国式の発音の

違いを把握する 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

「英語表現の能力」 

・時制の一致に注意した英

文を作る 

・時制の一致 

・間接話法 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・長めの説明文を聞き取る ・米国式と英国式の発音の

違いを把握する 

・リスニング問題を解く ・リスニングテスト 

Additional 

1，7，8，9 

（５時間） 

否定表現 

接続詞 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

「英語表現の能力」 

・接続詞を適切に使用して

英文を作る 

・否定表現 

・接続詞 

・問題集の問題を解けてい

るか 

・定期考査 

「英語理解の能力」 

・同上 ・同上 ・同上 ・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しない） 

 

（本単元では設定しな

い） 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち210 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ３ 第２学年 

①be 3rd Edition English 

Grammar26 

②Navigator 

③Listening Essentials 1.5 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・総合英語の授業は、英語力の基盤となる文法を理解することを大きな目標をしています。単なる文法用語の丸暗記に終わら

ないように、文法規則が「なぜそうなるのか」や文法が「どのような場面で使われるのか」を意識して学習しましょう。 

・また、一定量の英文を聞いて概要を捉える力、つまり聞く力を高めることもこの授業の目標です。リスニング力を高めるた

めには、英文を何度も聞きなおし、音読する必要があります。そのような意識を持って家庭学習にも意欲的に取り組みまし

ょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「総合英語」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・.聞いたり読んだ

りしたこと、興味

関心のあること

について自分の

考えを述べるこ

とができる。 

・簡単な語や表現

を使って互いの

意見交換をする

ことができる。 

コミュ英Ⅱ 

プレゼンテ

ーション 

ディスカッ

ション 

・聞いたり読んだり

したこと、興味関心

のあることについ

て、情報や考えなど

について、簡単な文

章を書くことができ

る。 

コミュ英Ⅱ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

総合英語Ⅱ 

ワークシー

ト、定期考査 

 

英語探求 

 

・事物に関する紹

介や報告、対話や

討論などを聞い

て、情報や考えな

どの概要をとらえ

ることができる。 

・英語の音声的な

特徴や内容の展開

などに注意しなが

ら聞くことができ

る。 

コミュ英Ⅱ 

リスニング

テスト 

定期考査 

総合英語Ⅱ 

ワークシー

ト、定期考査 

 

英語探求 

・.一定量の英

文を速読し

て概要をと

らえること

ができる。 

・一定量の英文

を精読して

要点や詳細

をとらえる

ことができ

る。 

コミュ英Ⅰ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  



学校整理番号３１４ 

217枚のうち211 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

① 

Lesson 

26 

Supplement 

2-9 

 

 

 

③ 

Unit5-8 

 

(１０時間) 

 

話法時制と動詞

の形、助動詞、

受動態、不定詞 

分詞、後置修飾 

比較構文 

 

 

 

道案内を聞き取

る、必要な情報

を聞き取る、話

の要点を理解す

る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

･左記の題材内容につ 

いてワークシートを 

完成させる。 

・学習した題材を使い、 

基本例文を応用し

て、自分の言いたい

事を表現する。 

 

・題材内容についての問

題演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成

させる。 

・音読・暗唱活動に積

極的に取り組む。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・音読・暗唱活動の観

察。 

「英語表現の能力」 

・題材内容を含む暗唱 

 例文を暗唱し、語を 

 入れ替えることで自

己表現につなげる。 

 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定

着している。 

・例文確認の小テスト

を行い、定着を確認

する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しな

がら、一定量の英語

を聞き、概要を理解

する。 

 

・リスニング教材を聞く。 

内容は左記のとおり。 

・題材内容を類題にお

いても応用し、英文

の概要を理解でき

ている。 

・リスニング確認テス

トを行い、理解の能

力が身についてい

るか確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・題材内容について文

法規則を理解し、知

識を定着させる。 

 

 

 

・予習の上、授業中に説

明を聞き、文法規則を

理解する。 

・問題演習を行い、知識

を定着させる。 

・文法規則を理解し、

知識を定着させら

れている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

① 

Lesson 

22-25 

 

 

 

 

③ 

Unit1-4 

 

(１０時間) 

 

比較、仮定法 

 

 

 

 

 

 

数字を聞き取

る、話の要点を

理解する、話者

の間柄・感情を

理解する、空

間・位置を聞き

取る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

･左記の題材内容につ 

いてワークシートを 

完成させる。 

・学習した題材を使い、 

基本例文を応用して自

分の言いたい事を表

現する。 

 

・題材内容についての問

題演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成

させる。 

・音読・暗唱活動に積

極的に取り組む。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・音読・暗唱活動の観

察。 

「英語表現の能力」 

・題材内容を含む暗唱 

 例文を暗唱し、語を 

 入れ替えることで自

己表現につなげる。 

 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定

着している。 

・例文確認の小テスト

を行い、定着を確認

する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しな

がら、一定量の英語を

聞き、概要を理解する。 

 

 

・リスニング教材を聞く。 

内容は左記のとおり。 

・題材内容を類題にお

いても応用し、英文の

概要を理解できてい

る。 

・リスニング確認テス

トを行い、理解の能力

が身についているか

確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・題材内容について文

法規則を理解し、知

識を定着させる。 

・予習の上、授業中に説

明を聞き、文法規則を

理解する。 

・問題演習を行い、知識

を定着させる。 

・文法規則を理解し、

知識を定着させら

れている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち212 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 
単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

② 

Lesson 

1-3 

 

 

 

 

 

③ 

Unit9-12 

 

(１０時間) 

 

時制 

受動態 

助動詞 

 

 

 

 

会話を聞い

て適切に応

答する 

数字を聞き

取り計算す

る 

話者の意図

を推測する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

･左記の題材内容につ 

いてワークシートを 

完成させる。 

・学習した題材を使い、 

 基本例文を応用して、

自分の言いたい事を

表現する。 

 

 

・題材内容についての問題

演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成させ

る。 

・音読・暗唱活動に積極的

に取り組む。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

・音読・暗唱活動の

観察。 

「英語表現の能力」 

・題材内容を含む暗唱 

 例文を暗唱し、語を 

 入れ替えることで自

己表現につなげる。 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定着し

ている。 

・例文確認の小テス

トを行い、定着を

確認する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しなが

ら、一定量の英語を聞

き、概要を理解する。 

・リスニング教材を聞く。 

 内容は左記のとおり。 

・題材内容を類題において

も応用し、英文の概要を

理解できている。 

・リスニング確認テ

ストを行い、理解

の能力が身につ

いているか確認

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・題材内容について文法

規則を理解し、知識を

定着させる。 

・予習の上、授業中に説明

を聞き、文法規則を理解

する。 

・問題演習を行い、知識を

定着させる。 

・文法規則を理解し、知識

を定着させられている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付い

ているかを判断

する。 

③ 

Lesson 

4-6 

 

 

 

 

③ 

Unit13-16 

 

(１２時間) 

 

仮定法 

不定詞 

動名詞 

 

 

 

 

 

話者の意図

を推測する 

グラフを用

いた説明を

聞き取る 

話の要点を

理解する 

聞いた内容

を要約する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

･左記の題材内容につ 

いてワークシートを 

完成させる。 

・学習した題材を使い、 

 基本例文を応用して、

自分の言いたい事を表

現する。 

 

 

・題材内容についての問題

演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成さ

せる。 

・音読・暗唱活動に積極

的に取り組む。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

・音読・暗唱活動の

観察。 

「英語表現の能力」 

・題材内容を含む暗唱 

 例文を暗唱し、語を 

 入れ替えることで自己

表現につなげる。 

 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定着

している。 

・例文確認の小テス

トを行い、定着を確

認する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しなが

ら、一定量の英語を聞

き、概要を理解する。 

・リスニング教材を聞く。 

 内容は左記のとおり。 

・題材内容を類題におい

ても応用し、英文の概要

を理解できている。 

・リスニング確認テ

ストを行い、理解

の能力が身につ

いているか確認

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・題材内容について文法

規則を理解し、知識を

定着させる。 

・予習の上、授業中に説明

を聞き、文法規則を理解

する。 

・問題演習を行い、知識を

定着させる。 

・文法規則を理解し、知

識を定着させられてい

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付い

ているかを判断

する。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち213 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 
② 

Lesson 

7-9 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

Unit17-20 

 

(１２時間) 

 

分詞 

関係詞 

接続詞 

 

 

 

 

 

 

 

３者の会話

を 聞 き 取

る、図表や

ちらしを見

ながら会話

を聞き取る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

･左記の題材内容につ 

いてワークシートを 

完成させる。 

・学習した題材を使い、 

 基本例文を応用して、

自分の言いたい事を
表現する。 

 

 

・題材内容についての問題

演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成さ

せる。 

・音読・暗唱活動に積極

的に取り組む。 

・ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

・音読・暗唱活動

の観察。 

「英語表現の能力」 

・題材内容を含む暗唱 

 例文を暗唱し、語を 

 入れ替えることで自

己表現につなげる。 

 

 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定着
している。 

・例文確認の小テ
ストを行い、定

着を確認する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しなが
ら、一定量の英語を聞

き、概要を理解する。 

 

・リスニング教材を聞く。 

 内容は左記のとおり。 
・題材内容を類題におい
ても応用し、英文の概

要を理解できている。 

・リスニング確認
テストを行い、

理解の能力が身
についているか
確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・題材内容について文法

規則を理解し、知識を

定着させる。 

・予習の上、授業中に説明
を聞き、文法規則を理解

する。 

・問題演習を行い、知識を
定着させる。 

・文法規則を理解し、知
識を定着させられてい

る。 

・定期テストの筆
記テストにおい

て、知識が身に
付いているかを
判断する。 

 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち214 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ３ 第３学年 

①総合英語 be Discover 

②Engage Master Book 

③Listening Essentials2 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・総合英語の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」の基礎となる文法に対する理解を深め、「使える英

語」につなげるための授業です。そのために、数多くの問題演習に取り組み実践力・応用力を身につけることをめざします。

授業では常に「英語を使う」ということを意識し、積極的に活動に参加しましょう。 

・また、一定量の英文を聞いて概要を捉える力、つまり聞く力を高めることもこの授業の目標です。リスニング力を高めるた

めには、英文を何度も聞きなおし、音読する必要があります。そのような意識を持って家庭学習にも意欲的に取り組みまし

ょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位）及び「総合英語」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学

んだことや経験

したことに基づ

き、情報や考え

などについて、

話し合ったり意

見の交換をした

りすることがで

きる。 

・事実と意見など

を区別して話す

ことができる。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英Ⅲ 

プレゼンテ

ーション、

ディスカッ

ション 

 

総合英語Ⅲ 

ワークシー

ト、定期考

査 

 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験したこ

とに基づき、情報

や考えなどについ

て、簡潔に書くこ

とができる。 

・内容の要点を示す

語句や文、つなが

りを示す語句など

に注意しながら書

くことができる。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英Ⅲ 

ライティン

グテスト、定

期考査 

 

総合英語Ⅲ 

ワークシー

ト、定期考査 

 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの概要

をとらえること

ができる。 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの要点

や詳細をとらえ

ることができ

る。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英Ⅲ 

リスニング

テスト、定期

考査 

 

 

 

・説明や物語な

どを読んで、

情報や考え

などの概要

をとらえる

ことができ

る。 

・説明や物語な

どを読んで、

情報や考え

などの要点

や詳細をと

らえること

ができる。 

・・・・・・ 

など 

コミュ英Ⅲ 

リーディン

グテスト、

音読テス

ト、暗唱テ

スト、定期

考査 

 

総合英語Ⅲ 

ワークシー

ト、音読テ

スト、定期

考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  



学校整理番号３１４ 

217枚のうち215 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 

① 

Lesson 

20-24, 28 

 

 

 

 

 

③ 

Unit5-8 

 

(１５時間) 

 

比較、仮定法、

疑問文・否定文、

強調・倒置・挿

入・表現、接続

詞 

 

 

 

空間・位置を聞

き取る 

必要な情報を聞

き取る 

話者の間柄・感

情を理解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・比較、仮定法、疑問

文・否定文、強調・

倒置・挿入・表現、

接続詞について、理

解した上でワークシ

ートを完成させる。 

・間違えを恐れず、音

読・暗唱に積極的に

取り組む。 

・比較、仮定法、疑問文・

否定文、強調・倒置・

挿入・表現、接続詞に

ついて問題演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成

させる。 

・音読・暗唱活動に積

極的に取り組む。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「英語表現の能力」 

・比較、仮定法、疑問

文・否定文、強調・

倒置・挿入・表現、

接続詞の知識を活用

し英作文ができるよ

うになる。 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定

着している。 

・文法・構文の知識を

応用し、正確な英語

で表現できる。 

・章ごとに確認テスト

を行い、定着を確認

する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しな

がら、一定量の英語

を聞き、概要を理解

する。 

・リスニング教材を聞く。 ・題材内容を類題にお

いても応用し、英文

の概要を理解でき

ている。 

・リスニング確認テス

トを行い、理解の能

力が身についてい

るか確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較、仮定法、疑問

文・否定文、強調・

倒置・挿入・表現、

接続詞について問題

演習を通して既習の

知識を復習し理解を

深め、定着させる。 

・予習の上、授業中に説

明を聞き、文法規則を

理解する。 

・問題演習を行い、知識

を定着させる。 

・比較、仮定法、疑問

文・否定文、強調・

倒置・挿入・表現、

接続詞について文

法規則を理解し、知

識を定着させられ

ている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 

 

 

 

単元 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

① 

Lesson 

14-19 

 

 

 

 

 

③ 

Unit1-4 

 

(１５時間) 

 

関係詞、比較 

 

 

 

 

 

 

 

数字を聞き取る 

数字を聞き取り

計算する 

道案内を聞き取

る 

人や物の特徴を

聞き取る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・関係詞、比較につい

て、理解した上でワ

ークシートを完成さ

せる。 

・間違えを恐れず、音

読・暗唱に積極的に

取り組む。 

・関係詞、比較について

問題演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成

させる。 

・音読・暗唱活動に積

極的に取り組む。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「英語表現の能力」 

・関係詞、比較の知識

を活用し英作文がで

きるようになる。 

・基本例文の音読・暗唱 

・英作文演習 

・基本例文が十分に定

着している。 

・文法・構文の知識を

応用し、正確な英語

で表現できる。 

・章ごとに確認テスト

を行い、定着を確認

する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しな

がら、一定量の英語を

聞き、概要を理解する。 

・リスニング教材を聞く。 ・題材内容を類題にお

いても応用し、英文の

概要を理解できてい

る。 

・リスニング確認テス

トを行い、理解の能力

が身についているか

確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係詞、比較につい

て問題演習を通して

既習の知識を復習し

理解を深め、定着さ

せる。 

・予習の上、授業中に説

明を聞き、文法規則を

理解する。 

・問題演習を行い、知識

を定着させる。 

・関係詞、比較につ

いて文法規則を理解

し、知識を定着させ

られている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



学校整理番号３１４ 

217枚のうち216 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

府立八尾翠翔高校 全日制の課程 普通科 
(配当時間) 

② 

1 章、4章、

5章、6章 

 

 

 

③ 

Unit9-12 

 

(１５時間) 

 

時制、仮定

法、不定詞、

動名詞 

 

 

 

話の要点を

理解する 

会話を聞い

て適切に応

答する 

話者の意図

を推測する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・時制、仮定法、不定詞、

動名詞について、理解

した上でワークシー

トを完成させる。 

・間違えを恐れず、音

読・暗唱に積極的に取

り組む。 

・時制、仮定法、不定詞、

動名詞について問題演

習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成させ

る。 

・音読・暗唱活動に積極的

に取り組む。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

「英語表現の能力」 

・時制、仮定法、不定詞、

動名詞の知識を活用

し英作文ができるよ

うになる。 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定着し

ている。 

・文法・構文の知識を応用

し、正確な英語で表現で

きる。 

・章ごとに確認テス

トを行い、定着を

確認する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しなが

ら、一定量の英語を聞

き、概要を理解する。 

・リスニング教材を聞く。 ・題材内容を類題において

も応用し、英文の概要を

理解できている。 

・リスニング確認テ

ストを行い、理解

の能力が身につ

いているか確認

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・時制、仮定法、不定詞、

動名詞について問題

演習を通して既習の

知識を復習し理解を

深め、定着させる。 

・予習の上、授業中に説明

を聞き、文法規則を理解

する。 

・問題演習を行い、知識を

定着させる。 

・時制、仮定法、不定詞、

動名詞について文法規

則を理解し、知識を定着

させられている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付い

ているかを判断

する。 

② 

7 章、8章 

9 章、11 章 

 

 

 

③ 

Unit13-16 

 

(１５時間) 

 

分詞、関係

詞、比較、

接続詞 

 

 

 

話者の意図

を推測する 

グラフを用

いた説明を

聞き取る 

話の要点を

理解する 

図表やちら

しを見なが

ら会話を聞

き取る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・分詞、関係詞、比較、

接続詞について、理解

した上でワークシート

を完成させる。 

・間違えを恐れず、音読・

暗唱に積極的に取り組

む。 

・分詞、関係詞、比較、接

続詞について問題演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成さ

せる。 

・音読・暗唱活動に積極

的に取り組む。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

「英語表現の能力」 

・分詞、関係詞、比較、

接続詞の知識を活用し英

作文ができるようにな

る。 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定着

している。 

・文法・構文の知識を応

用し、正確な英語で表現

できる。 

・章ごとに確認テス

トを行い、定着を確

認する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しなが

ら、一定量の英語を聞

き、概要を理解する。 

・リスニング教材を聞く。 ・題材内容を類題におい

ても応用し、英文の概要

を理解できている。 

・リスニング確認テ

ストを行い、理解

の能力が身につ

いているか確認

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞、関係詞、比較、

接続詞について文法規

則を理解し、知識を定

着させる。 

・予習の上、授業中に説明

を聞き、文法規則を理解

する。 

・問題演習を行い、知識を

定着させる。 

・分詞、関係詞、比較、

接続詞について文法規

則を理解し、知識を定

着させられている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付い

ているかを判断

する。 
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② 

16 章、 17

章、18 章、

19 章、20 章 

 

 

 

 

③ 

Unit17-20 

 

(７時間) 

 

動 詞 ・ 名

詞 ・ 代 名

詞 ・ 形 容

詞・副詞の

語法 

 

 

 

３者の討論

を 聞 き 取

る、図表や

ちらしを見

ながら会話

を聞き取る 

聞いた内容

を要約する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・動詞・名詞・代名詞・

形容詞・副詞の語法に

ついて、理解した上で

ワークシートを完成

させる。 

・間違えを恐れず、音
読・暗唱に積極的に取
り組む。 

・動詞・名詞・代名詞・形

容詞・副詞の語法につい

て問題演習 

・基本例文の音読・暗唱 

・ワークシートを完成さ

せる。 

・音読・暗唱活動に積極
的に取り組む。 

・ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

「英語表現の能力」 

・動詞・名詞・代名詞・
形容詞・副詞の語法の
知識を活用し英作文

ができるようになる。 

・基本例文の音読・暗唱 ・基本例文が十分に定着
している。 

・文法・構文の知識を応

用し、正確な英語で表
現できる。 

・章ごとに確認テ
ストを行い、定
着を確認する。 

「英語理解の能力」 

・題材内容を意識しなが
ら、一定量の英語を聞

き、概要を理解する。 

・リスニング教材を聞く。 ・題材内容を類題におい
ても応用し、英文の概

要を理解できている。 

・リスニング確認
テストを行い、

理解の能力が身
についているか
確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動詞・名詞・代名詞・
形容詞・副詞の語法に

ついて文法規則を理
解し、知識を定着させ
る。 

・予習の上、授業中に説明
を聞き、文法規則を理解

する。 

・問題演習を行い、知識を
定着させる。 

・動詞・名詞・代名詞・
形容詞・副詞の語法に

ついて文法規則を理解
し、知識を定着させら
れている。 

・定期テストの筆
記テストにおい

て、知識が身に
付いているかを
判断する。 

 

 


